
育
第
九
編
教

第
二
章
社
会
教
育

昭
和二
十
四
年
六
月
十
日、
法
律
第
二
百
七
号
に
よ
っ
て
「社
会
教
育
法
」

が
公
布
さ
れ
「す
べ
ての
国
民
が
あら
ゆ
る
機
会、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て

実
生
活
に
即
し
た
文
化
的
教
養
を
高
め
る
環
境
を
つく
ろ
う
」
と
い
う
の
が
ね

ら
いで
、
当
滝
川
町
と
し
て
は、
昭
和二
十
四
年
五
月、

一五
名
の
社
会
教
育

委
員
を
委
嘱
し
「社
会
教
育
委
員
会
」
が
、
社
会
教
育
法
の
施
行
に
伴
い
設
置

さ
れ、
昭
和二
十
五
年
に
改
め
て
二
〇
名
の
委
員
を
委
嘱、
そ
の
後
昭
和三
十

四
年
条
例
の
改
正
に
よ
り
定
員
一
五
名
以
内
が
委
嘱
さ
れ、
教
育
委
員
会
の
諮
・

問
機
関
と
し
て
社
会
教
育
の
振
興
発
展
に
尽
力
し
、
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

さ
て
、
社
会
教
育
法
第二
条
に
は
社
会
教
育
につ
い
て
の
定
義
が
さ
れ
て
お

り
、
「学
校
教
育
法
に
基
づ
き、
学
校
の
教
育
課
程
と
し
て
行
わ
れ
る
教
育
活

動
を
除
き、
主
と
し
て
青
年
及
び
成
人
に
対
し
て
行
わ
れ
る
組
織
的
な
教
育
活

動
(
体
育
・
レ
クリ
エー
シ
ョ
ン活
動
も
含
む)
」
で
非
常
な
広
範
囲
の
内
容
で
あ
り

組
織
的
か
つ
統
一
的
教
育
活
動
を
示
し
て
い
る。

ま
た
第
三
条
に
は、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は、
こ
の
社
会
教
育
活
動
が
活

発
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
施
設、
運
営、
集
会
の
開
催、
資
料
作
制
頒
布
な
ど
に

よ
り
、
実
生
活
に
即
し
た
教
養
高
揚
の
環
境
づ
く
り
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
て

い
た
。
社
会
教
育
は
従
来
も
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り、
全
く
目
新
し
い
も
の
で

は
な
い
が、
以
前
は
や
や
も
す
れ
ば、
社
会
教
育
が、
学
歴
上
低
資
格
者
に
対

す
る
補
習
的
教
養
で
も
あ
る
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

大
き
な
変
転
で
あ
り
、
現
在
の
社
会
教
育
が
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
す
べ
て
の
人
々

の
学
習
活
動
に
関
す
る
概
念
と
理
解
さ
れ、
生
涯
教
育
の
一
翼
と
し
、
学
校
教

育
・
社
会
教
育
が、
車
の
両
輪
と
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
こと
は、
大
き
な
前

進
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い。

今
後
さ
ら
に
「ゆ
と
り
と
充
実
を
め
ざ
す
社
会
教
育
」
を
推
進
す
る
た
め
に

も
各
種
団
体
並
び
に
各
機
関
の
社
会
教
育
活
動
に
は、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
性
を

尊
重
す
る
と
と
も
に、
相
互
の
連
絡、
協
調
を
密
に
し、
計
画
の
総
合
的
調
整

を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
各
種
団
体
及
び
関
係
機
関
は、
自
ら
主
体
と
な
り
、
積
極
的
社
会
活
動

を
行
う
と
と
も
に
他
に
も
協
力、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
有
事
業
に
お
い
て
も
、
そ
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
社
会
教
育
的
配
慮
を
加
え
る
な
ど
、
事
業
は
普
遍
的
で
あ

る
と
同
時
に、
重
点
化
を
図
り
内
容
を
充
実
し
、
そ
の
方
策
は
常
に
清
新
で
あ

り
魅
力
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

学
校
教
育
と
社
会
教
育
が、
統
一
的
目
標
の
も
と
に
相
補
い、
総
合
的
且
つ

立
体
的
に
教
育
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
措
置
し
、
社
会
教
育、
家
庭
教
育
の
重
要

性
を
理
解
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
継
続
的
意
欲
を
持
っ
て
自
ら
も
そ
の
実
践

者
、
協
力
者
と
な
り、
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
へ
と
発
展
、
生
涯
教
育

の
確
立
を
図
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条

滝
川
市
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
(昭
和
四
十
六
年
四
月
一日
条
例
第
一一二

号
)

合
併
前
昭
和
二
十
四
年
十
月
十
九
日
滝
川
町
条
例
第
五
十
八
号

滝
川
市
に
社
会
教
育
委
員
(以
下
「
委
員」
と
い
う
。)を
置く
も
の
と
す
る
。

第
二
条
委
員
の
定
数
は
一五
人
以
内
と
す
る
。

第
三
条
委
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、
補
欠
委
員
の
任
期
は
前
任
者
の
残
留
期
間
と
す
る
。

438



第
二
章
社
会
教
育

昭
和三
十
四
年
委
嘱
(定
員
一
五
名)

林
ミ
ツ

(森谷
川
崎
正
守

高
橋
中川 中
村

草
浦

佐
野

森
谷

三
谷

原
岡
良
策

中
村
泰
二

(奈良
熊
十
郎)

芳
村

キミ
中
川

正
佐
野
一
夫

大
浦
義
雄

杉
村
哲
子

高
畑
宜
雄

難
波
繁
太
郎

武
田
ア
ヤ子

林 越
沢

吉
岡
清
栄

高
橋

松
本
林

ミ
ツ

西
山

威 薫

武
田
セ
イ

(岡
本
義
雄)

内
野
長
盛

(富
樫
中
村
武男常吉
)

朝
日
昇
道

江
部
乙
町

日
野
田
通
正

西
村
ケ
イ
子

日
野

博 博

神
部
朝
日

越
沢
三
郎
昇
道

芳
村
良元

(岡
部
力
男)

(大
沼
喜
七)

(高
橋
義
実)

朝日
昇
道 博

波
多野

隆
古
館
健
一保

上
野
秋
造

(宮
森
秀
雄)

業
天
孝
一

水
谷
五
一

越
沢
三
郎納

(高
橋

岡
部

(中村
武
男
)

(横式
信
義)

力男
朝
日

業
天
孝
一
昇
道

水
谷
五
一

大
橋
弘
芳

少
覚

横
式
信
義 納

佐
藤
林 花
摘

野
並

房
夫 亀
誠
吉
(林小
田
中
キ
ヌ
コ

横
山
十
七
七

ミ
ツ
)
越
沢
三
郎

武
田
セイ

高
原
利
好

次
田
良
敏

(小
田
中
キ
ヌ
コ
)

(坂
本
林 関
藤

坂
本

水
谷
五
一

林 (林
ミ
ツ)
亀

東
金
次
郎

岡
部
力
男

芳
村
良
元

古
館
健
一

合
田
正
勝

吉
岡
清
栄

岩
村
岡
部
力男

武
田
セイ厳
昭
和
四
十
年
八
月
一
日
委
嘱

林朝日
昇
道

ミ
ツ

(坂
本
不
三
男
)

昭
和三
十八
年
八月
一日
委
嘱

伊
藤
国
雄

坂
本
不
三
男

(遠藤
秀
雄)

(神
部
弘二)

武
田
セ
イ

実
勉
)

昭
和
三
十
六
年
八
月
一
日
委
嘱
(定
員
一五
名
・
任
期二
年)

(尾
崎

進

三
郎
(田
子
セイ)

合
田
正
勝

藤
井
忠
志

補
充
選
任

(
)
途中退任

松
本

実
草
浦
正
己

宮
田
秀
男

神
部
て
る

藤
本
清
一

福
田
和
義

三
浦
ヨ
シ

三
好
近
藤
輝
雄

昭
和三
十
一
年
委
嘱
(定
員
二
〇
名)

森
村

イ
ク

五
十
嵐
勝
子

浜
中
芳
村
キミ花

(武
田

セ
イ)

堀
田
武
司

石
黒
貞
一

森
谷
中
村
正
直

高
橋

神
崎

和田 武田
勝夫
和
男

中
川
捨
三
郎

根
井

清
土
井
恒
隆

昭
和
二
十
五
年
委
嘱
(定
員
二
〇
名)

(
)
内
は
途
中
退
任

林
田
垣
義
弘

武
田
ア
ヤ
子

昭
和
二
十
四
年
五
月
委
嘱
(定
員
一
五
名
)

社
会
教
育
委
員
(教
育
委
員
は
行
政
編
に
記
さ
い)
滝
川
市

附
則

こ
の
条
例
は
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

亀

国
兼

豊
田
由
太
郎

和
田
数
雄亀

昭
和二
十
七
年
委
嘱
(定
員
二
〇
名)

入沢
称
之
助

(峰
村
八
重
子
)

池
端
虎夫

(石
黒
正
信)

(五
十
嵐
勝
子
)

近
藤
輝
雄

幸
雄

石
丸
宮
田
新
一

田子
ヒ
サ

昭
和
二
十
九
年
委
嘱
(定
員
二
〇
名
)

中
村
近藤
宮
田
秀
雄

入
沢
弥
之
助

正
直
輝
雄完

森
林
二
郎

中
村
正
直 茂

均 正

武
)
森
村
イ
ク

吉
田
富
美
子

石
黒
貞
一

玉
田
智
雄

堀田
武
司

原岡
渡
辺
富
治

良
策

(白
水

(矢
島
亀
靎)

武
田
越沢

三
郎
セ
イ
智子
昭
和
四
十
二
年
八
月
一
日
委
嘱

竜
静
(種
田
良
一)

石
黒
貞
一

横
山
十
七
七

内
田
清
松

水谷
五一

(神
部
富
美
子
)

野
日野 日

博

畑
中

大
野
義
輝

一
仔
昭
和
四
十
四
年
八
月
一
日
委
嘱

武
田

セ
イ

保
)
亀

中
川
内
野
長
盛

坂
下

石
黒
貞
一

正 薫

(伊藤
賢
栄) 武 均 毅

キ
ク

泰
二
正
己
一
夫 武

松木
幸
治

吉
井
正
男

田
子

ヒ
サ

中
川
捨三
郎

高
橋
幸
市

武
田
勝
夫

田
中
嶺
雄

飯
尾
賢
二

佐
木々
照
登務
)

坂
下

越
沢
三
郎

更
沢
亀
一

合
田
正
勝

社
会
教
育
委
員
(定
員
一
四
名
・
任
期二
年)

朝
日
水谷

五
一

昇
道

樋
口
昭二

北
向
与
八

泉 飯
尾
賢二

佐
木々
照
登

昇

佐
野
一
夫

宮
内
英
而

林
田
中

松
木
幸
治

高
橋

嶺
雄
幸
市

ミ
ツ

伊
藤
国雄

進)

少
覚

大
沼
喜
七

(伊
藤
国
雄
)

日
野

徹
(内
田
清
松)
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早
弓
房
松

昭和
五十
一
年
五月
一
日
委
嘱

服
部

川
島
賢三 堅

五
一

セ
イ

政
一
五
一

朝
日
昇
道

樋口
昭
二

森
本
文
子

登
石
田
利
雄

川
原

イ
ト

早
弓
房
松

昭
和
四
十
五
年
委
嘱

一木
利
雄
・川
原
イ
ト

森
本
文子

嘉
見
照
子
信
男)

昭
和
四
十
三
年
委
嘱

橋本
長
谷
川
武
次

松
村
秀
雄
勝
義

森
本
文
子

(奥
山
四
郎)

藤
村
カ
ッ
子

渡
辺

譲
奥
山
四
郎

前
田
春
市

中
田

正
己

輝
雄

二
郎

藤
本

朝
日

草
浦
正
己

早
弓
房
松

越
沢
三
郎

辻
奥
隆
敏

昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
委
嘱
(滝
川
市
・
江
部
乙
町
合
併
後)

一五
名

川
島
神
原
遠
藤

平
手
中
屋

渡 北
山
季武

・
渡 神原
(北
向
与
八)
ふじ

中
西
重
清

大
崎
つ
る
ゑ

山
本
孝二政
一

森田

渡
辺
進
藤
正
雄実

楠中
西
重
清 清

早
弓
房
松

早弓
房
松

太
田
哲
成

津
留
崎
哲
彦

大
崎
つ
る
ゑ

藤
田
信
行

山
本

栄

清
水

川
島
幸
太
郎
・
鈴
木
チ
ョ

辻奥
隆
敏

真
田
和子

森
谷
英
夫

川
島

野
並

日
野
田
通
正

泰 徹

泰
ふ
じ
秀
雄 登

「
務

河
原

・
遠
藤

季
武

正
雄

楠 一
木
利
雄清

進
藤
正
雄

秀
雄

・久
保
田
博

(森
田

北
山
季
武 実
)

津
留
崎
哲
彦

楠

渡
政
一 勲 曻

440
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今
井
栄
太
郎

増
田
久
一

(石
栗

曻

寺
崎

石
栗
政
朝 清

、森
田
守
一

岩
田
武
次

森
実

年
川
島
幸
太
郎
・原

寺
崎
政
朝

山
本

大
崎
つ
る
ゑ
(川
端
曻
一)

(山
崎
徳
助)

昭
和三
十
二
年
委
嘱

(手
嶋

森
実
川
端
曻一
二
枝)・

大
崎つる

る
(川
端

岡
本
補
佐
夫

丸
岡
敬
造

中
西
重
清

早
弓
房
松

昭
和三
十
年
委
嘱

重
清
一平

川
端

川
口

昭
和
二
十
八
年
委
嘱

黒
田

実
北山

末武
• 前
田
春
市

石
田
利
雄
(・
鞍
田
武
夫)・

山
崎
徳
助

・
松
井

(森
井
正
之)

平
野
庄一

玉
置
元
旦

(羽
二
生
武
夫)

平
野
庄
一

市
原
達
夫

寺
崎
政
朝清
)
(岩
田
武
次)

大
崎
つ
る
ゑ

川
島
幸
太
郎

高
木
正
義

昭
和
三
十
七
年
委
嘱

森
田
守
一

関
吉
四郎

(丸
岡
敬
造)

(原
正
行
)

(畑
山
喜
久
雄)

前
田
春
市

関
吉
四
郎

正行 栄
・
松
儀
一男

・関
吉
四
郎
・石
栗

前
田
春
市

・
畑
山
喜
久
雄
(・
津
留
崎
哲
彦)
・
岩
田
武
次清

水
谷

丸
岡
敬
造

(高
橋
保
雄)

長
谷
川
武
次

重
康
允
子勇
)
・
野
原
次
郎
輔

川
島
幸
太
郎

高
橋
保
雄

岡
本
補
佐
夫

高
橋
保
雄

教
薫

(寺
崎

(小
松
淳
亮
)

政
朝)

・佐
木々
徳
次
郎

• 早弓
房松

高
橋
保
雄

長
谷
川
武
次

手
嶋
二
枝

松
儀
一
男

水谷 武
田
渡

川
島

昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
委
嘱

中
村

豊
(山
本
定
雄)

手
嶋
二
枝

近
藤

寺
岡

高
橋
芳
枝

高
原
利
好

中
島
広
保

早弓
啓
司

北山

清 昇
一 道 譲

松
村
秀
雄

正
雄

チ
ョ

寺
崎
政朝

(高
木
正
義)

・奥
山
四
郎

松
儀

一
男

進
藤
鈴
木

竹
原
徳
太
郎

河
原
正
雄

昭
和
二
十
四
年
委
嘱

一木
善二

小
松
淳
亮

中
西
重
清

昭
和
二
十
六
年
委
嘱

中
西

玉
置

山
崎
徳助

滋秋) 勇
石
川
広
助

前田
春
市

吉
田
精
一

手
嶋
二
枝

丸
岡
敬
造

(宇
川

谷
口
礼
穂
(・
高
見
栄
一)

年
前田

春市
山
崎
徳
助

(野
原
次
郎
輔)
(
岡
本
補
佐
夫)

(中
西
重
清)

早
弓
房
松

昭
和三
十
五
年
委
嘱

早
弓
房
松

手
嶋
二
枝

岡
本
補
佐
夫

森
井
正
之

(一
木
善
二
)
金
戸
孝
之

山
本

栄
・清
水

越沢
三
郎

昭
和
四
十
一
年
委
嘱

池
田

長
谷
川
武
次

昭
和三
十
九
年
委
嘱

(森
田
守
一
)

政
一

(松
村
秀
雄)

津
留
崎
哲
彦清

早
弓
房
松

(伊
藤

堅

平
手



第
二
章
社
会
教
育

者
の
養
成
及
び
組
織
化
に
主
力
を
注
ぐ
と
と
も
に、
他
の
教
育
機
関
並
び
に
社

会
教
育
関
係
機
関
・
団
体
と
の
有
機
的
な
連
携
の
強
化
と
社
会
教
育
普
及
度
の

拡
大
に
努
め
る
方
針
で、
次
の
重
点
目
標
を
立
て
て
い
る
。

社
会
教
育
推
進
計
画
と
体
制
の
整
備

推
進
項
目
イ
施
設
設
備
の
整
備
充
実

具
体
的
推
進
の
内
容

会
教
育
施
設
の
整
備
充
実
と
活
用

用者
の
発
掘
に
努
め、
そ
の
養
成
と
資
質
の
向
上

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
に
努
め、
そ
の

養
成
と
資
質
の
向
上

生
涯
教
育
の
観
点
から
長
期
的
展
望
に
立
った
滝
川
市
社
会
教
育

事
業
社
会
教
育
推
進
指
導
員
研
修
会
な
ど

青
少
年
の
健
全
育
成環境
浄
化
運
動
の
推
進

ロ

自
主
的
な
青
少
年
活
動の
推
進

環
境
浄
化
運
動
の
促
進
青
少
年
モ
ニ
タ
ー
活
動
の
充
実

も
会
活
動
の
促
進

子
ど
も
会
育
成
会
の
充
実
と
育
成
者、
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

青
年

子
ど

の
グ
ル
ー
プ
化
、
組
織
化

滝
川
市
自
然
の
家
の
整
備
と
利
用
の
促
進

事
業

工
青
年
学
園
の
開
設

青
年
教
室
の
開
設

青
年
の
つ
ど
い
開
催

の
開
催

子
ど
も
育
成
団
体
連
合
会
の
組
織
づく
り

派
遣
な
ど

成
人
教
育
の
充
実
振
興

推
進
項
目
イ
各
種
学
習
機
会
の
拡
充
と
活
動
の
促
進

社
会
教
育
団
体
の
育
成

具
体
的
推
進
内
容

家
庭
教育と

両
親に
対す
る
教育

婦
人
の
知
識
と
教
養
を
高

成
人
対
象
の
市
民
講
座
を
開
設、
学
習
意
欲
を
誘
発
、
主
体
的
学
習
態

こ
こ
で
、
滝
川
市
の
お
か
れ
て
い
る
現
状
に
立
っ
て、
人
的
に
は
有
志
指
導

度
を
育
成

高
齢
者
学
習
の
場
を
設
け、
生
き
が
い
と
は
り
の
あ
る
生
活
を
与
え
る

め
る
機
会
提
供

指
導
者
の
養
成
と
資
質
の
向
上

文
化
セン
タ
ー
・
体
育
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
・
公
民
館
等
の
社

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
施
設
の
整
備
充
実
と
活

中
西
重
雄

真
田
和
子

堀
江
三
郎

昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
委
嘱加
藤
花
男

辻
奥
隆
敏

朝
日
昇
道
英
夫
)

金
子
重
男

高
田
富
勝 功

清
一

辻
奥
隆
敏
正
己

三
浦
晃
裕

手
嶋
二
枝

加
藤
花
男

大
川

菊
地
正

坪
田

巧

中
田
正
己

三
浦
晃
裕

藤
田
利
雄

中
田
正己

真
田
和
子

近
藤

(服部
輝
雄

賢
三)

(森谷草
浦
正己

小
森
文
夫

石
黒

昭
和
五
十
四
年
五
月
一
日
委
嘱

藤
田
利
雄

中西
重
雄

真
田
和
子

手
嶋
二
枝

薮
内
英
之

朝
日
昇
道

水谷
五
一

朝
日
昇
道

水谷
五
一

堀
江
三
郎
高
田
富
勝

水
谷

五
一

藤
本
清
一

中
西
重
雄

第
一
節
社
会
教
育
の
推
進

推
進
項目

イハ
具
体
的
推
進
内
容

青
少
年
の
学
習
の
機
会、
学
習
内
容
の
充
実

青
年
団
体
の
育
成
と
組
織
活
動
の
活
発
化

児
童
館
活
動

老
人
・
婦
人
と
子
ど
も
の
対
話

市
内
青
年
海
外
及び
国
内
研
修

お
母
さ
ん
大
会 商

滝
川
市
の
社
会
教
育
推
進

生
涯
教育
と
し
て
の
社
会
教
育
を
体
系
化
し、

社
会
教
育
活
動
及
び
施
設
の
充
実
に
よ
り、
発
展
す
る
社
会
に
即
応
で
き
る
市

民
の
能
力
の
発
揚
と
可
能
性
の
開
発
に
努
め
る
と
と
も
に、
自
主
的
な
組
織
活

動
の
振
興
を
は
か
る
こ
と
を
基
本
目
標
と
し
、
き
わ
め
て
大
き
な
変
化
を
し
て

い
る
今
日
の
社
会
、
多
く
の
問
題
に
直
面
す
る
情
勢
の
中
で、
市
民
は
生
涯
に

わ
た
っ
て
自
ら
の
力
で
学
習
を
継
続
し、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
個
性
や
能
力
を
最

大
限
に
発
揮
し
て
生
活
課
題
の
解
決
や
生
活
文
化
を
高
め
ら
れ
る
社
会
教育
の

計
画
的
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は、
市
民
の
学
習
要
求
を
的
確
に
把
握
し、
そ
の
資
料
に
基
づ

い
て、
長
期
的
展
望
を
も
っ
た
条
件
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

草
浦
正己

一 巧

稔
中
期
計
画
の
樹
立

直 直
辻
奥

草
浦

橋
本

手
嶋

近
藤
輝
雄
二枝

児
童
館
・
自
然
の
家
等
の
整
備
充
実
と
活
用
促
進

婦人
の
分
野
に
お
ける
指
導

青
少
年
団
体
の
育
成
強
化

青
少
年非
行
対策
の
充実
強化

促
進

青
少
年
モ
ニ
タ
ー
会
議
と
座
談
会
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第
九
編
教

婦
人
団
体
の
育
成
と
組
織
活
動
の
活
発
化

的
活
動
促
進

学
・
陶
芸
教
室
の
開
設

文
化
芸
術
活
動
の
振
興
滝
川
市
婦
人
体
育
祭
な
ど口

推
進
項目

イ
文
化
財の
保護
と
管
理

郷
土
館
の
利
用

タ
ー
の
活
用

ニ
文
化団
体の
育
成
強
化

具
体
的
推
進
内
容

郷
土
資
料
の
調
査
収
集
整
備、
文
化
保
護
思
想
の
普
及

芸
術

芸
術
文
化
活
動
の
普
及
と
奨
励
に
よ
る
大
衆
化

(4)
町
内
に
お
いて
当
面
解
決
す
べ
き
問
題
を
中
心
課
題
と
し
て
採
り
あ
げ
、
而
も
町
民
の

実
態
に
即
し
た
計
画
と
す
る
。

文
化
の
創
作
と
鑑
賞
機
会
の
拡
充

美
術
文
化
の
組
織
的
活
動
育
成

各
種
文
化
団
体
の
主
体
的
活
動
推
進

事
業

郷
土
館
整
備
と
特
別
展
示

市
民
文
化
祭
の
開設
など

推
進項目

イ指
導
体
制
の
強
化

二
体
育
施
設
の
整
備
充
実と
活
用

ス
ポ
ー
ツの
大
衆
化
と
生
活
化

ス
ポ
ー
ツ
グ
ルー
プ
・
ス
ポ

ボ
ラ
ン
テ
ィア
の
把
握

の
他
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
強
化

各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
参
加
奨
励

社
会
体
育
施
設
の

整
備
と
利
用
促
進
な
ど

事
業

市
民
体
育
祭

市
民
体
力
テ
ス
ト
の
実
施

戦
後
に
お
け
る
社
会
教
育
(江
部
乙
町)

教
育
委
員
会
発
足
後
に
お
け
る
社
会
教
育
は、
急
速
な
進
展
を
示
し
て
い
る

が、
社
会
教
育
活
動
の
主
体
で
あ
る
べ
き
公
民
館
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
そ
の

中
に
あ
っ
て、
社
会
教
育
委
員
の
活
発
か
つ積
極
的
な
活
動
に
よ
り
、
強
力
な

社
会
教
育
が
推
進
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方

針

(1)
一般
の
よ
り
多
く
の
協
力
支
持
を
得る
た
め
に、
世
論
並
び
に
要
望
を
尊
重
する
。

(2)
各種
団
体
並
び
に
各
機
関
の
社
会
教
育
活
動
に
つ
いて
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
性
を
尊
重

す
る
と
と
も
に、
相
互
の
連
絡
協
調
を
密
に
し、
計
画
の
総
合
的
調
整
を
図
る
。
ま
た
町

外
か
ら
の
計
画
に
つ
い
て
は、
こ
れ
を
当
町
の
実
状
に
適
す
る
よ
う
計
画
化
す
る
。

(3)
各
種
団
体
及
び
各
機
関
は
自
ら
主
体と
な
り
、
積
極
的
に
社
会
教
育
活
動
を
行
い、
ま

た
他
の
社
会
教
育
活
動
に
協
力
す
る
と
と
も
に、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
事
業
に
お
いて
も
、

実
施
に
当
た
っ
て
は
社
会
教
育
的
配
慮
を
加
え
る
こ
と
。

(5)
事
業
は、
普
遍
的
で
あ
る
と
同
時
に
重
点
化
を
図
り
、
内
容
を
充
実
し
、
方
法
は
常
に

清
新
な
も
の
と
す
る
よ
う
努
め
る
。

(6)
学
校
教育
と
社
会
教
育
と
が、
統
一
的
教
育
目
標
の
も
と
に、
相
互
に
補
充
し
合
い、

総
合
的
か
つ
立
体
的
に
教
育
効
果
を
挙
げ
る
よ
う
措
置
す
る
。

一
目

標

2)道
義
を
高
め
社
会
性
を
養
う
。
(33)科
学
を
理
解
し
生
活

当
町
の
社
会
教
育
目
標
は、
地
域
社
会
の
実
態
と
理
想
的
社
会
像
を
検
討
し

次
の
四
綱
目
を
設
定
す
る
。

(1)健
康
の
増
進
を
は
か
る
。

を
合
理
化
す
る
。
(4)生
産
の
増
強
を
計
る
。

そ
し
て
、
こ
の
四
綱
目
の
中
に
具
体
的
内
容
を
明
示
、
江
部
乙
町
社
会
教
育

課
程
を
た
て、
そ
の
推
進
を
図
り、
社
会
教育
活
動
に
つ
い
て
は、
そ
の
内

容
、
対
象
、
時
期
な
ど
に
応
じ
方
策
を
尽
し、
な
お
必
要
に
応
じ
て
各
団
体
及

び
各
機
関
の
代
表
者
に
よ
り
行
事
施
行
の
連
絡
会
議
を
行
い、
社
会
教
育
事
業

の
連
絡
統
一
を
図
っ
た
。

社
会
学
級

終
戦
後
の
混
乱
か
ら
一
日
も
早
く
脱
皮
し
て、
住
み
よ
い

郷
土
建
設
を
す
る
に
は
、
ま
ず
郷
土
の
青
年
や
婦
人
の
教
養
を
積
む
こ
と
が
必

要
で
あ
り、
か
つ
愛
す
る
児
童
・
生
徒
の
教
育
を
効
果
あ
ら
し
め、
そ
の
人
格

の
完
成
を
図
り
、
立
派
な
社
会
人
と
し
て
育
成
さ
せ
る
に
は、
学
校
を
と
り
ま

442
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P
T
A
活
動
の
援
助

各
種
団
体
の
主
体

家
庭
教
育
・
幼
児
教
育
学
級
の
開
設

婦
人
学
級
・
市
民
講
座
・
福
寿
大

事
業

ハ
陶
芸
セ
ン

社
会
体
育
の
振
興

ロ
地域
に
根ざ
し
たス
ポー
ツ活
動
の
推進

指
導
者
の
養
成
と

ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
と
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
促

進
具
体
的
推
進
内
容

ー
ツ
サ
ー
ク
ル
の
育
成

健
康
管
理
と
体
力
テ
ス
ト
の
実
施

養
成

体
育
指
導
員
・
セ
ン
タ
ー
指
導
員
等
の
計
画
的
指
導
体
制
強
化

体
育
協会
そ

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
設

市
民
ス
キー
大
会
の
開
催



く
社
会
環
境
を
、
教
育
的
な
環
境
に
ま
で
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

当
然
で
あ
り、
真
の
生
活
の
幸
福
や
民
主
政
治
の
成
果
は、
国
民
教
養
の
高
い

水
準
の
上
に
こ
そ
栄
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が、

一般
民
衆
の
間
で
唱

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り、
そ
う
し
た
基
本
的
な
考
え
の
も
と
に、
最
も
一
般
的

に
親
し
み
易
い
教
養
施
設
は、
社
会
学
級
で
あ
る
と
し
て、
全
道
の
各
小
・
中

学
校
で
社
会
学
級
講
座
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
社
会
教
育
法
が
発
布
さ
れ

た
昭
和
二
十
四
年
度
に
は、
八
二
か
町
村
三
四
六
学
級と
な
り
そ
の
内
容
も
充

実
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

当
町
の
社
会
学
級
は、
昭
和二
十
六
年
六
月
十
六
日
開
催
の
社
会
教
育
委
員

会
の
決
定
に
基
づ
い
て
計
画
さ
れ
た
ので
あ
る
が、
九
月二
十
六
日
企
画
委
員

会
を
開
い
て
具
体
的
な
細
部
計
画
を
決
定
、
開
校
は
同
年
十
一
月
十
日、

教
室

は
北
辰
小
学
校
と
し
、
八
科
目
で
授
業
日
数
一六
日、
総
時
数
五
一
時
間、
在

籍
者
数
一
一七
名、
出
席
率
三
四
パ
ー
セン
ト、
経
費
は
三
万
二
、
五
五
九
円

で
あ
っ
た
。

昭
和二
十
八
年
度
に
は、
北
辰
及
び
東
陽
小
学
校
に
学
級
を
設
置、
そ
の
後

漸
次
発
達
し、
南
北
分
校
並
び
に
部
落
会
館
な
ど
に
学
級
を
設
け、
そ
の
数
一

○
学
級
に
達
し
、
参
加
実
人
員
も
五
〇
〇
名
に
な
ろ
う
と
す
る
盛
況
を
呈
し

た
。青
年
学
級

昭
和
二
十
八
年
八
月
十
四
日、
青
年
学
級
振
興
法
が
公
布

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
青
年
学
級
と
称
し
て
青
年
団
等
の
自
発
的
な
事
業
と
し

て
経
営
さ
れ
て
い
た
も
の
は、
当
時
全
国
に
一万
学
級、
受
講
生
約
百
万
人
を

数
え
た
。

郷
土
愛
に
燃
え
つ
つ郷
土
振
興
の
さ
き
が
け
を
なす
も
の
は
青
年
で
あ
り、

青
年
こ
そ
は
ま
さ
に
祖
国
再
建
の
大
任
を
果
た
し
得
る
時
代
の
ホ
ー
プ
で
あ

る
。青
年
学
級
は、
こ
の
よ
う
に
社
会
に
お
け
る
最
も
大
き
な
希
望
で
あ
り
、
期

待
で
あ
る
勤
労
青
少
年
に、
教
育
の
機
会
を
均
等
に
与
え、
そ
の
教
養
を
高
め

知
性
豊
かで
たく
ま
し
い
実
践
力
を
も
つ
個
性
を
完
成
し
、
真
に
民
主
的
な
平

和
文
化
国
家
建
設
の
基
盤
を
築
か
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ト
青
年
層
の
中
に
は、
卒
業
と
同
時
に
実
際
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る

者、
向
学
の
欲
求
に
燃
え、
立
派
な
能
力
を
も
ち
な
が
ら
も
経
済
的、
家
庭
的

事
情
や
地
理
的
条
件、
個
人
的
事
情
で
進
学
し
得
な
い
も
の、
就
職
希
望
を
し

な
が
ら
適
職
が
な
か
っ
た
り
、
就
職
し
得
な
い
も
の
が
多
い
時
だ
け
に、
こ
れ

ら
の
人
々
に
で
き
る
限
り
の
便
宜
を
与
え
る
こ
と
は
、
国
と
し
て
も
町
村
と
し

て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

本
町
で
は
青
年
学
級
振
興
法
が
発
布
と
な
っ
た
当
該
年
度
か
ら、
い
ち
早
く

学
級
を
開
設、
青
年
に
対
し
そ
の
場
と
機
会
を
与
え
る
努
力
を
し
た
。

当
初
の
計
画
は
北
辰
小
に三
学
級
を
設
置、全

町
を
も
っ
て
区
域
と
し、二

十
八
年
十二
月
十三
日
か
ら
翌
年三
月
末
日
ま
で
の
間
に
七〇
～
八
〇
時
間
の
授

業
時
数
を
設
定
、
教
科
目
配
当
は、

一
般
教
養
三
〇
時
間、
職
業
教
養
(産
業
・

家
庭)
三〇
時
間、
保
健
体
育
一
〇
時
間、
自
由
研
究
及
び
趣
味
講
座
と
し
て

一〇
時
間
を
配
当
し
た
の
で
あ
る
。

開
講
式
に
参
集
の
青
少
年
男
女
は
七
五
名
で
あ
った
の
で二
学
級
と
し
、
A

学
級
は
年
齢
満
一
九
歳
以
上、
B
学
級
は
満
一
八
歳
以
下
と
し
て
、
学
級
を
開

設
、
同
期
間
中
授
業
日
数
一
三
日
間、
時
数
八
四
時
間
で
あ
っ
た
。

第
二
章
社
会
教
育
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第
九
編
教

育

事
業
計
画
の
推
進

第
二
節

社
会
教
育
事
業

(1)
幼
児
教
育
学
級
人
間
形
成
の
初
期
と
い
わ
れ、
心
理
現
象
と
し
て
第
一

反
抗
期
に
当
た
る
〇
～
三
歳
児
の
教
育
は
、
人
間
発
達
段
階
の
上
か
ら
も
、
極

め
て
大
切
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
○
～
三
歳
児
を
持
つ
母
親
を
対
象
と
し
、
育
児
に
関
す
る
正
し
い

知
識
や
情
報
に
つ
いて
、
学
習
の
場
を
提
供
し
、
子
供
の
養
育
に
役
立
て
る
た

め
、
滝
川
一
学
級、
江
部
乙
一
学
級
を
開
設、
幼
児
の
発
育
と
成
長、
し
つ
け

の
問
題、
社
会
的
発
達、
健
康
安
全、
幼
児
と
家
庭、
子
供
と
絵
画
な
ど
の
中

か
ら
年
間
二
〇
時
間
以
上
学
習
す
る
。

(2)
家
庭
教
育
学
級
望
ま
し
い
家
庭
教
育
の
あ
り
方
を
学
習
す
る
こ
と
に
よ

っ
て、
父
母
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
市
内
小

学
校二
校、
中
学
校
一
校、
市
教
委
で
開
設、
家
庭
教
育
に
関
す
る
基
礎
的
理

解、
家
族
の
人
間
関
係、
子
供
の
理
解
と
人
間
形
成
の
指
導、
学
校
教
育
と
家

庭
教
育
の
関
連
な
ど
を
、
年
間
二
〇
時
間
以
上
学
習
す
る
。

3
滝
川
商
工
青
年
学
園
滝
川
市
内
に
お
い
て
、
主
と
し
て
第
二
次
・第
三

次
産
業
に
従
事
す
る
一
五
歳
か
ら
二
五
歳
ま
で
の
青
年
に
対
し
、
社
会
生
活
に

必
要
な
一
般
教
養
及
び
職
業
・
家
事
に
関
す
る
知
識
と
技
能
を
習
得
さ
せ
、
併

せ
て
生
活
指
導
に
よ
る
心
身
の
健
全
な
育
成
を
は
か
る
た
め、
華
道
・
茶
道
・

手
芸
・
演
芸
・
体
育
の
コ
ー
ス
別
学
習、
学
園
生
全
員
に
よ
る
一
般
教
養
に
関

す
る
合
同
学
習
・
野
外
活
動
・
集
会
行
事
・
自
治
会
活
動
を
中
心
に
行
う
特
別

教
育
活
動
を、
毎
週
金
曜
日二
時
間
程
度、
年
間
四〇
日
学
習
す
る
。

4
婦
人
学
級
健
康
で
賢
い
婦
人
を
め
ざ
し、
主
婦
と
し
女
性
と
し
て
学

び
、
人
間
と
し
て
豊
か
に
生
き
る
た
め
の
知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
る
た
め
一

六
歳
以
上
五
九
歳
ま
で
の
婦
人
を
対
象
と
し
、
毎
週
金
曜
日、
年
二
〇
時
間
婦

人
の
食
生
活
と
健
康、
被
服
整
理、
婦
人
に
関
す
る
保
護
法
な
ど
の
学
習
を
す

る
。

5)
滝
川
市
福
寿
大
学
高
年
齢
者
自
身
が
老
年
期
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
的
教

養
を
つ
け
、
生
き
甲
斐
の
あ
る
生
涯
を
全
う
す
る
た
め
学
習
す
る
と
と
も
に、

人
間
関
係
を
深
め、
老
人
福
祉
の
向
上
にも
資
す
る
よ
う、
市
内
の
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
及
び
市
内
在
住
の
六
五
歳
以
上
の
一
般
老
人
に
、
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し

い
社
会
的
能
力
の
開
発、
若
い
世
代
の
理
解、
健
康
の
推
持
管
理、
余
暇
利
用

に
必
要
な
知
識
・
技
能
と
そ
の
実
践、
社
会
奉
仕、
そ
の
他
体
育
及
び
レ
ク
リ

ヨ
エー
シ
ョン
など
の
分
野
を
、
修
業
年
限
一
ヵ
年
と
し
学
習
す
る
。

ー
以
上
は
国
費
補
助
学
級
で
あ
る
ー

(6)
市
民
講
座

一五
歳
以
上
(高校

生
を除く)

の
滝
川
市
民
に、
そ
の
生
活

に
生
き
が
いと
は
り、
そ
し
て
心
に
う
る
お
い
を
与
え
、
趣
味
を
身
に
つ
け
教

養
を
高
め、
余
暇
の
善
用
を
図
り、
人
間
関
係
を
深
め
よ
う
と
、
七
宝
焼、
社

交
ダ
ン
ス、
古
典
文
学、
藤
工
芸
、
木
彫
、
油
絵、
書
道、
皮
工
芸
、
木
目
込

人
形、
アー
ト
フラ
ワ
ー
、
ペ
ン
習
字、
料
理、
囲
碁、
家
庭
大
工
な
ど
の
講

座
を
設
定
す
る
市
の
単
独
事
業
で
あ
る
。

に
移
動
市
民
講
座
街
の
中
心
か
ら
遠
隔
の
地
に
あ
る
市
民
に、
教
養
・
生

活
技
術
・
親
子
創
作
工
芸
な
ど
の
学
習
機
会
を
つ
く
る
た
め、
六
月
よ
り
十
月

ま
で
市
内
五
地
区
で、
家
庭
教
育
の
あ
り
方、
衛
生
指
導、
よ
い
読
書
環
境、
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親
子
で
創
作
す
る
工
作
・
標
本
な
ど
の
学
習
を
す
る、
親
子
を
一
組
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

18)
青
年
教
室
農
村
地
域
の
青
年
に
、
継
続
し
て
集
団
学
習
の
機
会
を
つ
く

り
、
地
域
づく
り
の
資
質
を
養
う
た
め、
一月
か
ら
二
月
に
か
け
て、
団
体
運

営
レ
クリ
ー
ダ
ー
の
心
得
と
技
術、
体
育
実
技
な
ど
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

ー
以
上
の
・
8
は
社
会
教
育
課
に
よ
り
運
営
ー

()
市
民
文
化
祭
一
般
市
民、
文
化
団
体
会
員
を
対
象
と
し
、
滝
川
会
場、

江
部
乙
会
場
を
中
心
と
し
て、
芸
能
及
び
展
示
発
表
を
行
う
も
の
で
、
十
一
月

三
日、
滝
川
会
場
で
各
種
文
化
賞
の
表
彰
を
し
て
い
る
。

(10
そ
の
他
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
年二
回、
婦
人
団
体
リ
ー
ダー

研
修
会、
成
人
該
当
者
を
対
象
と
す
る
一
月
十
五
日
の
式
典
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
を
し
て
い
る
。

盛
ん
な
社
会
教
育
活
動

現
在、
滝
川
市
内
に
は
高
齢
者
学
級
(福寿

大学)、
乳
幼
児
教
育
学
級、
農
業

学
園
・
商
工
学
園、
婦
人
学
級、
家
庭
教
育
学
級、
市
民
講
座
な
ど
が
あ
り、

各
学
級
や
講
座
は
受
講
生
も
多
く、
文
化
活
動
盛
ん
な
街
を
表
現
し、
参
加
す

る
市
民
層
も
一
八
歳
か
ら
八
〇
歳
ぐ
ら
い
ま
で
と
、
そ
の
幅も
広
く
受
講
者
数

も
多
く、
関
心
の
度
も
高
く、
ま
た
継
続
的
な
意
欲
に
燃
え
て
い
る
。
市
民
講

座
で
人
気
の
あ
っ
た
の
は
ダ
ン
ス
教
室
、
今
で
は
社
交
ダン
ス
と
し
て
盛
ん
で

あ
る
。

ま
た
着
付
け、
料
理
な
ど
ほ
か
の
教
室
も
三
十
代
か
ら
五
十
代
の
主
婦
を

中
心
に
上
の々
人
気
。
乳
幼
児
教
育
学
級
は
二
十
代
か
ら三
十
代
前
半
の
若
い

母
親
が
育
児
法
や
躾
な
ど
活
発
な
学
習
が
続
き、
愛
情
の
ま
な
ざ
し
は、
育
児

第
二
章
社
会
教
育

の
希
望
と
責
務
に
輝
く、
こ
の
よ
う
に
盛
ん
な
社
会
教
育
活
動
も、
そ
の
ほと

ん
ど
が
昼
間
の
開
講
が
多
く、
勤
め
人
や
男
性
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
。

し
た
が
っ
て
今
後
時
間
帯
の
検
討、
講
座
の
内
容
も
考
え
、
生
涯
教
育
に
結

び
つ
き
、
期
待
を
も
ち、
魅
力
あ
る
も
の
へ
の
充
実
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

今
ま
で
に
実
施
し
て
い
る
市
民
講
座
名
を
あ
げ
る
と、
フラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ン、
人
形、
や
き
も
の、
き
も
の
着
付、
料
理、
舞
踊、
ダ
ン
ス、
俳
句、
洋

裁
、
版
画、
編
み
も
の
、
油
絵、
民
謡、
手
あ
み
、
読
書、
ペ
ン
習
字、
毛
筆

習
字、
合
唱、
英
会
話、
婦
人
教
養、
社
交
ダン
ス、
郷
土
史、
文
学、
書

道
、
七
宝
焼
き、
アー
ト
フラ
ワー
、
皮
工
芸
、
文
化
刺
し
ゅ
う、

古
典
文

学
、
藤
工
芸、
囲
碁、
家
庭
大
工
、
エレ
クト
ロニ
クス
等
と
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。

今
後
、
さ
ら
に
発
展
拡
充
す
る
た
め
に
も
、
求
め
る
学
習
か
ら
自
立
す
る
学

習
も
必
要
で
あ
ろ
う
し
、
学
ん
だ
喜
び
を
よ
り
多
く
の
人
に
お
し
及
ぼ
す
輪
の

拡
大
と
活
動、
社
会
施
設
へ
の
集
合
と
、
地
域・
茶
の
間
への
分
散
も
あ
っ
て

よ
い
の
で
は
な
い
か、
要
は
自己
の
生
涯
を
有
意
義
なも
の
た
ら
し
め
る
こ
と

に
尽
き
る
。
文
化
の
香
り
高
い
滝
川
市
を
目
指
す
こ
と
が、
市
民
の
願
い
で
あ

る
。婦
人
学
級

な
お、
学
級
の
主
な
歩
み
を
次
に
挙
げ
て
お
く
。

婦
人
が
自
主
的
な
意
識
と
態
度
を
も
っ
て、
日
々
の
生
活

を
営
む
こと
は
、
単
に
婦
人
の
幸
せ
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
家
庭、
職
場、

社
会
全
般
の
進
歩
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
、
社
会
の
進
歩
に
伴
い
婦
人
の
地

位
向
上
を
め
ざ
し、
修
養
研
鑽
の
場
と
し
、
滝
川
町
で
婦
人
講
座
を
も
ち
、
講

演
会、
講
習
会
を
開
い
た
の
は
昭
和三
十
年
から
で、
市
教
育
委
員
会
主
催
に
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第
九
編
教

育 育

婦 人 学 級

乳幼児教育学級

よ
る
第
一
回
婦
人
学
級
の
開
設
は
昭
和
三
十
五
年
で、

「こ
ば
と
保
育
園」
を

会
場
と
し
て
行
っ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

そ
れ
以
後、
月
一
回
程
度
で
実
施
し
て
き
た
が、
コ
ー
ス
別
学
級
の
設
定
や

家
庭
教
育
学
級
の
設
置
も
あ
り、

一時
中
だ
る
み
の
状
態
も
あ
った
が、
昭
和

四
十
六
年
婦
人
学
級
一
学
級
と
し
、
毎
月
随
時
開
い
て
現
在
に
及
ん
で
い
る。

乳
幼
児
教
育
学
級

昭
和
五
十
年
か
ら
二
学
級
を
設
置、
未
来
に
生
き
る

子
供
の
家
庭
教
育
を
考
え
る
の
に
役
立
ち
、
母
親
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
。

福
寿
大
学

昭
和
四
十
八
年、
老
人
大
学
二
学
級
と
し
て
設
置。同

四
十

九
年、
五
十
年
に
は
高
齢
者
学
級と
い
い、
昭
和
五
十
一年
よ
り
福
寿
大
学
と

よ
ん
で
い
る
。
昭
和
五
十
三
年
度
開
設
要
項
を
見
る
と
「
高
齢
者
自
身
が
老
年

期
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
的
教
養
を
つ
け、
世
代
間
の
隔
絶
の
幅
を
な
く
し
、
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
す
る
た
め
学
習
を
深
め
る
」
を
目
的
に、
滝
川
市
内
に

福 寿 大学

市 民講座

居
住
す
る
六
〇
歳
以
上
の
老
人
で
通
学
に
耐
え
得
る
健
康
状
態
に
あ
る
者
を
対

象
に、
西
分
校、
明
神
分
校、
江
部
乙
分
校
で
開
設
し
、
福
寿
大
学
五
年
目、

六
年
目
の
学
生
に
対
し
て
は
郷
土
史
講
座、
陶
芸
講
座
を
設
置
し、
六
年
目
修

了
者
に
は
博
士
号
を
贈
る
こと
に
な
っ
て
お
り、
四
年
間
の
修
了
生
に
は
卒
業

証
書
が
授
与
さ
れ
る
。

市
民
講
座

昭
和
四
十
八
年
開
設
以
来、
年
度
に
よ
り
講
座
数
の
多
少

は
あ
っ
た
が、
平
均
一
講
座
二
〇
～
三
〇
人
の
参
加
が
あ
り
、
内
容
も
豊
富

で、
初
年
度
を
除
き
、
年
間
二
〇
〇
～
二
五
〇
回
開
か
れ、
好
評
で
あ
る
。

社
会
体
育
事
業

(1)少
年
野
球
大
会
市
内
小
・
中
学
校
児
童
・生
徒
の
対
抗
試
合
で
、
子
ど
も
の
日
に
ち

な
ん
で
五
月
に
開
催
し
て
い
る
。

(2)
市
民
体
育
祭
小
・
中
・
高
校
生
及
び
一
般
を
対
象
、
家
族
そ
ろ
っ
て
参
加
で
き
る
レ

ク
リ
エー
シ
ョ
ン
種
目
、
自
己
の
記
録
に
挑
戦
す
る
種
目
が
あ
り
記
録
証
の
交
付
が
あ

446



る
。

(3)
市
民
卓
球
大
会
小
・
中
学
生
及
び
一
般
が
参
加す
る
。

(4)市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
小
学
生
・
中
学
生
・
一般
男
女
混
合
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

(5)
市
民
登
山
会
高
校
生
及び
一
般
を
対
象
と
す
る
。

(6)
全
空
知
駅
伝
大
会
全
空
知
の
高
校
及
び
一
般
を
対
象
に、
滝
川
～
新
十
津
川
～
砂
川

～
歌
志
内
～
赤
平
～
滝
川
約
五〇
キ
ロ
メー
ト
ル
で
あ
る
。

一
般
市
民
で
年
齢
合
計が
三
〇
〇
歳
に
な
る、
九
人

(7)
三〇
〇
歳
バ
レー
ボ
ー
ル
大会

制
の
バ
レ
ー
ボー
ル
大
会
で
あ
る
。

(8)
市
民
バ
レー
ボ
ー
ル
大
会
中
学
・
高
校
・
一
般
を
対
象
と
す
る
。

()
秋
期
少
年
野
球
大
会
市
内
小
学
生
の
対
抗
試
合
で
あ
る
。

(0)
市
民
体
力
診
断
体
育
の
日
を
記
念
し
、
小
・中
・高
校
生
及
び
一
般
に
体
力
診
断テ

ス
ト
を
行
う
。

(1)
市
民
ス
キー
大
会
小
・
中
・
高
校
生
及
び
一
般
を
対
象
と
し
、
回
転
・
距
離
・
飛

躍
・
低
学
年
親
子
レ
ク
種
目
を
行
う。

14
学
校
施
設
開
放
事
業
五月
か
ら
十
月
ま
で
市
内
五
校
を
開
放
し
て
い
る。

19
道
民ス
ポ
ー
ツ
空
知大
会
バス
ケ
ッ
トボ
ー
ル、
バ
レー
ボ
ー
ル、
卓
球、
柔
道、

剣
道、
陸
上
競
技、
野
球、
ス
キ
ー
、
庭
球
が
あ
る
。

14
滝
川
市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
婦
人
体
操
教
室
、
婦
人
水
泳
教
室
、
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室
、
女
性
ス
キー
教
室、
婦
人
歩
く
教
室
、
婦
人
美
容
体
操
教
室
な
ど
の
婦
人
向
き
教

室
の
設
定
を
は
じ
め、
スポ
ー
ツ
少
年
団
スポ
ー
ツ
教
室、
巡
回
小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
教

室
、
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
、
小
学
生
ス
キー
教
室
、
ス
ケー
ト
教
室
、
ト
リ
ム

体
操
教
室、
母
子
卓
球
教
室、
卓
球
教
室
、
歩
く
ス
キー
教
室、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

が
、
そ
れ
ぞ
れ
期
間、
曜
日、
定
員、
場
所
を
定
め
開
か
れ
て
い
る
。

<
昭
和
五
四
年
度
滝
川
市
の
社
会
教
育>

第
三
節

社
会
教
育
施
設
の
充
実

児
童
会
館

こ
れ
は、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る

ほ
か
広
く
社
会
福
祉
的
な
施
設
と
し
て
の
役
割
を
も
った
総
合
的
な
福
祉
セン

タ
ー
と
し
て
活
用
す
る
も
の
と
し
て
、
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
十
四
日
に、
建

設
工
事
に
着
工
(総
額三
五八
万
円)、

同
年
七
月
五
日
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

建
設
場
所
は、
明
神
町
児
童
公
園
の
南
隣
り、
公
益
質
屋
の
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
、
木
造
モ
ル
タ
ル
塗
り、

一部
二
階
建
て
(延べ
四三
四・
一
六平
方
メ
ー
ト
ル)

の
規
模
で、
各
階
の
内
訳
は
一
階
(二
九二
平
方
メー
ト
ル)
体
育
ホ
ー
ル、
事
務

室
、
会
議
室
な
ど
、
二階

(一
四
三
平
方
メー
ト
ル)
図
書
室
、
会
議
室
、
和
室
な

ど
と
な
っ
て
い
た
。

特
に、
体
育
ホ
ー
ル
は、
室
内
スポ
ー
ツ
を
考
え
て
一
四三
平
方
メ
ー
ト
ル

の
広
さ
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ホー
ル
を
中
心
に、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
青
少

年
の
健
全
な
育
成
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し、
そ
の
後、
建
物の
老
朽
化
と
利
用
者
の
増
加
に
伴
っ
て
、
昭
和
四

十
九
年
九
月
に
は、
旧
市
民
会
館
に
移
転
し
、
旧
児
童
会
館
と
な
っ
た
こ
の
建

物
は
取
り
こ
わ
さ
れ、
広
域
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
建

設
さ
れ
た
。

児
童

館
建
全
な
児
童
を
育
成
す
る
た
め
に
は、
地
域
に
お
け
る
児

童
の
生
活
環
境
や
施
設
な
ど
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

社
会
教
育
の
一
環
と
し
て、
児
童
に
豊
か
な
情
操
と
創
造
性
を
見
い
だ
すべ

く、
魅
力
あ
る
児
童
館
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
運
営
さ
れ
て
い
る
。

滝
川
市
児
童
会
館
(滝川

市
緑
町二
丁
目二
一‒一)

昭
和三
七・
七・
一開設

社
会
教
育
を
振
興
し
、
児
童
福
祉、
社
会
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め、
昭
和

三
十
七
年
七
月
から
設
置
さ
れ
た
児
童
会
館
は、
当
初
明
神
町
の
「
こ
ば
と
保

育
園
」
と
隣
接
し
て
い
た
が、
建
物
の
老
朽
化
と
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
、
手
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旧児童会館 (明神町)滝川市児童会館 (旧滝川市民会館)

泉町児童館 児童公園

狭
と
な
っ
た
た
め、
四
十
九
年
九
月
に
旧
市
民
会
館
に
移
転
し
た
も
の
で
あ

る
。元
滝
川
町
民
(市
民)
会
館
は、
市
民
の
た
め
に
実
生
活
に
即
す
る
各
種
事

業
を
行
い、
も
っ
て
教
育
の
向
上、
情
操
の
純
化
を
図
り、
生
活
文
化
の
振
興

社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
、
併
せ
て
市
の
集
会
等
の
用
に
供
す
る
た
め
に、

昭
和
三
十
一
年
九
月
十
七
日
着
工
、
木
造
モ
ル
タ
ル
一
部
二
階
建
て、
面
積
六

八
四
・二
四
平
方
メー
ト
ル、
工
事
費
一、

一三
七
万
円、
付
帯
施
設
等
八
九

万
五、
八〇
〇
円、
総
額
一、
二二
六
万
五
、
八
〇
〇
円
で、
三
十二
年
十二

月
十
八
日
竣
工
し
た
も
の
で
あ
る
。

泉
町
児
童
館
(滝
川
市
泉
町二
丁
目
九‒
五)
昭
和三
九・
一二
・
一
開
設

木
造
モ
ル
タ
ル二
階
建
の
二
階
を
使
用、
面
積
一〇
八
・
九〇
平
方
メ
ー
ト

ル、
一階
は
保
育
所
及
び
駐
在
員
事
務
所
で
使
用
し
て
い
る
。

江
部
乙
児
童
館
(滝川
市江
部乙
町
西
一二
丁
目)
昭
和
四三
・
一一・

一開
設

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
児
童
厚
生
施
設
と
し
て、
江
部乙
町
児
童
館
が
体
育

館
の
西
側
に
建
設
さ
れ、
児
童
の
健
全
な
遊
び
場
と
し
て、
学
校
放
課
後
又
は

休
日
の
利
用
並
び
に
子
供
会
等
児
童
グ
ルー
プ
の
育
成
指
導、
そ
の
他
季
節
保

育
所
な
ど
、
児
童
の
福
祉
に
関
連
す
る
諸
行
事
を
行
う
も
の
で、
常
に
児
童
の

利
用
の
た
め
開
放
さ
れ
る
も
の
と
し
、
昭
和
四
十
三
年
七
月
十
日
着
工、
総
額

五
〇
五
万
二
、
〇〇
〇
円、
木
造
モ
ル
タ
ル
一
部二
階、
延
面
積
二
〇
五
・

三
四
平
方
メー
ト
ルが、

同
年
九
月
三
十
日
完
成
し
、
十
二
月
一
日
開
館
し

た
。

朝
日
町
児
童
館
(滝川

市
朝日
町
東二
丁
目二
十‒四)

昭
和
五三
・
八
・
一開
設

市
内
朝
日
町
の
旧
青
年
研
修
所
を、
六
四
二
万
円
で
改
造
し
た
木
造
モ
ル
タ

•
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ル
二
階
建、
延
べ
四二
三
・七二

平
方
メ
ー
ト
ル
で、一

階
は
遊
戯
室
(体育館)

事
務
室、
器
材
室、
二
階
は
遊
戯
室
二
室
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
開
館
は
午
後

一
時
か
ら
五
時
ま
で
で
あ
る
。

北
滝
の
川
児
童
館
(
滝
川
市
北
滝
の
川
九
七
一
ー
一)
昭
和
五
四
・
四
・
一
開
設

滝
川
市
児
童
厚
生
体
育
施
設
と
し
て、
地
域
児
童
の
体
育
の
向
上
と
健
全
育

成
を
図
る
と
と
も
に、
住
民
自
治
活
動
等
積
極
的
に
参
加
す
る
対
話
の
場
と
し
、

幸
せ
と
福
祉
向
上
に
役
立
て
よ
う
と
、
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て、
面
積三
七
五
・

四
六
五
平
方
メー
ト
ル、
建
設
工
事
費二
、
九
二
八
万
円
(防
衛庁
施
設
補
助
一、

九
六〇
万円)

で
昭
和
五
十
年
三
月
竣
工
。
昭
和
五
十
三
年
度
以
降
は
児
童
館
と

し
て
も
利
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

滝
川
市
自
然
の
家
(滝
川
市
江
部
乙
町
四、
〇
二
九
番
地)

青
少
年
に
活
動
の
場
を
与
え
、
健
全
な
環
境
の
中
で
心
身
の
向
上
を
図
る
た

め
に、
昭
和
五
十
二
年
八
月
四
日
着
工
、
同
年
十
月
三
十
日
竣
工
、
鉄
骨
造
り

平
屋
建
面
積
一
九
九
・
七
九
平
方
メ
ー
ト
ル、
総
工
費
一、
九
〇
〇
万
円
で
十

一
月
十
三
日、
旭
沢
集
会
所
が
開
所
さ
れ
た
。

こ
の
施
設
は
旧
旭
沢
小
学
校
を
利
用し
て
開
設
さ
れ
た
が、
老
朽
化
し
た
の

で、
五十
二
年
新
築
さ
れ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た。

江
部
乙
町
市
街
地
よ
り
道
江々
部
乙、
赤
平
線
で
約
六
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

入
っ
た
所
に
あ
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
市
営
放
牧
場
展
望
台
の
眺
め

は
ま
た
格
別
な
趣
き
を
添
え
赤
平
線
を
経
て
滝
川
畜
産
試
験
場
へ、
冬
は
丸
加

山
に
歩
く
ス
キ
ー
を
楽
し
む
な
ど
、
四
季
を
通
じ
て
青
少
年
、
一般
に
親
し
ま

れ
、
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
、
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン、
研
修
会
、
オ

北滝の川児童館 江部乙児童館

朝日町児童館滝川市自然の家
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リ
エン
テ
ー
リ
ン
グ
、
キ
ャン
プ
、
林
間
学
校
、
歩
く
ス
キ
ー
、
親
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
な
ど
に
利
用、
そ
の
数
も
昭
和
五
十
三
年
は二
、
四
六
五
名
で
あ

る
。な
お、
自
然
の
家
前
庭
に
あ
る
滝
川
の
若
者
グ
ルー
プ
製
作
に
よ
る、
直
径

六
メ
ー
ト
ル
の
ジ
ャン
ボ
日
時
計
は、
キ
ャン
プ
の
子
ら
に
大
好
評
で
あ
り
、

若
者
の
善
意
の
結
集
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
。

歩
く
ス
キ
ー

昭
和
五
十
三
年二
月
十
六
日、
滝
川
市
江
部乙
町
旭
沢
で
、

三笠
宮
寛
仁
殿
下
を
お
迎
え
し
、
零
下
二
七
度
の
厳
寒
に
も
め
げ
ず
、
銀
世
界

の
台
地
を
自
然
の
雄
大
さ
、
そ
し
て
雪
国
に
住
む
楽
し
さ
を
確
か
め
る
か
の
よ

う
に、
ス
キー
で
滑
走
し
冬
の
生
活
を
創
造
的
な
も
の
に
し
よ
う
と
、
市
内
青

少
年
団
体
等
が
主
催
し
て
「
歩
く
ス
キー
の
集
い
と
雪
に
親
し
む
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
開
か
れ
た
。

第
二
回
と
し
て、
昭
和
五
十
四
年三
月
四
日、
前
年
同
様
三
笠
宮
殿
下
を
お

迎
え
し
、
第
一
会
場
「
歩
く
ス
キー
」
を
旭
沢
自
然
の
家
特
設
コー
ス
で、
第

二
会
場
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
滝
川
市
総
合
福
祉
セ
ン
ター
集
会
室
に
て
開
か

れ、
約
百
八
十
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

・
雪
に
と
ざ
さ
れ
が
ち
な
冬
の
生
活
を
親
し
み、
寒
さ
の
中
で
心
身
を
鍛
え
る

こ
と
が、
北
国
に
住
む
私
ど
も
に
と
っ
て、
ま
こ
と
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

道
内
各
地
で
は、
「雪
祭
り
」「
氷
祭
り
」
「氷
雪
祭
り
」等
の
行
事
も
盛
ん

で
、
ス
キー
、
ス
ケー
ト
な
ど
は
そ
の
用
具、
服
装
が
派
手
で
美
を
誇
っ
て
い

る
感
が
深
く
、
歩
く
よ
り
滑
降
す
る
と
い
っ
た
ス
キー
、
登
る
こ
と
の
少
な

い
ス
キ
ー
と
な
り、
克
服
す
る
よ
り
エ
ンジ
ョ
イ
化
し
た
姿
が
み
ら
れ
る
。

ス
キ
ー
は
こ
の
二
十
数
年
間
で
急
速
に
発
達、
ス
キー
熱
も
高
ま
り、

ス
キ

昭和53・54年
「歩くスキー」三笠宮殿下御来市
「銀世界の台地、自然の美しさ雄大さそして
雪国に住む楽しさを確めるようにスキーで滑
り快い汗を流される」

ー
場
も
豪
華
に
な
り
雑
踏
を
感
じ
さ
せ、
滑
る
人
も
技
術
の
み
を
追
求、
ひ
た

す
ら
カ
ッ
コ
良
さ、
服
装
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
競
う
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

歩
く
ス
キー
は
だ
れ
で
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て、
そ
の

醍
醐
味
を
味
わ
い
雪
に
お
お
わ
れ
た
大
自
然
の
ふ
と
こ
ろ
に
抱
れて
マ
イ
ペ
ー

ス
で
歩
き、
時
に
は
登
り
時
に
は
降
る
な
ど
、
心
の
ゆ
と
り
を
持
ち
な
が
ら
爽

快
そ
の
も
の
の
冬
の
体
力
づ
く
り
に、
歩
く
ス
キ
ー
こ
そ
最
適
の
も
の
で
あ

る
。す
べ
て
の、

ス
キー
ヤー
に
と
っ
て
大
自
然
の
中
の
ス
キ
ー
は、
ふ
る
さ
と

で
あ
り
ス
キ
ー
原
点
で
あ
る
。
冬
の
楽
し
さ
の
再
発
見
を
目
指
し、
そ
の
拡
大

を
図
る
た
め
「
歩
く
ス
キ
ー
」
の
定
着
化
こ
そ
必
要
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い。

滝
川
市
江
部
乙
公
民
館

(滝川
市
江
部乙
町
西
十二
丁
目三
十‒七)

昭
和
四
六
・
四
・
一開
館

沿
革
の
概
要
従
来
江
部
乙
町
に
は
公
共
施
設
で
各
種
会
合
に
使
用
で
き
る

建
物
と
し
て
は、
明
治
四
十
四
年
に
建
築
さ
れ
た
木
造
平
屋
建
(五〇
坪)
の
公
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会
堂
が、
た
だ
一
つあ
る
だ
け
で、
町
民
の
各
種
集
会
はも
ち
ろ
ん、
町
議
会

議
事
堂
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
き
た
が、
会
議
室
は
僅
か三
五
坪
と
い
う
狭
溢

の
た
め
少
人
数
し
か
収
容
で
き
ず
、
一〇
〇
人
以
上
の
場
合
は
学
校
の
施
設
を

利
用
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
町
民
の
不
便
も
多
か
っ
た
。

特
に、
昭
和
二
十
四
年
社
会
教
育
法
が
公
布
施
行
さ
れ、
社
会
教
育
が
学
校

教
育
と
な
ら
ん
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ップ
さ
れ
る
に
至
り
、
一般
町
民
教
育
の
場
と

な
る
公
民
館
の
必
要
が
認
識
さ
れ、
昭
和
二
十
七
年
ご
ろ
よ
り
こ
の
建
設
の
声

が
起
こ
り
、
公
民
館
建
設
の
陳
情
と
な
り、
町
理
事
者
並
び
に
町
議
会
で
も
本

問
題
を
採
り
あ
げ
検
討
の
段
階
に
進
展
し
た
が、
昭
和三
十
年
よ
り
財
政
再
建

整
備
団
体
と
し
て
指
定
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
建
設
を
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
実

情
と
な
っ
た
。

幸
い
に
し
て
三
十
六
年
度
に
は
起
債
の
償
還
を
終
わ
り、
そ
の
指
定
が
解
か

れ、
町
民
多
年
の
願
望
で
あ
っ
た
役
場
庁
舎
の
全
面
改
築
並
び
に
公
民
館
の
建

設
と
な
り
、
二
ヵ
年
継
続
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

名
称
に
つ
い
て
最
初
は
公
民
館
と
し
て
建
設
を
計
画
し
た
の
で
あ
る
が、
補

助、
起
債
等
の
関
係
で
二
転
三
転
し
最
終
的
に
は、
江
部
乙
町
体
育
館
と
い
う

名
称
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
が、
内
容
は
公
民
館
活
動
が
で
き
る
構
造
で
建

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
七
年
十
月
十
日
着
工
、
木
造
モ
ル
タ
ル二
階
建
て、
屋
根
亜
鉛
板

ぶ
き、
総
坪
数二
九
〇
、
所
要
経
費
一、
三二
五
万
円、
付
帯
工
事
費
四
四
万

三
、
〇
〇
〇
円
、
内
部
備
品
費二
一
一万
円
で
同
年
十
二
月
三
十
日
ま
で
に

は
、
外
装
工
事
の
一
部
を
除
い
て
完
了
、
翌
年
一
月
十
六
日
よ
り
町
民
に
使
用

を
開
放、
こ
こ
に
町
民
多
年
の
宿
願
が
達
せ
ら
れ、
発
足
す
る
に
至
っ
た。

第
二
章
社
会
教
育

昭
和
四
十
六
年
四
月、
滝
川
市
江
部
乙
公
民
館
と
し
発
足、
公
民
館、
市
民

講
座
の
主
な
事
業
は、
幼
児
学
級、
着
物
着
付、
料
理、
詩
吟、
民
謡、
現
代

舞
踊、
ひ
ろ
ば
会、
書
道、
絵
画、
剣
道、
そ
の
他
で、
滝
青
協、
婦
人
会、

農
協
婦
人
部
等
の
会
議
な
ど
に
も
使
用。
社
会
教
育
団
体、
社
会
福
祉
団
体
の

使
用
は
室
料
無
料
で、
有
料、
無
料
を
含
め
五
十
三
年
度
は
一万
八
、
三
五
三

名
が
利
用
し
て
い
る
。

滝
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー
(滝川

市
新
町三
丁
目
六
ー
四
四)

滝
川
市
民
各
層
か
ら
の
要
望
が
高
ま
り、
昭
和
四
十
一
年
七
月
十
一
日、
文

化
セン
ター
建
設
審
議
会
が、
委
員
二
五
名
に
よ
り
発
足
し、
設
置
の
構
想
を

検
討
し、
財
源
確
保
に
つ
い
て
も
有
志
の
協
力
運
動
が
推
進
さ
れ、
市
民
が
長

年
待
望
し
て
い
た
文
化
セン
ター
を
、
新
町
市
営
球
場
跡
地
に
建
設
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

江部乙公民館

滝川市文化センター
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計
・一
般
会
費

第
九
編
教

育

市
民
の
文
化
水
準
の
向
上
を
図
る
た
め、
演
劇、
音
楽、
演
芸、
舞
踊、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョン、

講
演
会、
慰
安
会、
コン
クー
ル
な
ど
の
市
民
集
会、
文
化

学
術、
経
済
会
議
、
各
種
大
会、
式
典、
展
示
会
な
ど
の
文
化
活
動
に
活
用
す

る
多
目
的
ホー
ルで
、
昭
和
四
十
七
年
二
月
七
日
着
工、
鉄
骨
鉄
筋
コン
ク
リ

ー
ト
造
り、
敷
地
面
積
二
万
一、
二
九
七
・
八
三
平
方
メー
ト
ル、
建
築
面
積

二
、
五
九〇
・
〇
五
平
方
メ
ー
ト
ル、
延
べ
面
積
四、
三〇
一
・四
九
平
方
メ

ー
ト
ル、
建
設
費
四
億
四、
二
四
一
万
五
、
六
八
二
円
、
地
階
床
面
積
八
一
平

方
メー

ト
ル
(機
械
室)、

一階
床
面
積
二
、
三二
四
・
一
一平
方
メ
ー
ト
ル
(大

ホー
ル、
舞
台、
客
席、
楽
屋、
リ
ハ
ー
サ
ル
室、

ホ
ワ
イ
エ、
応
接
室
、
事
務
室、
小
会
議

室
、食
堂、ホー

ル、
ロビ
ー、
パン
ト
リー、

売店、
電
気室、ボイ

ラー
室)、
二
階
床
面
積

一
、
二
一四
・
一九
平
方
メ
ー
ト
ル
(客
席、
中
会
議
室、
結
婚式
場
、
和
室
、
パ
ン
ト

リ
ー
、
展
示
ギ
ャラ
リ
ー
)、
三
階
床
面
積
七
八
二
・
一九
平
方
メ
ー
ト
ル
(調
光

室
、
放
送
室
、
小
ホ
ー
ル、
ク
ロー
ク、
パ
ン
トリ
ー、
ホ
ー
ル)
で
、
昭
和
四
十
八
年三

月
三
十
一
日
竣
工
、
同
年
六
月二
十
二
日
開
館
の
運
び
と
な
っ
た
。

建
築
工
事

備
品
購
入

用
地
購
入

設
計
そ
の
他
付
帯
工
事

二、
四八
七
万
九、
三
八
九
円

二三
〇
万
八、
九
六
八
円

一、
八〇
一
万
一、
八
五
五
円

四
二
二
、
四
一
五、
六
八二
円

五
、
七
四
九
、
〇
〇
〇
円

七
一、
○
四
九
、
五
八
九
円

一六
八、
一
一七、

〇
九三
円

一
七
五
、
C

)、
七、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

C
〇
〇
円

〇
円

会小大
ホ ホ

計 議
1 1

室 ル ル

一、
二
六
四

件九
六
六

一
七
四

一
二
四

二
、
一八
一

一、
七
二
九

二
四〇
二
二
二

回
金

務 栄 正

阪
本
水谷

五
一茂

武
田
セイ
・

岡
本
義
雄

文
化
セン
タ
ー
建設
審
議
会
委
員

昭
和
四
十
五
年
に
滝
川
市
開
基
八
十
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て、
この
記
念
事
業
と
し
て
文
化
セン
タ
ー
を
建
設
す

る
計
画
を
も
ち
、
市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
昭
和
四
十
一
年
に
本
審
議
会
を
設

置
す
る
こ
と
にし
た
。
同
年
六
月
二
十
四
日
規
則
を
公
布
し、
同
年
七
月
委
員

を
委
嘱、
慎
重
な
審
議
を
重
ね
青
年
体
育
セ
ン
タ
ー
及
び
文
化
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
答
申
を
行
っ
て
い
る
。

昭
和
四
十
一
年
七
月
十
一
日
委
嘱

岩
本
正
義
◎
吉
田
堅
治

古
館
上
野
秋
造 健一

関藤
竜
静

田
中
君
太
郎

勝
夫

林
石
黒
貞一・

武
田

武
幸

神
部

斉
藤
匡
倫
一
仔

社
内

宝
塚
義
信
智
昭
・

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
委
嘱

義
夫
・
中
村
正
男

水
谷
五
一

伊
藤
幸
夫
(四
四
・
三
・
一五
委
嘱)

田
中
正
雄

岸
大
野
義
輝・

籔
内
喆
夫
・
南

昭
和
四
十
四
年
七
月
十
一
日
委
嘱

草
浦
正
己

昭
和
四
十
六
年
八
月
十
日
委
嘱

田
中
君太
郎

高
原
利好
房
松

田
中
正
雄

今
野
正
義

寺
崎
政明

高
原
利
好

高
津
万
裕

白 山
水 本

中川

一二
、
二七
三
、
三
〇
一

五、
〇
〇
三
、
四
一二

一、
三
五
〇
、
一
五
七

五、
九
一
九、
七
三
二

額

利
用
状
況
(昭
和
五
三
年
度)
利
用
人
数
一
五
四、
二
七
三
人

北
山
季
武

森
田
光
雄

武
田
勝
夫
◎

早弓
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佐
藤
桂司

・
繰
入
金

・
寄
付
金

・
市
債

・
道
支
出
金

資
金
区
分

・
国
庫
支
出
金

一
五、
C

三
九、
七二
一
万
五、
四
七〇
円

寒
河
江
竜
蔵・

竹
村
直
三
・

中
島
正
雄
・
山
下
菊
太
郎
千
葉

ミ
ツ
・
畑中

智子
三
浦
光
正

阪
本

茂
中山

弘三
相
田
貞弘

中
山
吉
次

克
美・

西
村
ケイ
子



千
葉
武
幸

三
浦
光
正

(注
◎印
委員
長

文
化
体
育
施
設
運
営
委
員
会
委
員

市
の
文
化
体
育
施
設
で
あ
る
文
化
セン

タ
ー、
公
園、
青
年
体
育
セン
タ
ー、
プ
ー
ル、
ス
キー
場、
球
場
及
び
公
民

館
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め、
本
委
員
会
を
設
置
さ
れ、
市
長
の
諮
問
に
応

じ
、
ま
た
必
要
と
認
め
た
場
合
は
意
見
を
具
申
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
委
員
の
任
期
は
二
年
で
あ
る
。
会
長
武
田
勝
夫

昭
和
四
十
六
年
七
月
一
日
委
嘱

武
田
勝
夫

伊
藤
勝
治

宝
鏡
八
百
里

平
沢

日
野
勇

勇博

坂下
一
也

高
畑
良
助

林 中
島
広
保

ミ
ツ

田中
正
雄

神
部
富
美
子

中
山
弘
三

島
倉
敏
雄

渡
辺
恭
久

る
。

昭
和
五
十
一
年
四
月三
十
日
起
工、
同
年
九
月
三
十
日
竣
工
を
み
た
も
の
で
あ

経
過
・
沿
革
の
概
要
郷
土
資
料
の
収
集
展
示
は、
国
勢
の
回
復
に
伴
い
活

発
と
な
り、
各
地
で
企
画
・
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

江
部
乙
町
は
開
基
六
十
周
年
に
こ
れ
を
企
画
し
、
資
料
の
収
集
を
す
る
も
展

示
に
至ら
ず、
昭
和
四
十
年
に
町
史
蹟
保
存
会
の
活
動
に
よ
り、
公
民
館
に
郷

土
室
を
併
置、
屯
田
開
拓
以
後、
個
人
が
保
存
す
る
各
種
資
料
の
寄
付
な
ど
に

よ
り
多
数
展
示
さ
れ
た
。

滝
川
市
に
お
いて
も
、
市
民
有
志
の
熱
意
に
よ
り、
高
畑
利
宜
記
録
を
始

め、
貴
重
な
開
拓
先
人
の
遺
物
を
収
集
し
、
昭
和
四
十
八
年
市
立
図
書
館
に
郷

土
資
料
室
を
設
置
し
て
展
示
し
た
が、
ま
だ
収
集
さ
れ
て
い
な
い
価
値
あ
る
資

料
の
多
数
あ
る
こ
と
か
ら、
永
久
保
存
を
図
り、
後
世
に
継
承
す
る
こ
と
を
願

い、
広
く
市
民
の
協
力
を
得
て、
郷
土

館
を
建
設、
江
部
乙
郷
土
室
展
示
品

や、
新
た
に
市
民
の
献
品
に
よ
る
資
料

を
整
え、
展
示
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。

郷 土 館

こ
の
郷
土
館
は、
滝
川
市
の
歴
史
を

た
ず
ね、
現
在
を
考
え、
市
民
の
明

日
へ
の
創
造
に
役
立
た
せ
よ
う
と
す
る

も
の
で、
子
供
は
父
母
に
問
い
か
け、

父
母
は
子
供
に
語
り
か
け
る
場
で
あ
る

と
と
も
に、
郷
土
の
学
習
を
深
め
る
学

第
二
章
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真
田
和
子

高
橋
芳
枝

相
田
貞
弘

鈴
木
英
市

西
村
ケ
イ
子

川
島

泰

•

・
印
は中
途退
任
者)

佐
木々一
郎

荒
川
春
雄

山
本
正
信

日
野

博
田
中
正
雄

中
島
広
保

千
葉

島
倉
敏
雄

武
幸

昭
和
五
十
年
委
嘱

勇
武
田
勝
夫

日
野

河内
昭
和
五
十
三
年
五
月
一
日
委
嘱

田
中
金
子
重
男洋

細
田
恵
美
子

菅
原
真
理
子

滝
川
市
郷
土
館
(滝
川
市
新
町三
丁
目
八
一‒二
〇
)
昭
和
五二
・
六
・
一
開
館

郷
土
の
発
展
に
貢
献
し
た
先
人
の
足
跡
を
し
の
び、
郷
土
文
化
の
遺
産
を
理

解
し
、
す
ぐ
れ
た
伝
統
の
継
承
と
市
民
の
教
育
文
化
の
発
展
を
図
ろ
う
と
、
昭

和
五
十
年
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で、
市
民
の
善
意
と
愛
郷
の
精
神
に
よ
っ
て、

山
本
文
子

武
田
勝
夫

花
摘
誠
吉

平
沢

中
島
広保

中
山
弘三

博

誠
吉

一
也

千
葉
武
幸

花摘
平
沢

勇
武
田
勝
夫

坂下 日
野

博
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
一
日
委
嘱

千
葉
武
幸

花
摘
誠
吉

高
畑
良
助

伊
藤

田
中
正
雄

中
山
弘三
勝
治

田
中
正
雄

中
村
正
雄

菊
代

伊藤
勝
治

中
西
重
雄

高
畑
良
助

神
部
富
美
子

中島
広
保

加
藤

島
倉
敏
雄

宝
鏡八
百
里実

中
山
弘
三

深
田
正
雄

岩
本
正
義
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第
九
編
教

校
教育
の
延
長
で
も
あ
り、
社
会
の
教
養
を
た
か
め
る
場
で
も
あ
る
。

そ
の
た
め
にも
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
と
悪
条
件
を
克
服
し、
開
発
の
た
め
努
力

さ
れ
た
人
々
の
労
苦
と
偉
業
を
し
の
び
、
滝
川
市
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
の
移
り

変
わ
り
を
後
世
に
伝
え
る
た
め、
今
後
も
常
に
文
化
遺
産
の
収
集、
展
示
、
保

存
を
続
け、

一層
そ
の
内
容
の
充
実
を
は
か
り、
市
民
と
共
に
歩
み、
よ
り
良

き
郷
土
の
建
設
に
役
立
た
ね
ば
な
ら
な
い。

坪
谷
六
郎

郷
土
館
開
設
準
備
室
指
導
員
(昭
和
五
十
一
年
十
一
月
一
日
委
嘱)

田
中
三郎

土
井
恒
隆

建
設
規
模
鉄
骨
造り
二
階
建、
一階
四
四
五
・
三
九
五
平
方
メ
ー
ト
ル、
二
階
四〇
一
・

中
野
尚
幸

六
七
九
平
方
メ
ー
ト
ル、
計
八
四
七
・
〇
七
四
平
方
メ
ー
ト
ル

総
事
業
費
一億
四、
〇
三
〇
万
円

財
源
道
補
助
金二
、
〇
〇
〇
万
円

一
般
財
源
六
、
七
六〇
万
円
(寄
付
金
を
含
む)

人
間
の
生
活
資
料
。

く
な
ど
の
資
料
。

一
階
展
示

1)た
き
か
わ
の
自
然
開
拓
が
始
ま
る
ま
で
の
滝
川
の
自
然
と

2
奥
地
へ
の
道
石
狩
川
の
探
検
や
上
川
道
路
の
開
さ

3
開
拓
者
た
ち
き
び
し
い
自
然
と
た
た
か
っ
た
開
拓
者

達
の
遺
品
や
牧
畜
、果
樹
な
ど
に
関
す
る
資
料
。
(4)市
街
地
の
形
成
空
知
太

(滝川)
市
街
地と
兵
村
番
外
地
の
繁
盛
の
よ
う
す
を
知
る
資
料
。
5)発

達
す

る
た
き
か
わ
交
通
、
防
災
、
商
工
業
な
ど
大
正
期
か
ら
戦
時
中
ま
で
の
全
般

に
わ
た
る
資
料。

(6)苦
難
から
躍
動
へ
苦
し
か
っ
た
戦
後
の
生
活
や、
躍

新
へ
の
努
力、
輝
か
し
い
未
来
の
姿
を
表
わ
す
資
料。

二
階
展
示
(1)教
育
資
料
我
が
国
の
学
制
を
基
本
に、
む
か
し
の
教
科

書
、
教
材、
証
書
、
児
童
生
徒
の
作
品
な
ど
。

料
や
政
治
関
係
者
の
治
績
を
示
す
資
料。

ず
心
の
支
え
と
な
っ
た
宗
教
関
係
資
料。

4)高
畑
利
宜
の
遺
記
録
北
海
道

(2)行
政
資
料
行
政
関
係
資

(3)宗
教
資
料
開
拓
以
来、
た
え

会
場
。

時
関
係
資
料
。

屯 田兵 屋

むかしの商家 明治の生活

開
拓
功
労
者
で
あ
り、
滝
川
草
創
の
一人
で
も
あ
る
高
畑
利
宜
の
遺
記
録
。

6)特
別
展
示
会
場
時
に
応
じ
内
容
豊
か
な
特
別
展
示
(催し

物)
に
使
用
す
る

6
小
展
示
室
(戦
没
者
遺品、

戦
時資
料)
戦
没
者
の
遺
影、
遺
品
と
戦

..
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卜
部
信
臣

資
金
計
画

起
債
五、
二
七
〇
万
円

北国の動植物



館
外
展
示
郷
土
館
の
西
側
に
は、
第
二
展
示
場
が
設
置
さ
れ、
こ
こ
に
は

郷
土
館
展
示
品
に
展
示
で
き
な
い
農
業
機
械、
手
押
し
消
防
ポ
ンプ
、
荷
馬
車

な
ど
大
型
機
具
類
や
畜
産
加
工
や
醸
造
業
な
ど
の
諸
器
具
、
日
常
生
活
に
使
用

す
る
比
較
的
大
き
な
道
具
を
展
示
し
て
お
り、
展
示
場
の
屋
根
に
は
屯
田
兵
屋

に
模
し
た
煙
出
し
を
設
け
て
い
る
。

蒸
気
機
関
車
展
示
我
が
国
に
最
初
の
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は、
明
治
五
年

新
橋
・
横
浜
間
二
九
・
一
キ
ロ
メー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
北
海
道
で
は
、
こ
れ
よ

り
八
年
後
の
明
治
十
三
年
、
手
宮
・
札
幌
間
三
五
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
開
拓

使
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
。

空
知
地
方
で
は、
明
治
十
五
年
に
札
幌
か
ら
幌
内
に
延
長
、
そ
し
て
北
海
道

炭
鉱
鉄
道
に
受
け
つが
れ、
明
治二
十
五
年
に
は
空
知
川
左
岸
に
空
知
太
駅
が

設
け
ら
れ、
開
拓
者
た
ち
が
陸
続
と
し
て
こ
の
駅
に
降
り
立
ち
奥
地
へ
の
道
を

急
い
だ
。

そ
の
後、
官
設
鉄
道
に
よ
り
鉄
路
は
さ
ら
に
北
へ延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な

り、
明
治三
十
一
年
五
月、
滝
川
機
関
庫、
同
年
七
月、
空
知
太
・
旭
川
間
の

開
業
に
よ
り、
滝
川、
江
部乙
の
両
駅
が
設
置
さ
れ、
こ
れ
ら
の
鉄
道
は
明
治

四
十
年
に
な
っ
て
国
有
一
本
化
さ
れ
た
が、
大
正
二
年
十
一
月、
滝
川
駅
を
分

岐
点
と
す
る
下
富
良
野
線
の
開
業
に
よ
っ
て、
滝
川
は
交
通
の
要
衝
と
な
っ

た
。黒
煙
を
空
に
な
び
か
せ、
原
始
林
を
縫
い、
豊
か
な
田
園
を
ば
く
進
し、
市

街
地
を
ゆ
る
が
し
た
汽
車、
真
っ
暗
な
闇
の
中
を
長
く
尾
を
引
く
汽
笛
の
余

韻
、
遠
く
美
し
く
流
れ
る
夜
汽
車
の
窓
あ
か
り
の
連
な
り、
ど
れ
一つ
に
も
そ

こ
に
詩
情
を
漂
わ
せ
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
章
社
会
教
育
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蒸気機関車 D51-297号
製造年月日 昭和14年10月19日
製造箇所 川崎車輛

機関車の規格 一
全長 19.500メー トル
幅 2.936メー トル

高さ 3.980メー トル

機関車の重量 運転整備 125ト ン

空 車 90トン

動輪の直径 1.40メー トル

水槽容量 (水の量) 20立方メー トル

積載燃料重量(石炭の量) 8 トン

最大指示馬力 1,565馬力
最高運転速度 85キロメー トル/時
配置箇所 昭和14年11月3日 秋田機関区

昭和18年9月27日 坂田機関区
昭和19年9月26日 大 館機関区
昭和21年 5月3日吹田機関区
昭和30年9月7日倶知安機関区
昭和36年9月29日滝川機関区

道内運転路線 函館本線
根室本線
室蘭本線

最終運転 昭和50年11月25日
赤平-滝川

全走行距離 2,190,257.1キ ロメー トル
(地球のおよそ55周)

・利
用
状
況
入
館
者
数
(昭
五三
年
度)
一二、

三
五
四
人

・
郷
土
資
料
の
収
集
保
存
(昭
五
四
・
四
・
二〇
現
在)
一
一、
七
七
七
点

郷
土
室
(江
部乙)

昭
和
三
十
九
年
五
月
七
日、
開
基
七
十
周
年
記

念
式
典
を
挙
行、
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
、
屯
田
兵
屋
を
史
蹟
と
し
て
保
存
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
が、
敷
地、
管
理
の
面
か
ら
幾
多
困
難
な
面
が
あ
る
と

こ
ろ
よ
り
、
模
型
を
調
製
し
て
こ
れ
を
保
存、
併
せ
て
屯
田
兵
入
植
以
来
の
文

化
財
を
蒐
集、
永
く
保
存
す
る
計
画
の
も
と
に、
江
部
乙
町
史
蹟
保
存
会
を
結

成、
先
進
地
屯
田
兵
文
化
財
蒐
集
及
び
保
存
実
情
の
視
察、
数
班
組
織
に
よ
る

蒐
集
に
着
手、
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
て
戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り、
第
一
次
一

八
〇
点
、
第
二
次三
一二
点
の
成
果
を
収
め
得
た
の
で
あ
る
。

蒐
集
さ
れ
た
品
を
保
存
管
理
す
る
た
め
の
記
念
室
建
設
は、
町
議
会
一
致
し

て
こ
れ
を
承
認
、
建
築
費
並
び
に
内
部
施
設
費
な
ど
一〇
三
万
三
、
〇
〇
〇
円

を
も
っ
て、
昭
和
四
十
年
六
月
十
一
日、
体
育
館
の
北
側
に
接
続
し
て、
木
造

モ
ル
タル
仕
上
げ
一二
坪
の
記
念
室
に
着
工、
七月
五
日
竣
工、
九
月
六
日
落



育

成、
一般
に
公
開
し
た
。

な
お、
記
念
碑
「
決
死
の
標
」
前
の
樹
齢
一〇
〇
年
を
越
え
る
「に
れ
」
の

大
木
根
株
が、
指
物
師
山
口
利
照
に
よ
っ
て
奉
仕
的
に
磨
き
仕
上
げ
ら
れ、
記

念
室
に
保
存
さ
れ
る
に
至
った
こ
と、
屯
田
親
交
会
が
事
業
完
成
を
記
念
し

て、
「に
れ」の

幼
木
を
旧
練
兵
場
に
植
樹
管
理
育
成
す
る
こ
と
に
し
た
こ
と、

元
練
兵
場
跡、
元
射
撃
場
跡、
元
大
隊
本
部
跡
の三
ヵ
所
に、
石
の
記
念
碑

を
建
て、
永
く
史
蹟
を
子
孫
に
伝
え
る
に
至
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い。そ
の
後、
本
館
は
内
容
を
充
実
し
た
展
示
物
に
よ
り
、
当
時
他
市
町
村
に
数

少
な
い
展
示
館
と
し
注
目
を
集
め、
視
察
者
も
多
く
町
民
の
見
学
も
多
か
った

が
、
昭
和
四
十
六
年
滝
川
市
と
合
併、
五
十
二
年
六
月
滝
川
市
郷
土
館
が
建
設

さ
れ
る
に
及
び
、
展
示
品
所
有
者
の
協
力
に
よ
り
、
展
示
物
の
ほ
と
ん
ど
は
同

江部乙郷土室

図 書 館

館
に
移
さ
れ、
江
部
乙
郷
土
室
は
閉
館
と
な
った
。

滝
川
市
立
図
書
館
(滝
川
市
新
町三
丁
目
五
一‒一〇

)
昭
和
四
八・
六
・
二二
開
館

図
書
館
法
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
図
書
館
設
置
を
目
的
と
し
、
昭
和
四
十

七
年
六
月
二
十
五
日
に
着
工、
鉄
筋
コ
ン
ク
リー
ト
造
り
三
階
建、
建
築
面
積

四
五
八
・
三
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル、
延
面
積
一、
一九
二
・
三
四
五
平
方
メ
ー

ト
ル、
一階
三
八
六
・
五
五
四
平
方
メ
ー
ト
ル、
中
二
階
一
九
五
・
六
一〇
平

方
メ
ー
ト
ル、
二
階
三
二
二
・
六〇
八
平
方
メー
ト
ル、
三
階
二
八
七
・
五
七

三
平
方
メ
ー
ト
ル、
建
築
費
総
額
八、
五
一三
万
六、
五
七
九
円、
建
築
工
事

八、
三
六
〇
万
円、
設
計
そ
の
他
付
帯
工
事
一五
三
万
六
、
五
七
九
円
で
、
昭

和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
竣
工
し
た
。

開
設
準
備
備
品
購
入
一〇
、
一〇
〇
、
〇
〇
〇
円

図
書
購入

昭
和
四
七
年

一七
、
八
九
九、
五
九
九
円
(二
四、
九
九
九
冊)

少
四
八
年

一五、
三
八〇
、
五
九
九
円
(四
五、
一二
九
冊)

開
館
前
累
計
三三
、
二
八
〇
、
一九
八
円
(七
〇
、
一二
八
冊)

・
児
童閲
覧
室
(一
階)
児
童書
約一
七、
○○
○
冊、
幼
児・
小・
中
学生
に
閲
覧。

・
一
般
閲
覧
室
(二
階)
図
書
約
五
〇
、
〇
〇
〇
冊
、
雑
誌
約
一〇
〇
種
。

・読
書
広
場

・
巡
回
文
庫
巡
回
文
庫
車
「
す
ず
か
け
号
」
が
市
内
三
〇
ヵ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョン
を
、
そ

れ
ぞ
れ
月
二
回
運
行
す
る
。

・貸
出
文
庫
図
書
の
利
用
を
希
望
す
る
団
体
に
一
回
一〇
〇
冊
を
限
度
と
し
一
か
月
以
内

の
団
体
貸
出
を
行
な
う
。
図
書
選
定
は
リ
ー
ダ
ー
に
ま
か
せ、
図
書
は
車
で
届
け
る
。

・江
部
乙
図
書
コー
ナー

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
に、
農
業
に
関
す
る
図
書
、
雑

誌
、
統
計
な
ど
数
多
く
そ
ろ
え、

一般
図
書
、
児
童
図
書
も
用
意
し
て
あ
る
。

な
お、
図
書
館三
階
に
は、
郷
土
資
料
室
、
視
聴
覚
室
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る。

図
書
館
協
議
会
委
員

伊
藤
勝
治
四
・
七・
一～
三
・
九・三〇

熊
沢
毅
広
同
右

木
原
早
苗
同右

～
五
・
六・三〇

～
五・
六・三

日
野
田
通
正
同
右

飛
鷹
和
男
同
右

～
五
・
六・三

～
三
・
六・三

坂
下

一
也
同
右

～
五
・
七・三
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武
田
セ
イ
咒
・
七・
一～
現
在

柴
田
敏
夫
五
・
七・
一～
五
・
六・三

渡
辺

昇
五・
五・
一～
現
在

秀
男
吾一・七・

一～
現
在

西沢
中
西
重
雄
三
・10・

一～
現
在

福
島
隆
治
三
・
五・
一～
現
在

小
田
島
耕三

同
右

石
元
範
子
五
・
七・
一～
現
在

稲
童
丸
豊
吾・10・

一～
五・
四・〇

椿
谷
年
夫
三
・
七・
一～
五
・
三・三

～
現
在

中
村
正
男
三
・
七・
一～
死
亡

滝
川
子
ど
も
の
読
書
を
す
す
め
る
会

滝
川
で
は
昭
和
四
十
四
年
以
来、
毎
月
欠
か
さ
ず
に
自
主
的
な
読
書
会
を
開

い
て
き
た
母
親
グ
ルー
プ
が
あ
る
。

「滝
川
子
ど
も
の
読
書
を
す
す
め
る
会
」
で、
母
親
た
ち
は
毎
月
の
学
習
会

ご
と
に
「
収
穫
が
あ
っ
た
」
と
満
足
し
生
き
生
き
と
し
た
表
情
だ
。
子
ど
も
の

読
書
推
進
運
動
だ
け
で
な
く
、
婦
人
の
教
養
を
高
め
る
文
化
活
動
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
よ
う
だ
。

会
員
は
五
一
人、
三
十
代
の
主
婦
が
多
い
が、
幼
稚
園
の
先
生
や
保
母
さ
ん

も
い
る
。
学
習
は
毎
月
第
四
土
曜
日
午
後
に
開
き、
毎
回
平
均二
、
三
十
人
が

参
加
す
る
。
最
初
の三
〇
分
間、
会
員
の
一
人
が
「私
の
紹
介
し
た
い
本
」
と

し
て
一
冊
の
本
と
著
者
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
て
い
る。
次
い
で
毎
回

テ
ー
マ
を
決
め
て
意
見
を
交
換
す
る
。

毎
月
の
テー
マ
はバ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
お
り、

「辞
書、
参
考
書、
百

科
事
典
の
選
び
方
」
(六
月)
「幼
児
へ
の
読
み
聞
か
せ
の
実
践
」(九
月)
な
ど
、

今
後
も
「長
期
休
暇
を
前
に
子
供
の
読
書
生
活
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く

か
」
(十
一
月)
「幼
児
期
の
読
書
体
験
は
子
ど
も
を
ど
う
変
え
る
か
」
(一月)

「家
庭
学
習
と
読
書
」(二
月)
を
予
定
し
て
い
る
。

この
会
の
創
立
は、
昭
和
四
十
四
年
七
月
(会長
武
田
セイ)

に
始
ま
り、

五
十
四
年
に
は
満
十
周
年
を
迎
え
た
。

第
二
章
社
会
教
育

最
初
は、
児
童
会
館
の
図
書
室、
次
い
で
道
銀
の
二
階、
特
に
昭
和
四
十
四

年
の
十
二
月
か
ら
四
十
六
年
の
六
月
ご
ろ
ま
で
は
市
役
所
の
会
議
室
、
そ
の
他

青
少
年
ホ
ー
ム
な
ど
と
会
合
ご
と
に
場
所
が
変
わ
っ
た
り
す
る
事
も
あ
っ
た

り、
夜
の
例
会
が
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
が
、
第
四
土
曜
日
の
午

後
を
例
会
と
す
る
よ
う
定
着
化し
て
き
た
。

し
か
し
所
定
の
会
場
も
な
く、
時
に
は
西
町
の
福
祉
会
館
や
本
町
会
館
等

を
、
そ
の
つ
ど
、
借
り
て
会
場と
し
た
り、
個
人
の
家
を
会
場
に
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
が、
五
十
三
年
二
月
ご
ろ
か
ら
明
神
町
総
合
福
祉
セン
タ
ー
を
会
場
に

決
め
る
こ
と
が
で
き、
集
ま
る
よ
り
所
が
定
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
三
年
五
月
の
総
会
で、
会
長
制
を
廃
し
全
員
互
選
の
五
人
に
よ
る

合
議
制
運
営
が
決
定、
任
期三
年
で
毎
年
一
人
～
二
人
を
替
え
て、
全
員
交
替

と
い
う
民
主
的
な
運
営
に
よ
る、
組
織
に
改
め
ら
れ
た。

読
書
の
重
要
さ
は
昔
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
が、
テ
レ
ビ
の
出
現
は
子
供
の
活

字
離
れ
を
も
た
ら
し
、
読
書
の
本
当
の
味
わ
い
を
知
ら
な
い
子
供
に
し
て
い

る。
読
書
活
動
は
自
ら
手
に
し
た
本
を
自
ら
の
世
界
で
読
み、
深
く
思
索
さ
せ

て
く
れ
る
。
テレ
ビ
視
聴
が
受
身
的
な
の
に
対
し、
き
わ
め
て
主
体
的
で
能
動

的
な
読
書
活
動
は、
今
の
子
供
た
ち
に
欠
け
て
い
る
点
を
補
う
の
に、
大
き
な

可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。

今
日
ほ
ど
、
人
間
性
の
回
復
が
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
は
な
い
。
そ
の
解
決

は
子
供
の
心
に
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
方
法
は
子
供
に
読
書
の

動
機づ
け、
読
書
の
機
会
づ
く
り
こ
そ
緊
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
親
自
身
が
読
書
の
意
欲
を
高
め、
自
ら
の
実
践
は
も
ち
ろ
ん

で
あ
る
が、
子
供
に
お
話
を
き
か
せ
て
や
る
親、本

を
読
ん
で
き
か
せ
る
親、読
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図 書 館
1 蔵書の状況 ( )内払出数 単位冊

年 度 昭和 49 50 51 52 53
区 分
備品費による購入図書 1,660 1,912 2,113 2,265 (2) 2,469

消耗費による購入図書 40,549 47,681 (82) 51,785 (5) 54,857 (909) 58,669 (590)

寄贈、保管換図書 9,555 11,602 13,801 18,801 (95) 20,081 (5)

計 51,764 61,195 (82) 67,699 (5) 75,923(1,006) 81,219 (595)

購入 一 一 1,373 1,530
逐次刊行物雜誌

寄贈 ‒ ‒‒

一

7 9

寄贈 ‒‒ 一

2 利用統計
年度 昭和48

49 50 51 52 53

本館開館日数 221日 283 282 287 280 287

本 館 62,497人
60,445冊

57,726
69,473

47,405
91,927

44,417
97,293

42,781
96,288

50,854
95,602

冊数は 貸
出数

江部乙農村改善セン
ター図書コーナー

5,602人
8,175冊

12,714
21,127

10,874
13,804

51年11月
より開設

巡 回 文 庫 (151)
38,240冊

(230)
61,555

(229)
60,666

(230)
56,106

(229)
52,599

( )巡回
日数

貸 出 文 庫 (21)
8,591冊

(38)
16,067

(41)
37,020

(52)
48,528

(52)
65,847

( )団体
数

日 曜 文 庫 1,079人
1,317冊

524
519

〈
注
関
連
記
事
第
五
編
第
五
章
第
二
節
参
照
の
こ
と
>

計

地
区

外

雨
竜

町
新
十
津
川
町

滝
川

市

八
七三 三
四

一〇
八

一八
一

五
五
〇

小
学
校

利
用
状
況
(教
材
の
利
用)
五
三
・
四
～
五
四
・
三

教
材
保
有
数
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
等
七
八
一
本

A
V
L
だ
よ
り
発
行
(三
回)、

自
作
教
材
製
作

視
聴
覚
教
育
指
導
者
養
成
研
究
会、
視
聴
覚
教
育
実
践
交
流
会(一

回
)

主
な
事
業

所
長
(滝
川
市
教
育
長)

運
営
委
員
会
(三
市
町
教
育
長
)

一

四
〇
九

二
四

二
七
九

一〇
九

中
学
校

九
〇
八

一
四

二
八
三
六

八
三
〇

社
教

二、
一九
〇

四
八

一六
〇

四
九
三

一、
四
八
九

計 庶
務
係

管
理
係

滝
川
地
区
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

推
進
協
議
会

運
営
機
構

滝
川
市、
新
十
津
川
町、
雨
竜
町
の
一市
二
町
を
も
っ
て
構

成
、
事
務
局
を
滝
川
市
立
図
書
館
内
視
聴
覚
室
(六〇
・
五
平
方

メー
ト
ル)
に
置
き
、
使
用
料
は
無
料
で
教
材
(八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
な

ど)、
機
材
(八ミ

リ
映写
機
など)

の
貸
出
し
を
行
う
。

滝
川
地区
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

み
仲
間
を
ふ
やし
、子
供
の
本
を
い
つ
で
も
提
供
で
き
る
親、
時

に
は
図
書
館
へ
子
供
を
連
れ
て
行
く
親
と
な
り、
本
を
通
し
て

肌
の
ふ
れ
あ
い、
良
い
読
書
環
境
作
り
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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購入 ‒‒

同 上 新聞 9 9

区分

‒‒‒

次
長
(滝
川
市
教
育
次
長
)
1

(
教
材
等
選
定
委
員
会
)

610 590



滝
川
市
陶
芸
セン
ター

(滝
川
市
新
町
三
丁
目
九
ー
一
七)

昭
和
五三
・
六・
一開
所

陶芸センター

こ
の
施
設
は
陶
芸
を
通
じ
て、
市
民

の
芸
術
文
化、
老
人
の
生
き
が
い
を
高

め
る
も
のと
し、
昭
和
五
十
二
年
十
月

十二
日
着
工、
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
平
屋
建

一二
四
三
二
二
平
方
メ
ー
ト
ル、

石
油
倒
焰
窯
一
基
、
電
気
窯
(一
五
キ
ロワ

ッ
ト)

一
基
・
備
品
、
電
動
ロ
ク
ロ
六

台
、
建
設
費
総
額
一
、
二二
七
万
一、

三
四
四
円、
建
物
七
四
〇
万
円、
給
排

水
工
事
九
七
万
円、
そ
の
他
三
九
〇
万
一
、
三
四
四
円
で、
昭
和
五
十
三
年三

月
二
十
日
竣
工
し
た
も
の
で、
窯
の
名
称
「滝
川
焼
空
知
窯
」
の
命
名
者

は
、
滝
川
市
長
吉
岡
清
栄
で
あ
る
。

授
業
内
容
は、
一般
(四コー

ス)
各
一〇
名、
勤
労
者
(ニ
ュー
ス)
各
一
〇

名
、
寿
(老人)(四

コー
ス)
各
一
〇
名、
夏
期
こ
ど
も
陶
芸
教
室
(ニ
ュース)二

○
名
、
冬
期
特
別
講
座
(ニ
ュー
ス)
三〇
名
、
こ
の
他、
上
級
各
コ
ー
ス
が
あ

り
、
指
導
に
は
岐
阜
県
多
治
見
市
よ
り
招
聘
の
大
野
耕
太
郎
が
当
た
っ
て
い

る
。

第
二
章
社
会
教
育

滝
川
市
青
年
体
育
セン
タ
ー

青
少
年
の
教
養
の
向
上、
健
康
増
進
並
び
に

情
操
の
純
化
を
図
る
た
め
に、
都
市
青
年
の
家
と
し
、
昭
和
四
十
四
年
八
月
十

二
日
着
工
、
鉄
骨
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リー
ト
造
り二
階
建、

一
階
一、
九
〇
八
・

三
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、
二
階
一
、
〇
〇
五
・四
八
平
方
メ
ー
ト
ル
(う
ち
競技
場

八
七五
平方
メ
ート
ル)
延
面
積
一、
九
一
三・
八
一
平
方
メ
ー
ト
ル、
総
建
設
費

二
億
九
三
七
万
四、
八
八
九
円
を
も
っ
て、
翌
四
十
五
年
八
月
二
十
二
日
に
竣

工
し
た
。

球 場 利 用 状 況

年度 期 間 練習 試合

使 用 料

47 6～10月

66 69 90,300円48 5～10

68 94 151,30049 5～10

69 71 143,350

50 5～10

59 107 202,00052 5～10

90 30 182,40053 5～10 119

46 171,950

設
計
そ
の
他

備
品
購
入
費

用
地
費

建
築
工
事
費

付
帯
工
事
費

設
備
費

八〇
一
万
七、
〇
〇
〇
円

八〇
一
万七、
〇
〇〇
円

一二
、
九
七
八
万
五
、
〇
〇
〇
円

二、
五
四〇
万
八、
〇
〇
〇
円

一、
一七
六
万
〇
、
〇
五
四
円

一六
〇
万
九
、
九
三
五
円

滝
川
市
都
市
公
園
野
球
場

昭
和
四
十
六

年
七
月
九
日
着
工
、
翌
四
十
七
年
六
月
十
日

竣
工
、
六
月
十
八
日
開
設
。
敷
地
面
積
一
五

万
九、
五
三
八
平
方
メ
ー
ト
ル、
左
右
翼
線

九
六
・
五
メー
ト
ル、
中
堅
線
一
一五
・
五

メ
ー
ト
ル、
球
場
面
積
一
万
二
、
三
七二
平

方
メ
ー
ト
ル、
ス
タン
ド
面
積二
、
七二
五

平
方
メー
ト
ル、
収
容
人
員
メ
イ
ン
ス
タ
ン

ド
七
四
〇
人
、
内
野
ス
タ
ン
ド二
、
六
二
〇

人、
外
野
ス
タン
ド
七、
六
四
〇
人
計
一
万

一、
〇
〇
〇
人
。

建
設
費
総
額
七、
一三
五
万
円
で
あ
る
。

社
会
体
育
施
設

滝
の
川
運
動
公
園
体
育
施
設

今
野
正
義

陶
芸
セ
ン
ター
運
営
委
員
会
委
員
(昭
和
五
十
三
年
十
月
一
日
委
嘱)

武
田
勝
夫

松
尾
政
治

金
子
協
平

柴
田
和
義
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... . 滝 の 川 運 動 公 園 平 面 図

弓道場:

20000000007 000
0
0
0
0
0
0
0
0 陸上競技場

野球場
野外0 集会広場り

遊戯場
D 男女更衣室

自転車置場 C.

青年体育
•センター

駐
車
場至
滝
川
市
街
ri

施 設 の 名 称 所 在 地 設置年度 概 要

青年体育センター|二の坂町48

45 鉄筋コン クリート1部2階 2,913.8m2

北 電 運 動 公 園 泉町135

50 13,000m2

野 球 場 二の坂町119‒‒1

47 12,372m2

石 狩川 緑 地球 場 有明町河川敷地 2面43・1面51・2面54 52,000m2
テ ニ ス コ ー ト 二の坂町119‒‒1

48 コー ト6面 800人収容 11,376m2

陸 上 競 技 場 二の坂町119-1

49 三種公認 1周400m 8 コース 8,000人収容 25,148m2

江部乙町 グラン ド 江部乙町西11丁目

48 9,800m2

開 西 プ ー ル 西町3丁目7-12

38 鉄筋コンクリート25×15m 52循環ろ過器
滝 の 川 プ ー ル 二の坂町119‒‒1

39 鉄筋コンク リー ト 25×11m 53循環ろ過器 幼児用プール

江部乙 プ ー ル 江部乙町801

42 鉄筋コンクリー ト循環ろ過器付 25×15m

東 栄 プ ー ル 東栄小学校内

43 簡易ビニール 20×8m
三 小 プ ー ル 第三小学校内

44 簡易ビニール 25×10m

東 陽 プ ー ル 江部乙町旧東陽小跡

43 鉄筋コンクリート25×8m
一 の坂 プー ル 第一小学校内

47 鉄筋コンクリート循環ろ過器付 25×13m
滝 川 ス キ ー 場 砂川市空知太 45,5.86mi

北電公園スキ ー場 泉町135

48 20,000m2

弓 道 場 二の坂町119-1

51 鉄骨平家建 ALC板張 860m2
スケー ト場 (滝川) 第一小学校内

52 1周

250m

スケー ト場(江部乙) 江部乙グランド

54 1周

200m

空 知 川 緑 地 空知川河川敷地

51 野球場及び園路自転車ロード テニスコート4面 17,000m2

第
九
編
教

育

国
道
12号

線

0000 0000 005

コスニテ

用具室

噴水広場》

ニス:

:

460
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滝川市青年体育センター平面図

第
二
章
社
会
教
育

1

階

2 階
37.00 38.60

5.15 18.00 5.15 7.00 24.60 7.00+

控室 ステージ 控室

5.
30

5
.
3
0

女子
更衣室 77人

ーーシャワー 器具室

14
.0
0

7.
00

非 471 47人

+
男子 和 室 68人
更衣室 器具室

82
研(2)91人 競技場1,750人 47人

10
.8
8

研(1)182人 固定席1,007人
役員室 図書 43人 立見席 693人

88人 計 384人 計 3,450人 88X電气電気至

放
送
室

実習室 ボイラー

7.
00 77A 77A

2.
50 湯沸室・ 人

ホール 7.
00 コ■=72人二 二78人二二78人二 =72人二

#

7.
00

DO-GOW 物
入

2

女子 男子WCWC

相
談
室 談話室 風除室 事務室

一用
務
員
室 6.

30 女子
W
C

男
子
W
C

和室 研修室 研修室 図書室 7.
30

2.303.70.3.25 3.00
+

6.25 6.25 6.25 3.70 2.30 2.504.30 6.25 6.25 12.50 4.30 ,2.50

25.00

青年体育センター利用状況

利 用 人 員 (人)

使 用

料 (円)

年度 団当 日券 定 期 券 団体 計 個 人 団 体 備品使用 計
45 4,660 2,931 55,688 63,279 222,250 677,697 243,030 1,142,97746 11,454 9,218 99,354 120,026 643,071 1,541,375 230,017 2,414,46347 11,984 11,593 48,545 72,122 735,480 1,952,255 226,150 2,913,88548 9,717 5,657 36,986 52,369 509,260 1,510,658 198,145 2,218,06349 10,133 6,682 42,640 59,455 557,715 1,434,294 158,025 2,150,03450 10,231 6,270 35,956 52,457 617,945 1,632,949 123,915 2,374,809

51 9,293 7,396 57,016 73,705 584,300 2,415,351 234,690 3,234,34152 11,507 9,589 31,284 52,380 722,750 1,468,916 308,980 2,500,64653 13,707 9,960 29,418 53,085 864,540 1,670,754 259,250 2,794,544

N MM m物勿
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2
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WC ーシ ャワー
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00 35
.0
0
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.0
0

7
.
0
0
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人

2
1
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滝
川
市
都
市
公
園
テニ
ス
コー
ト

昭
和
四
十
七
年
四
月
二
十
八
日
着
工
、

翌
四
十
八
年
六
月
十
日
竣
工
オ
ー
プ
ン
す
る
。

コ
ー
ト
箇
所
面
積
一
万
一、
三
七
六
平
方
メー
ト
ル
(内テ
ニス専

用
コー
ト
六

面
、
四、
八八
六
平
方
メ
ート
ル)
園
路
延
長
三
九
七
メ
ー
ト
ル、
ス
タ
ン
ド
面
積

四
〇
四
平
方
メー
ト
ル、
収
容
人
員
八
〇
〇
名、
敷
地
面
積
一
五
万
九、
五三

八
平
方
メ
ー
ト
ル、
総
経
費
二
、
四
四
三
万
八
、
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。

滝
川
市
都
市
公
園
弓
道
場

昭
和
五
十
一
年
五
月
一
日
着
工
、
九
月
十
日
完

成
。
弓
道
場
敷
地
面
積
八
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル。
射
場
一
二
九
・
六〇
平
方
メ

ー
ト
ル、
的
場二
九
・
七
一平
方
メ
ー
ト
ル、
鑑
的三
・
四
四
平
方
メ
ー
ト

ル、
矢
取
塚
三
・
四
四
平
方
メ
ー
ト

ル、
建
物
面
積
計
一
六
六
・
一九
平
方

メ
ー
ト
ル
。
経
費
総
額
一、
七
五
五
万

滝の川プール

円
で
あ
る
。

滝
川
市
都
市
公
園
陸
上
競
技
場

昭
和
四
十
八
年
六
月
四
日
起
工、
翌
四
十

九
年
九
月
十
五
日
完
成、競

技
場
面
積二
万
五、
一四
八
平
方
メ
ー
ト
ル、
日
本

陸
上
競
技
連
盟
公
認
種
別、
第
三
種
の
グ
ラ
ン
ド
で、
そ
の
規
模
は
一
周
四
〇

〇
メ
ー
ト
ル、
単
心
円
、
コ
ー
ス
数
八
コ
ー
ス、
直
線
部
の
長
さ
八
〇
メ
ー
ト

ル、
曲
線
部
の
長
さ
三
七
・
八
九
八
メ
ー
ト
ル、
長
軸
一七
五
・
七
九
六
メ
ー

ト
ル、
短
軸
九
五
・
七
九
六
メ
ー
ト
ル、
収
容
可
能
人
員
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド

一、
二二
四
人、
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
六、
七
七
六
人
計
八
、
〇
〇
〇
人
を
収
容

ト

す
る
。

主
な
施
設

走
幅
・
三
段
跳
併
用二
カ
所、
棒
高
跳二
カ
所、
走
高
跳
一
カ
所
、
槍
投
一

カ
所、
砲
丸
投
一
カ
所、
円
盤
・
ハ
ン
マ
ー
投
併
用
一
カ
所
、
三、
〇
〇
(

メ

野外ステージ

陸上競技場
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ー
ト
ル
障
害
水
溜、
旗
掲
揚
塔三
基、
更
衣
室
二
〇
人
用
男
女
各
一
室、
用
具

室
一
室
、
放
送
室
一室
、
本
部
が
あ
る
。

本
部
席
鉄
筋
コ
ン
クリ
ー
ト
造
り
一
四
七
平
方
メー
ト
ル、
メ
イ
ン
ス
タ
ン

ド
は
盛
土
固
定
席
(コン
ク
リー
ト
階
段式)

バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
は
盛
土
芝
生
席

で、
暗
渠
排
水が
な
さ
れ、
撒
水
用
水
道
栓
九
基
、
放
送
設
備
と
し
ア
ン
プ
ー

基
、
マ
イ
ク
三
本、

ス
ピ
ー
カー
一
二
基
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
用
ア
ン
プ
二
基
、
ワ

イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク二
本、

コ
ード
一
式
が
整
備
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
は
表
層
仕
上

げ
シ
ン
ダ
ー
一〇
セン
チ
メ
ー
ト
ル、
基
層
仕
上
げ
火
山
礫
一〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル、
砂
利
三
〇
セ
ン
チ
メー
ト
ル、
フ
ィー
ルド
は
表
層
仕
上
げ
芝
生
吹

付、
基
層
仕
上
げ
ク
レ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

建
設
事
業
費
六、
七
七
五
万
円、
そ
の
内
訳
は
建
設
費
五、
六
六〇
万
円、

備
品
費
一、

一
一五
万
円
で
あ
る
。

財
団
法
人
・
滝
川
市
体
育
協
会

市
体
育
協
会
は、

昭
和
五
十二
年
十
二
月

二
十
四
日、
民
法
第
三
四
条
に
基
づ
く
公
益
法
人
(認
可
は
北
海
道
教
育
委
員
会)

の
認
可
を
得
る
。

役
員
は
会
長
神
部
俊
郎、
理
事
(会
長
を
含む)

一二
名
、
監
事二
名、
評
議

員
(各
単
位
団
体の
代
表
者)
二一
名
を
も
っ
て
構
成
し
、
事
務
所
を
滝
川
市
役
所

内
に
置
く
。

日
本
船
舶
振
興
会
補
助
金
一
億
九、
九
六
〇
万
円、
年
金
福
祉
事
業
団
借
入

金
二
億
五、
〇
〇
〇
万
円
、
市
補
助
金
五
、
五
四
〇
万
円、
計
五
億
五
〇
〇

万
円
を
資
金
に、
滝
川
ス
ポ
ー
ツ
セン
ター
を
建
設
す
る
事
業
主
体
と
な
っ

た
。

第
二
章
社
会
教
育

滝川スポーツセンター

滝
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

昭
和
五
十三
年
七
月
十
五
日
着
工、
鉄
骨、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
陸
屋
根二
階
建
。
一階
二
、
九
一八
平
方
メ
ー
ト
ル、
延
床

面
積
三
、
五三
一
平
方
メ
ー
ト
ル、
建
築
費
四
億
七、
〇
〇
〇
万
円、
設
計
管

理
費
一、
五
〇
〇
万
円、
備
品
費二
、
〇
〇
〇
万
円、
計
五
億
五〇
〇
万
円
で、

昭
和
五
十
四
年
三
月
十
日
に
竣
工
。
主
要
施
設
ア
リ
ー
ナ
ー、
七
三
六
・
六
四

平
方
メ
ー
ト
ル
は
、
そ
の
広
さ
で
は
全
道
の
体
育
施
設
の
中
で、
苫
小
牧、
小

樽
に
つ
い
で三
番
目
の
大
き
さ
で、
一階
の
ア
リ
ー
ナ
は、
公
式
コ
ー
ト
と
し

て
は
テ
ニ
ス二
面
、
バ
レ
ー
三
面
(練習

用
には
六
面
可
能)、

バ
ス
ケ
ッ
トニ
面
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一〇
面、
卓
球
一
八
台
が
可
能
で
あ
り
、
体
操
は、
鉄
棒、
床

運
動
、
平
均
台
な
ど
男
子
六
種
目、
女
子
四
種
目
が
同
時
に
競
技
が
で
き
、
柔

道
、
剣
道、
トラ
ン
ポ
リン
も
で
き
る
。
ア
リー
ナ
部
分
の
暖
房
は
輻
射
暖
房

と
な
っ
て
お
り
、
冬
期
間
も
十
分
競
技
が
行
え
る
。

そ
の
他
に、
体
力
づ
く
り
と
健
康
の

増
進
を
は
か
る
器
具
を
取
り
そ
ろ
え
た

ト
レ
ー
ニン
グ
室
一
五
一・
八
四
平
方

メ
ー
ト
ル、
ロ
ッカ
ー
及び
シ
ャ
ワー

室
一
〇
八
・
一四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
選

手
控
室
七
八
平
方
メー

ト
ル、

事
務

室
、
放
送
室
、
器
具
室
な
ど
が
あ
り
、

二
階
に
は、

一周
約
百
七
十
メ
ー
ト
ル

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
デ
ッキ
一〇
八
・
一四

平
方
メー
ト
ル、
両
サ
イ
ド
は
卓
球
な

ど
の
で
き
る
小
体
育
室
四
〇
三
・
〇
〇
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平
方
メー
ト
ルが
あ
る
。

第
九
編
教

育
滝川スポーツセンター

|階平面図 一

器
具
室

器
具
室選
手
控
室

ア
リ
ー
ナ

選
手
控
室放送室

電気室

w

機
械
室

WT w TWホール 身障者トイレ+ 一男
子
トイ
レ

女子
ト
イ
レ

ロッカー
シャワー室

室

(下足室

�

事務室

医
務
室

2階平面図
ラン ングデ ッキ

小
体
育
室

アリーナ上部

小
体
育
室

ラランニングデッ キ Fur
ロビー ルーフ ビー

ルーフ

ルーフ

佐
木々
義
昭

島
倉
敏
雄

高
畑
良
助 勲
・
柴
田
容
之
子

遠藤
幸
夫

島
倉
敏
雄

重
男
良
助

坂
田
敏雄

川
崎
信
秋

少
覚

納納
田中

雄三

金
子
重
男

遠
藤
幸
夫

越
沢
三
郎

高
畑
良
助

遠
藤
宮治
少
覚

幸
夫
正
夫 納

中
井
千
則

市
内
に
は
昭
和
五
十
一
年
五
月
オ
ー
プ
ン
の
勤
労
青
少
年

体
育
セ
ン
ター
が
あ
り、
江
部
乙
町
に
あ
る
昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
九
日
オ

ー
プ
ン
の
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
(多
目
的
ホー
ル)
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

体
育
指
導
委
員

ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
に
基
づ
き
体
育
指
導
委
員
の
職
務
そ

の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て、
昭
和
三
十
七
年
三
月
一
日

教
育
委
員
会
規
則
第
一
号
を
も
っ
て
滝
川
市
体
育
指
導
委
員
に
関
す
る
規
則
が

制
定
さ
れ
た。
こ
れ
に
よ
り
同
年
五
月
一
日
委
員
の
委
嘱
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
委
員
の
任
期
は二
年
で
あ
る
が
再
任
者
が
多
い。

神
部
五
郎

犬
飼
克己

越
沢
三
郎

菊川
哲
・
宮
崎
定
恒

田
中
雄三

少
覚
金子

重
男納

河
口
徹
二

草
浦
正己

昭
和
三
十
七
年
五
月
一
日
委
嘱
(注・

印
は
中
途
退
任)

岡
本
輝
成・

青
木
有
美

西
山

威
町
田
幸
雄

坂
田
敏
雄

古
賀
謙
芝
・

昭
和
四
十
五
年
五
月
二
日
委
嘱

本
野
一郎・

峰
田

斉
藤

徹二
・
少
覚
納

納 浩

中井 斉
藤
千
則 浩

越
沢
三郎

町
田
幸
雄

宮
崎
定
恒・

山
辺
直
行

西
山
威

越
沢
三
郎

昭
和三
十
九
年
五
月
一
日
委
嘱

犬
飼
克
己

山
辺
直
行
・

昭
和
四十
一
年
五
月一
日
委
嘱

島
倉
敏
雄

佐
木々
義
昭

草
浦
正
己

川
崎
信
秋
・
河
口
徹
二

昭
和
四
十
三
年
五
月
一
日
委
嘱

佐
木々
義
昭

金
子
重
男

河口
宮
治
正夫

草
浦
正己

河
口
徹二

青
木
有
美・

そ
の
他

役員室

シ
ャ
ワ
ー
室
へ

ロ
ッ
カ
ー
・

DC-DC

トレーニング室

w

金
子
重
男

坂
田
敏
雄

金子
高
畑
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青
少
年
有
志
指
導
者
活
動
促
進

前
田早弓
啓司

岡
幸
男
静
江

金子
重
男

池
上
紘
一

晴
子

高
桑

斉
藤
秀
希
武行

初山
清二

高
橋
島
倉
定
明
敏
雄

鈴
木
一
柳
万
里
夫

静 享

高
桑
武
行
(五
三
・
四
・
一委
嘱)

池
上
紘
一
七
條
郁
子

有
馬
雅
史・

星 鈴
木

隆
蔵

岡 大
塚

池
上
紘
一

脇
坂
一平

吉
田
英
一

深
田
正
雄

大
塚

亨
(四
九
・
八・
一委
嘱)

昭
和
五
十
年
四
月
一
日
委
嘱

深
田
正
雄

岡 金
子
重
男

星
隆
蔵

佐
木々
直
理
子
七
條
郁
子

昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
委
嘱

金
子
重
男

平
沢

島
倉
敏
雄

前
田
静
江

斉
藤
秀
希

深
田
正
雄

鈴
木
高
橋
定
明

住
川
光
二

勇 勇
佐
木々
一
郎

大
塚

平
沢

亨 勇

住
川
光二

有
馬
雅夫

佐々
木
一
郎静

鈴木
英
夫
(四
九・
四・
一委
嘱)

松平 山
崎
由
晴

佐
木々
義
昭

有
馬
雅
史

丸
谷

一
・

吉
田
英
一

名
久
井
淳

平
沢

勇
佐
木々
一
郎

斉
藤
秀
希

岡
幸男

金
子
重
男

昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
委
嘱

高
橋
定
明

浪
岡
則
光

森
川
岩
夫

中
野

昭
和
四
十
七
年
五
月
一
日
委
嘱

昭
亨
治

遠
藤
幸
夫
・
福
井
郁
郎
・

藤
岡

等・
阿
部

高
橋

佐
木々
義
昭

昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
委
嘱

三
郎

越
沢久富
淑
子

星
隆
蔵

名
久
井
淳

矢
島
敏
克

名
久
井
淳

省
委
嘱
に
よ
る、
青
少
年
団
体
指
導
者
活
動
促
進
事
業
の
指
定
を
受
け、
青
少

年
団
体
の
育
成
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り、
市
で
は
有
志
指
導
者
一
一名
を
選

び、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
担
当
を
定
め、
自
主
的
に
活
動
し
た
り、
市
民
の
要
望

平
沢

勇
に
応
じ
て
指
導
に
あ
た
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た、
そ
の
指
導
者
に
よ
っ
て
滝
川
市
青
少
年
指
導
者
協
議
会
を
設
立
し
、

推
進
目
標
と
し
て、
各
種
青
少
年
集
団
活
動
の
促
進
助
長
を
行
い、
リー
ダー

の
養
成
を
図
り
つ
つ、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
アの
発
見
を
期
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
こ

の
事
業
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
の
は、
四
十
七
年
六
月
に
入
っ
て
から
で
あ

っ
た
。

市
民
全
般
へ
の
広
報
活
動
など
に
よ
っ
て、
周
知
策
を
と
って
き
た
が、
結

果
と
し
て
進
ん
で
指
導
を
求
め
た
の
は、
ス
ポ
ー
ツ、
音
楽
な
ど
特
技
習
得
に

限
ら
れ
た
感
が
あ
る
が、
文
化
的
な
事
業
は
指
導
者
自
ら
が
接
し
ょ
く
の
対
象

を
求
め
活
動
を
進
め
た
状
況
で
あ
っ
た。

指
導
者
協
議
会
の
反
省
で
話
題
と
な
った
事
項
は、

「指
導
者
候
補
は
家
庭

経
営
の
責
任
者
が
多
い、
指
導
者
と
い
っ
て
も
一
人
万
能
で
は
な
い。
指
導
者

は
活
動
の
指
導
よ
り
、
活
動
の
場
確
保
係
のよ
う
だ
。
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
に
は

定
着
性
が
な
い
(就
職、
進学)、

青
少
年
層
に
エ
リー
ト
意
識
が
あ
り、
団
体
活

動
は
第
二
、
第
三
の
生
活
と
考
え
て
いる
」
な
ど
で、
グ
ルー
プ
リー
ダ
ー
の

養
成
は
図
ら
れ
る
と
し
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
開
発
の
む
ず
か
し
さ
が
、
伺
い

知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
事
業
推
進
や
広
報
に
よ
っ
て、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
し

刺
激
を
与
え
、
関
心
を
高
め
た
こ
と
は、
大
き
な
効
果
と
い
え
よ
う
。

滝
川
市
で
は、
昭
和
四
十
六
年
度
の
文
部

指
導
担
当
田
中
正
雄
(年
少
グ
ルー
プ)

星
隆
蔵
(
スポ
ー
ツ
少
年
団)

佐
木々

東 深
田
正
雄

昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
委
嘱

七
條
郁
子

星
隆
蔵

大
塚

山尾
秀
次

幸
男 亨

星吉
川

静
子

隆
蔵

福
井
郁
郎

進
・
道
川
順
也

金子
重
男

佐々
木
一郎

後
藤
則
応

島
田

稔
有
馬
雅
史

住
川
光二

信
三
・
脇
坂
一平

隆
蔵

星 星高
橋
定
明

幸
男

斉藤
秀
希静

越
沢
三
郎

垣
内
篤
男

柴
田
晴
子

矢
島
敏
克
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育名
久
井
淳
(卓
球)

中
村
正
俊
(野
外
活
動
)
川
崎
四
郎

日
野
田
通
正
(青
少
年)
斉

社
会
教
育
推
進
指
導
員
協
議
会

ま
ち
の
社
会
教
育
指
導
者
を
育
て
よ
う
と
こ
の
ほ
ど
市
社
会
教
育
推
進
指
導

員
協
議
会
(金子

重男
会長)

が
発
足、
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
三
カ
年
計
画
で
一

五
〇
名
を
登
録
し
、
地
域
の
スポ
ー
ツ
文
化
活
動、
集
会
な
ど
の
行
事
で
特
技

を
生
か
し
て
指
導
に
当
た
っ
て
も
ら
お
う
と
、
道
内
で
は
千
歳
市
に
次
い
で二

番
目
の
試
み
で
あ
る
。

社
会
教
育
の
指
導
者
は、
社
教
主
事
な
ど
行
政
側
の
ス
タ
ッ
フが
、
比
較
的

充
実
し
て
き
て
い
る
のに
比べ
、
民
間
指
導
者
の
数
が
少
な
い。

最
近
は、
市
民
が
自
ら
の
教
養
を
高
め
る
学
習
や
趣
味
を
生
か
す
活
動
も
増

え
て
き
て
いる
が、
そ
の
反
面、
自
分
の
特
技
や
能
力
を
広
く
社
会
に
役
立
て

る
こ
と
に
よ
っ
て
「生
き
が
い
」
を
求
め
て
い
る
市
民
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
を
ふ
ま
え
、
市
内
各
地
域
の
市
民
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
地
域
の
社
会
教
育
活
動
の
推
進
に
参
加
す
る
こ
と
を
期
待
し、
社

会
教
育
有
志
指
導
者
(ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
リー
ダー
)
を
つ
の
る
こ
と
に
し
て
い

る
。市
内
に
は
スポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の
特
技、
資
格
を
持
つ
市
民
は
意
外
と
多

く、
この
事
業
で
は
社
会
教
育
の
各
分
野
に
関
す
る
知
識
や
技
能
を
も
ち
、
そ

れ
に
進
ん
で
生
か
し
た
い
と
考
え
る
人
や、
自
分
の
余
暇
を
積
極
的
に
社
会
教

育
の
推
進
に
役
立
て
た
いと
す
る
人
が、

「社
会
教
育
推
進
指
導
員
」
と
し
て

登
録
し
、
社
会
教
育
の
団
体
活
動
や
各
種
の
学
習
、
集
会
等
で、
講
師、
助
言

者、
協
力
者
を
必
要
と
す
る
時、
教
育
委
員
会
を
通じ
て
そ
の
力
を
発
揮
し
た

り
、
社
会
教
育
に
関
す
る
団
体
の
一員
と
し
て、
団
体
活
動
の
推
進
役
と
な
る

ほ
か、
青
少
年
の
育
成
活
動、
町
内
会
活
動
の
相
談
役
な
ど
の
活
動
を
す
る
も

の
で
、
この
事
業
に
進
ん
で
登
録
さ
れ
た人
の
熱
意
や
努
力
が、
青
少
年
の
健

全
育
成
や、
豊
か
な
住
み
よ
い
町づ
く
り
に、
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と

思
う
。

な
お、
同
協
議
会
の
事
務
局
は、
市
教
委
社
会
教
育
課
に
置
か
れ
て
い
る
。

第
四
節
青
少
年
の
育
成

滝
川
市
青
少
年
補
導
セン
タ
ー
事
務
局
滝
川
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内

滝
川
市
に
お
け
る
青
少
年
の
育
成
補
導
を
行
う
機
関
及
び
団
体
が
連
携
し
適

切
な
補
導
活
動
等
を
行
い、
青
少
年
の
非
行
防
止
を
図
る
。

円
滑
な
運
営
を
図
る
。

組
織
(1)青

少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
(二
二
名)
補
導
セ
ン
タ
ー
の

(2)地
区
会
東
地
区
(東
小)
西
地
区
(西
小)
南
地
区

(三
小)
北
地
区
(二
小)
中
地
区
(一
小)
江
部
乙
地
区
(江
部
乙
小)
東
栄
地
区

(東
栄小)。

補
導
セ
ン
ター
業
務
を
地
区
(各
通
学区)

別
に
分
担
推
進
す
る
。
3

補
導
員
(二
一名)、

地
区
補
導
員
(一六
名)、
民
生
児
童
委
員、
青
少
年
の
育
成

指
導
及
び
補
導
を
実
施
す
る
。
補
導
員
は
セン
タ
ー
直
属
と
し
、
地
区
補
導
員

は
地
区
会
に
所
属
す
る
。
(4)青
少
年
モ
ニ
タ
ー
(一〇
名
)
市
内
在
住
の
中
・高

校
生
及
び
勤
労
青
少
年
に
調
査
・
報
告
な
ど
を
依
頼
し
青
少
年
の
考
え
方
を
知

る
。

事
業
内
容
(1)会
議
関
係
運
営
委
員
会
二
回、
地
区
補
導
員
会
議三
回、
補
導
員
会
議
三
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第
九
編
教

義
昭
(陸
上
、
ス
キ
ー
)

(合
唱、
オ
ペ
ラ)

岡
田
粂
夫、
松
浦
真
(吹
奏
楽)

手
島
修子

(文
化
サ
ー
ク
ル)

森
川
岩
夫
(防
火)

藤
進
(空
手)



回
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
三
回

(2)
補
導
業
務

(市
内)
街
頭
補
導
(夏
・
冬
休
み
・
学
年
末
休
み
・
祭
典

時)。
(市
外)
公
園
地
・
キ
ャ
ンプ
地・
海
水
浴
場
・
列
車
添
乗
補
導
・
そ

の
他
。

滝
川
町
青
少
年
団

昭
和
十
五
年
文
部
省
案
に
よ
り
青
少
年
団
を
改
組
、

戦
時下
に
適
合
し
た
錬
成
を
は
か
り、
皇
国
民
と
し
て
滅
私
奉
公
の
精
神
を
強

め
非
常
時
に
処
す
る
態
勢
を
整
え
た。
そ
の
中
核
を
な
し
た
も
の
は
各
青
年
学

校
生
徒で
あ
っ
て、
各
学
校
単
位
に
結
成
さ
れ、
団
長
は
各
青
年
学
校
長
が
当

た
り
小
隊
長
に
は
各
教
練
科
指
導
員
が
な
っ
た
。

ま
た、
滝
川
町
少
年
団
は
昭
和
十
六
年、
高
学
年
児
童
を
主
と
し
た
が三
年

生
以
上
を
参
加
さ
せ、
団
長
に
は
各
学
校
長
が
当
た
り、
小
隊
長
に
は
各
受
持

教
員
が
当
た
った
が、
い
ず
れ
も
終
戦
と
と
も
に
解
体
し
た
。

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
滝
川
第
一
団

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
北
海
道
連
盟

空
知二
一
隊
は、
昭
和二
十
五
年
三
月
、
光
暁
寺
住
職
朝
日
昇
道
の
発
議
に
よ

り、
光
暁
寺
仏
教
青
年
会
が
母
体
と
な
っ
て、
戦
後
混
迷
動
揺
し
て
い
る
少
年

に
社
会
教
育
を
施
し、
訓
練
し
て
善
良
な
市
民
を
育
成
し
よ
う
と
計
画
し、
わ

ず
か
な
が
ら
予
算
も
計
上
し
て
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
育
成
に
踏
み
切
っ
た。

こ
の
年
七
月
三
笠
町
奔
別
で
行
わ
れ
た
指
導
者
講
習
会
に
は
、
伊
東
照
信、

国
兼
治
徳
を
派
遣
し
受
講
さ
せ
、
町
教
育
委
員
会
そ
の
他
の
参
集
を
仰
ぎ
援
助

を
求
め
て、
八
月
十
三
日
訓
練
隊
を
結
成
し
た
。

隊
長

タ
イ
ガ
ー
班
長
佐
藤
勇

次
長
渡
辺
光
雄

次
長
吉
田
茂

次
長
渡
辺
恭
久

同
年
九
月
の
指
導
者
講
習
会
に
は、
朝
日
昇
道
が
受
講、
ま
た
ボ
ー
イ
ス
カ

第
二
章
社
会
教
育

ウ
ト
育
成
会も
で
き、
隊
員
育
成
へ
の
基
礎
が
作
ら
れ
た。

昭
和
二
十
五
年
十
一
月、
北
海
道
連
盟
空
知二
一
隊
と
称
し、
逐
次
隊
員
の

入
退
異
動
も
あ
っ
た
が、
常
に
積
極
的
健
全
育
成
を
続
け、
二
十
八
年
の
第
二

回
少
年
団
全
道
大
会
で
優
良
隊
と
し
て
表
彰
を
受
け
る
ま
で
に
な
り、
昭
和三

十三
年
七
月
一
日
市
制
施
行
に
よ
り
滝
川
第
一
団
と
な
っ
た
。

な
お、
二
十
六
年
七
月
に
は、
全
道
ボー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
長
講
習
会
を
滝
川

公
園
で
開
催
し
て
い
る。

し
か
し
、
昭
和
四
十
三
年
ご
ろ
よ
り
良
き
バ
ッ
ク
ア
ップ
が
得
ら
れ
ず
、

指
導
者
体
制
に
も
人
が
得
ら
れ
な
い
状
態
と
な
り
、
解
散
同
様
に
な
っ
て
い

た
。昭
和
四
十
六
年、
滝
川
市
は
文
部
省
指
定
を
受
け
て、
健
全
な
る
青
少
年
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
ね
ら
い
と
す
る
研
究
事
業
に取
り
組
ん
だ
結
果、
全
国

に
比
べ
る
と
、
青
少
年
活
動
の
不
活
発
さ
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ップ
し
、
ま

た
中
空
知
地
方
で
一
番
最
初
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
が
で
き
た
滝
川
で
は、
今
自

然
消
滅
の
状
態
な
ど
か
ら
、
「青
少
年
活
動
の
火
を
消
す
な
」
と
い
う
機
運
が

高
ま
り、
市
教
委
も
こ
の
再
興
に
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
し、
四
十
七
年

九
月
九
日
育
成
会
設
立
総
会
を
開
い
た
。

滝
川
ロー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
積
極
的
な
再
発
団
活
動
を
進
め、
青
年
会
議

所
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
クラ
ブ
、
宗
教
家、
個
人
篤
志
家
に
働
き
か
け
多
く
の
賛
同

者
を
得
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
育
成
を
す
す
め
、
市
民
各
層
に
も
支
援
を
呼
び
か

け、
特
に
運
営
体
制
及
び
財
源
確
保、
指
導
体
制
を
整
え、
新
し
く
団
員
を
募

集
す
る
等
、
復
活
で
は
な
く
新
発
足
の
意
図
に
燃
え
進
め
ら
れ、
同
年
十
月
二

十二
日、

「日
本
ボー
イ
ス
カ
ウ
ト
滝
川
第
一
団」
が、
再
発
団し
た
の
で
あ

北
斗
班
長

コ
ン
ド
ル
班
長
関
藤
徳
昌

神
部
辰
郎

伊
東
照
信

副
隊長

国
兼
治
徳
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育

る
。

第
九
編
教

発
団
式
は、
市
役
所
で
行
わ
れ、
五
年
生
か
ら
中
学
二
年
生
ま
で
の
新
団
員

四
〇
名
が
正
装
に
身
を
つつ
み、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウト
の
主
旨
で
あ
る
、
奉
仕
の

精
神
を
身
に
つ
け
、
人
の
た
め、
社
会
の
た
め
に
役
立
つ
人
間
と
な
る
よ
う

“三
指
の
礼
”
を
誓
い、
団
旗
ひ
る
が
え
る
中、
多
く
の
人
に
見
守
ら
れ、
感

激
と
祝
福
に
少
年
た
ち
は
ほ
ほ
を
紅
潮
さ
せ
、
新
た
な
出
発
を
し
た
。

歴
代
隊
長
照
信

初
代
伊
東

四
代
屋
敷

悟
五
代
中

二
代
朝
日
昇
道

文
雄

三
代
今
井
定
利

六
代
朝
日
堯
祐

猪
股
栄三

今
井
定
利

滝
川
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

昭
和
三
十
九
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
さ
き
だ
ち
、
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
四
十
一
号
に
よ
り
「ス
ポ
ー
ツ
振

興
法
」
が
制
定
さ
れ
る
や、
各
市
町
村
に
体
育
指
導
委
員
の
必
置
制
が
設
け
ら

れ
、
文
部
省
よ
り
ス
ポ
ー
ツテ
ス
ト
の
試
案
と
日
本
体
育
協
会
よ
り
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
育
成
に
関
す
る
通
達
が
あ
っ
た
。

滝
川
市
に
お
い
て
は、
昭
和三
十
八
年
九
月二
十
一
日、
全
道
に
先
が
け
て

江
陵
中
学
校
生
徒
四
〇
名
を
も
っ
て
「双
葉
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
の
男
女
二
団

を
結
成
し、
最
初
の
団
旗
が
伝
達
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
九
年
五
月
に
は
次
の
七
団
と
な
り
、
団
員
数
二
百
余
名
に
及
ん

で、
滝
川
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
編
成
の
認
可
を
得
た。

双
葉
スポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
部
二
〇
名

三〇
名

第
一
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

銀
河
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

三
〇
名

設
立
当
初
の
役
員

本
部
長
岩
本
正
義

ク
四四・
五

昭
和元・

五
副
本
部
長
越
沢
三
郎
～
現
在

三
浦
光
正

親
子
座
談
会

昭
和
四
十
四
年
三
月
、
「父
と
子
の
日
」
を
設
け
、
や
や

も
す
れ
ば
子
と
断
絶
し
が
ち
な、
父
と
子
の
会
話
を
深
め
よ
う
と
す
る
集
ま
り

が
あ
っ
た
が、
さ
ら
に
前
進
し
て
第
一
回
「親
子
座
談
会」
が
市
教
育
委
員
会

の
主
催
に
よ
り
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
十
八
日、
文
化
セン
ター
を
会
場と
し

て
開
か
れ
た。

「親
と
子
の
話
し
合
い
の
中
か
ら、
お
互
い
が
理
解
し
あ
い、
世
代
の
断
絶

を
な
く
そ
う
」
と、
市
内
各
小
・
中
・
高
校
か
ら
父
母
の
代
表、
児
童、
生
徒

の
代
表
各二
名
が
出
席、
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
部
会、
中
学
校
部
会、
高
等
学
校

部
会
で
活
発
な
意
見
の
交
換
が
行
わ
れ
た。

小
学
校
部
会
で
は、

「塾
に
つ
い
て
」
「遊び

と
勉
強」

「親
子
の
対
話
」

に
つ
いて
話
合
わ
れ、

「塾
通
い
は
趣
味
の
助
長
」
「手
作
り
の
遊
び
道
具
」

「対
話
は
親
子
の
挨
拶
か
ら
」
等
の
意
見
が
交
わ
さ
れ、
中
学
校
部
会
は
「親

の
立
場、
子
の
立
場
」「
親
や
社
会
に
何
を
望
む
か
」
に
つ
い
て
話
合
い、
「
対

話
は
お
互
い
を
理
解
す
る
の
に
大
切
」
「目
標
を
持
っ
て
努
力
」
「大
き
な
期

待
は
子
ど
も
に
重
荷
」
等
、
活
発
な
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
た。

高
等
学
校
部
会
は、
進
路
問
題
や
男
女
の
交
際
問
題
を
通
し
「親
の
お
し
つ

け
と
放
任
主
義
」「親

子
間
の
考
え
方
の
相
違
と
放
任
主
義
」
を
テ
ー
マ
に
話
合

468

三
〇
名

田
中
正
雄
昭和元・五
少
五四・三

死
亡

七
代
藤
田

稔

滝
川
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
育
成
会
長

※
再
発
足
時
の
役
員
氏
名

日
本
ボー
イス
カ
ウト
滝
川
第
一
団委
員長

三
〇
名

第
二
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

昭
和
元
・
五

小
四四・

五
昭
和
三
・
五

明
星
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

双
葉
ス
ポー
ツ
少
年
団
男
子
部
二
〇
名

北
陵
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

四
〇
名



昭和54年度滝川スポーツ少年団
本部長 三浦 光正 副本部長 越沢 三郎

" 田中 正雄(死亡)

"1 平沢 勇勇

団団 員 内 訳
団 名 代表者名 団員数

種別 小 中 高 計

男 14 14

滝川柔道第2団 佐々木金治

15 2

1 1

滝川柔道第1団 島倉敏雄

24 6

開西中学校バスケ ットボール 相沢喜一郎

10 1

5 5

滝 川 ピ ン ネ 菅野 正義
30 4

開西ソフトボール 星星隆蔵

16 3

16 16

イーストウルフ (野球) 藤井謙和

24 5

滝川市スキー 三好 薫

13 2

双 葉 越沢 三郎

15 3

男 36 13 49

北 陵 剣 道 山田鶴治

51 4

女 2 2

男 35 14 49

明 星 剣 道 福田 良輝

52 4

女 3 3

男 20 20

開 西 野 球 水林 広

20 4

女
一男 23 7 1 31

江 部 乙 剣 道 平沢 勇

31 1女
男
一

14 14

ジ ヤ ッ ク ス 久原 健一

14 2

女

ジ ュニア ドラゴンズ 斉木 孝

16 3

女
男

247

56 1

304
合 計 331

44女 5 22 27

指
者

導
数

女
男

女
男

女
男

女
男

24 24

5 5

「
女
一
男
一女

24 24

3 10 13男
女

男
女

8 7 15

30 30
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育
第
九
編
教

い
が
行
わ
れ、
「親
の
つ
ご
う
で
進
路
を
限
定
し
て
し
ま
う
」「
親
に
話
せ
る
男

女
交
際
」
「親
の
つ
ご
う
が
放
任
主
義
や
お
し
つ
け
に
」
等
の
意
見
が
出
た。

第
二
回
か
ら
滝
川
市
P
T
A
連
合
会
が
主
催
と
な
り
、
テ
ー
マ
と
し
て
小
学

校
「子
ど
も
か
ら
父
母、
教
師、
学
校
に
何
を
望
む
か、
父
母
か
ら
子
ど
も
に

何
を
望
む
か
」
中
学
校
「
親
(子
ども)

や
社
会
に
何
を
望
む
か
」
、
高
校
「親

子
間
の
考
え
方
の
相
違
と
共
通
点
」
を
掲
げ
、
五
十三
年
十
二
月
の
第
三
回
で

は
「親
は
子
に、
子
は
親
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
望
む
か」
お
互
い
の
立
場
を

理
解
し
、
よ
り
良
い
家
族、
家
庭
生
活
づ
く
り
を
目
指
し
意
見
交
換
し
た
。

江
部
乙
町
青
少
年
問
題
協
議
会

終
戦
後
十
有
余
年
の
歳
月
は、
心
な
ら
ず

も
発
育
途
上
の
青
少
年
に
多
大
な
影
響
を
与
え、
家
庭
教
育、
学
校
教育
の
欠

如
か
ら
と
思
わ
れ
る
青
少
年
の
非
行
が
累
増
し
、
前
途
に
暗
影
を
も
た
ら
し
、

行
政
・
教
育
的
見
地
か
ら
も
、
こ
れ
を
放
置
で
き
な
い
状
況
か
ら、
政
府
は
昭

和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
八
号
青
少
年
問
題
設
置
法
を
公
布、
町
村
は
任
意
設

置
の
方
針
で
あ
っ
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、
青
少
年
健
全
育
成
は
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
問
題
と
し

て
検
討
中
で
あ
っ
た
が、
当
時
活
発
な
住
民
総
ぐ
る
み
運
動
を
展
開
し
て
い
た

町
社
会
福
祉
協
議
会
は、
町
教
育
委
員
会
と
提
携
し、
積
極
的
に
こ
の
問
題
に

対
処
す
る
た
め、
昭
和
三
十
五
年
二
月
四
日、
関
係
機
関、
団
体
代
表
者
等
の

連
絡
会
議
を
開
催
し
、
青
少
年
の
現
況
事
例
発
表
を
行
い、
対
策
の
協
議
を
し

て
、
青
少
協
設
置
の
必
要
性
を
認
め、
準
備
委
員
を
定
め、
設
立
草
案
を
検
討

し
て
、
同
年
三
月
七
日
準
備
委
員
会
総
会
に
お
いて
、
規
約、
運
営
要
綱、
事

業
方
針、
育
成
行
事
等
を
決
定
、
同
日
設
立
総
会
に
移
行
し
、
会
長
以
下
五
〇

名
に
及
ぶ
委
員
構
成
を
決
め
発
足
し
た
。

委
員
の
他
に
校
外
指
導
員
と
し
て
学
校
関
係、
地
域
町
内
会
か
ら
一四
七
名

を
委
嘱
し、
全
町
あ
げ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
ん
だ
。

当
時、
空
知
支
庁
管
内
で
も
、
こ
の
よ
う
に
大
が
か
り
な
体
制
を
設
け
た
類

例
が
な
い
ので
、
空
知
支
庁
でも
そ
の
成
果
を
期
待
す
る
所
が
大
き
か
っ
た

(条
例
設
置
で
な
い
た
め
委
員
は
無
報
酬
で
あ
っ
た)。

こ
の
よ
う
に
し
て、
育
成
行
事
は
恒
例
化
し
、
そ
の
推
進
と
併
せ
て
青
少
年

や
町
民
の
ニ
ード
を
高
め、
要
望
を
と
り
あ
げ
、
子
ど
も
会
の
結
成、
水
難
防

止
の
た
め
プ
ー
ル
造
成
な
ど
、
育
成
環
境
の
整
備
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た。

昭
和
四
十
一
年
三
月
二
十
四
日、
従
来
の
任
意
設
置
「
青
少
年
問
題
連
絡
協

議
会
」
を
条
例
設
置
の
「青
少
年
問
題
協
議
会
」
に
改
め、
合
併
に
至
る
ま
で

活
動
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

滝
川
市
青
少
年
問
題
協
議
会

滝
川
市
に
つ
い
て
も
江
部
乙
町
と
同
様
な
活

動
を
行
っ
て
今
日
に
至
る
が、
会
長
に
は
市
長
が
あ
た
り
、
委
員
の
任
期
は
二

年
で
あ
る
。

昭
和
三
十
六
年
六
月二
十
三
日
委
嘱

阪
本

星
保
三
郎

金
子
協
平

水
谷
五
一

昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
三
日
委
嘱

中
島
正
雄

岡
本
義
雄

金
子
協
平

林 業
天
孝
一

ミ
ツ

中
村
孝
吉
◇

村
本
五
三
郎

新
保
仁
三
郎

小
原

淳

470

中
島
正
雄

昭
和
四
十
年
六
月
三
十
日
委
嘱

岡
本
義
雄

金子
誠
二

浦川
武
雄・

後
藤

田
子

ヒ
サ・

藤
井
武
田
忠
志 卓
・

埴
淵
義
雄

大
堀
内野

長
盛
誠
治へ

八
幡
藤
夫
△
林

村
本
五
三
郎

小
原
吉
岡
清
栄 淳

岩
本
正
義

星
保
三
郎
・

犬
飼
克巳

水谷
五
一

竹
村
直
三
△
吉
村
良
三
郎
△

白
水

中
村
常
雄務

埴
淵
義
雄・

八
幡
藤
夫

業
天
孝
一

鎌
田

杉
浦
善
正 博

村
本
五
三
郎

茂
吉
岡
清
栄

セ
イ

ミ
ツ
ム

新
保
仁
三
郎



柳
元

第
二
章
社
会
教
育

豊

寺
嶋
周
一
郎

昭
和
五
十
二
年
七
月
一
日
委
嘱

薮
内
英
之

長
谷
田
由
成

伊
藤
正
通 功

金
子
重
男

内
山
俊
吉

柳
元
関藤

竜
静

松
林
正
介豊

早弓 田
中
正
雄

綱
淵
正
幸

房
松

中
田

佐
木々
敏夫
・

鬼崎
昭
雄翼
・

昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
委
嘱

山
田
達
利

治治
柴
山
忠
男

石
井
一雄

山
下
久
光

仁
多
原
巌

小
橋
健吾

神
谷
敏
幸

所 長
谷
川
由
成

谷
野
三
郎

鬼
崎
昭
雄
和
暢

寺
島
周
一
郎

吉
田
弘
一

田
村
文
雄

原
田
淳
一

友
野

正
福
原
一雄

長
谷
川
文
夫

井
田
昭
夫

柳
元
村
上
清
見

野
尻
五
郎

谷
岡

斉豊

山
田
喜
千
代

石
原
英
二

△
印
中
途
補
任

青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

青
少
年
の
育
成
補
導
を
行
う
機
関
及
び
団
体
が
連

携
し、
適
切
な
事
業
活
動
を
実
施
す
る
た
め、
昭
和
四
十三
年
五
月
八
日
設
置

規
則
を
公
布
し
て、
滝
川
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
委
員
を
委
嘱
し
た
。

そ
の
後
昭
和
五
十
一
年
に
至
っ
て
青
少
年
補
導
セン
ター
と
し
て
新
発
足
す

る
こ
と
に
な
り
、
同
年
七
月
五
日
規
則
の
全
部
改
正
と
な
り
各
学
校
の
連
携
を

も
っ
て
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

業
務
内
容
は

一、
青
少
年
関
係
機
関
及
び
団
体
の
連
絡
調
整
二
、
非
行

防
止
と
健
全
育
成
の
指
導
三、
相
談、
補
導
及
び
事
後
指
導
四
、
青
少
年

補
導
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
五、
小
・
中
学
校
部
会
の
連
携
強
化
及び
研
修

六、
そ
の
他
青
少
年
の
補
導
に
必
要
な
事
項
と
な
っ
て
い
る
。

田
中
君
太
郎

武
田

セ
イ

平
沢

勇 勇
関
藤
竜
静

太
田
盛
夫

寺
嶋
周
一
郎

谷
口
正
雄

沼
田
清
吉

後呂
義
久

新
庄
由
松△

鷲
尾
外吉

香
西
キ
ク

新
庄
由
松・

森田
光
雄

金
子
重
男

手
嶋
二
枝

寺
田
利
雄

居
林
友一

関
口
千
秋
・
鍬
田

勉
角田

義
一

田
中
正
雄

早弓
房
松

松
田
政
彦
△

沢
井
武
文

後
呂
義
久

米
倉
鶴
之
助・

石
黒
貞
一

田
中
正
雄

武
田

セ
イ

関
藤
竜
静

岡
本

下
村

日
野
田
通
正

昭
和
四
十
四
年
六
月二
十
二
日
委
嘱

太
田
盛
夫

白
水

谷
口
正
雄

亘
理

務
矢
島
亀
鍋

谷
口
正
雄△
畑
中
智
子

下
村
信
雄
△

務
矢
島
亀
歸 要
△

中
村
常
雄・

関
藤
竜
静

高
橋
伍
郎

綱
淵
正
幸

田
中
正
雄

石
出
岩
夫

長
屋
昌
也

金
子
重
男

山
本
文
子

増
谷

山
越
邦
夫

小川
功

敏
幸
・
和
田
周
吉
・
井
田
昭
夫・

若
山
良
一繁
・
高石

啓一・

淳
一・

野
尻
五
郎
・

豊
手
嶋
二
枝

橋爪
進

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日
委
嘱
(・
印
中
途
退
任
)

石
川
孝
司節

柳
元

谷
野
三
郎

吉
田
弘
一
・
神
谷
福
原

佐
藤
一
雄・

北
野

原田
伊藤

惣
造

関
藤
竜
静

寺
嶋
周
一
郎

松
田
田
中
正
雄

岡
本
義
雄功
△

昭
和
五
十
年
七
月
一
日
委
嘱

神
山
幸基

業
天
孝
一

長屋
昌
也

松
田

長
門

功 功

神
山
幸
基

土
屋
清
治
・
田
口
栄
吉

業天
孝
一

白
水

吉
村
良三
郎

太
田
盛
夫

犬
飼
克
己

竹
村
直
三

東
金
次
郎

兵
藤亀
之
助
:
樫
田
寅
雄

伊
藤

吉
岡
清
栄
・

宮
本
弥
蔵
△

昭
和
四
十
二
年
六
月二
十
三
日
委
嘱

籔
内
詰
夫
・
亘
理

杉
浦
善
正

小
田
中
キ
ヌコ

宮
本
弥
蔵

岩
本
正
義・

関
藤
竜
静

敏
夫

町
田
正
利・

白
水

敏
夫

繁
夫
△

杉
浦
善
正
信
雄・

室
塚
義
信

榎
本

義
雄

昭
和四
十六
年
六月
一日
委
嘱
(合
併
後)

白
水

務
岡
本 田

義
雄

早
弓

房
松

日
野
田
通
正

昭
和
四
十
八
年
六
月
一
日
委
嘱

神
保
良
一

孝
吉

中
村

杉
浦
善
正

武
田
セイ

矢
島
亀
靍△

・印
中
途
退
任

大
倉
末
吉
△

業
天
孝
一

米
倉
鶴
之
助
△

石
黒
貞
一
△

手
嶋
二
枝
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昭
和
五
十
一
年
七
月
十
六
日
委
嘱

矢
島
亀
靄

業
天
孝
一



育

斉
藤
忠
義

第
九
編
教木
幡
孝
雄勇

藤
井
三
喜
子第
五
節
青
年

団

1
滝
川
青
年
団
の
動
き

滝
川
青
年
会

滝
川
で
は
明
治
四
十
三
年
、
滝
川
第
一
尋
常
高
等
小
学
校

長
越
田
太
郎
が
青
年
教
育
の
重
要
性
を
力
説
し、
第
二
尋
常
小
学
校
長
前
和
宴

と
と
も
に、
村
長
大
竹
康
造
を
は
じ
め
奥
井
直
吉
、
池
田
好
太
郎、

深
沢
四

郎
、
牟
田
末
雄、
山
中
松
尾
、
中
村
鶴
吉、
三輪
清
輔、
南
房
吉
、
仁
科
専

三
、
小
西
春
見、
小
野
竹
熊、
堀
田
平
二
、
樋
口
隆
治ら
が
糾
合
発
起
人
と
な

り
青
年
会
設
立
に
奔
走
し
全
村
の
青
年
か
ら
会
員
を
募
集、
同
年三
月
二
十
日

第
一
小
学
校
で
発
会
式
並
び
に
創
立
総
会
を
開
催、

「滝
川
青
年
会
」
を
設

立
、
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は、

「教
育
に
関
す
る
勅
語
及
び
戊
申
詔
書
の

趣
旨
を
奉
戴
し、
こ
れ
を
実
行
し
協
同
一
致
の
精
神
を
以
て
福
利
を
増
進
し
、

社
会
の
進
歩
に
貢
献
せ
ん
と
す
る
に
あ
り
」
と
し
、
主
な
事
業
は、
滝
川
文
庫

の
開
設
、
夜
学、
農
商
に
関
す
る
講
習
会
、
模
範
農
園
の
経
営
な
ど
で、
会
長

に
大
竹
康
造
を
定
め、
正
会
員
は
一七
歳
か
ら
三
〇
歳
ま
で、
会
員
数
三
百
五

十
余
名
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
四
年
十
一
月
十
二
日
、
会
長
死
亡
に
よ
り
助
役

奥
井
直
吉
が
会
長
と
な
り、
空
知
ほ
か三
郡
農
会
の
経
営
に
よ
る
模
範
農
園
作

圃
を
引
受
け、
作
業
を
す
る
な
ど
成
績
向
上
に
努
め
た
。

滝
川
町
連
合
青
年
団

大
正
四
年
十
月
滝
川
青
年
会
を
滝
川
青
年
団
と
改

称
し、
団
則
を
改
訂
し、
各
地
域
社
会
を
区
域
と
し
た
各
青
年
団
が
結
成
さ

れ
、
滝
の
川
青
年
団、
幌
倉
青
年
団、
空
知
太
青
年
団、
東
部
青
年
団、
西
部

青
年
団
が
発
足
、
全
町
一
丸
と
し
て
滝
川
町
連
合
青
年
団
が
結
成
さ
れ
た
。

大
正
九
年
から
訓
令
に
基
づ
き
、
各
単
位
青
年
団
は
団
長
以
下
各
役
員
は
団

員
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
滝
川
町
市
街
地
青
年
団
も
結
成
加
盟
、

六
青
年
団
体
と
な
る
。

昭
和
十
三
年
一
月
に
は、
従
来
の
男
子
青
年
団
と
女
子
青
年
団
を
合
併
統
一

し
、
時
代
に
即
応
す
る
青
年
団
の
育
成
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。

滝
の
川
青
年
団

明
治
四
十
三
年三
月二
十
日
青
年
会
の
創
立
を
み、
翌

四
十
四
年
部
会
制
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
、
農
村
方
面
は
滝
川
第
二
青
年
会
と

い
っ
て
い
た
。

大
正
五
年
九
月、
滝
の
川
青
年
会
が
独
立
し、
大
正
十
年
十
月
三
十
一
日、

滝
の
川
青
年
団
と
改
称
し
、
終
戦
時
ま
で
活
動
し
て
き
た
。

大
正
十
一
年
十
二
月
、
二
の
坂
倶
楽
部
並
び
に
旧
滝
川
神
社
跡
荒
蕪
地
を
、

旧
南
兵
村
か
ら
寄
贈
さ
れ、
倶
楽
部
は
集
会、
剣
道
稽
古
な
ど
の
場
所
と
し
て

大
い
に
活
用
さ
れ、
神
社
跡
荒
蕪
地
は
団
所
有
地と
し
て
開
墾
し
、
翌
十二
年

か
ら
は
小
作
人
を
入
れ
て
耕
作
さ
せ、
昭
和
三
年
か
ら
七
年
の
売
却
時
ま
で、

毎
年
全
団
員
が
出
役
し
て
造
田
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
正
十
二
年
十
月
団
旗
制
定
、
翌
十
二
年二
の
坂
グ
ラ
ン
ド
造
成
協
力、
十

三
年
三
月
、
二
の
坂
倶
楽
部
を
買
却、
以
後
第
二
小
学
校
で
会
合
そ
の
他
を

行
っ
て
き
た
。

昭
和
に
入
っ
て
から
太
平
洋
戦
争
決
戦
態
勢
と
な
り
青
年
団
活
動
中
止
に
至

る
ま
で、
団
員
協
力
一
致
し
修
養
に
努
め
実
践
を
深
め、
空
知
支
庁
長
な
ど
か
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ら
表
彰、
修
養
綬、
奉
公
綬、
共
励
綬
の
授
与
を
受
け
て
い
る
。

歴
代
団
長

初
代
大
竹
康
造栄

三
代
並
河

五
代
松
本三
千
樹

11

昭
和
八・
三・三

二三・二
・二六

二五・二
・二

七
代
竹
原
徳
太
郎
ミ

1111二〇・三・二
一八・二

・三

昭
和
二
十
一
年
二
月、
滝
の
川
青
年
会
の
結
合
を
は
か
っ
て
「
滝
の
川
青
年

同
志
会
」
結
成
準
備
委
員
会
を
構
成
し
、
具
体
的
に
問
題
討
議、
四
月
三
日、

総
会
を
開
き
「
滝
の
川
青
年
団」
と
し
、
昭
和三
十
五
年
に
至
っ
て
い
る
。

歴
代
団
長

11

ハ

〃
セニ

二五〃

昭
和三
年
度
初
代
川
井
信
一

三
代
兼
田
智

岸
栄吉

五
代
七
代
村
岡
辰
男

九
代
福
田
和
義

三
代
尾
崎
勉

一五代
藤
井
忠
志

団
員
二
七
年
一
〇
七
名
二
九
年
一
三三
名
三二
年
一〇
〇
名
三
五
年
八
〇
名

東
滝
川
青
年
団

明
治三
十
九
年、
真
宗
幌
倉
説
教
所
平
田
教
信
の
発
議

に
よ
り
、
幌
倉
青
年
団
を
創
立
し、
明
治
四
十
四
年
に
は
滝
川
青
年
会、
第
二

部
青
年
会
と
称
し
た
。
大
正
四
年
組
織
の
改
正
に
よ
り
、
再
び
幌
倉
青
年
団
と

改
称
し
団
則、
団
旗
を
制
定
、
団
員
数
は
約三
十
名
で
あ
る
。

団
員
一
同
修
養
努
力
、
活
動
に
励
み
感
謝
状
の
授
与
、
優
良
青
年
団
と
し
て

修
養
綬、
勤
労
総
動
員
共
励
事
項
優
良
に
よ
り
共
励
綬
を
授
与
さ
れ
る
など
が

第
二
章
社
会
教
育

あ
っ
た
が、
戦
争
し
烈
と
な
っ
て
か
ら
は、
青
年
活
動
は
し
ば
し
ば
中
断
さ
れ

終
戦
を
迎
え
た
。

歴
代
団
長
は、
小
林
儀三
郎、
牟
田
末
雄、
増
田
栄
一、
河
内
治
吉、
斉
藤

慶
男
、
深
沢
一、
東
藤
永
太
郎、
横
葉
勇、
本
野
庄
一、
大
橋
政
義、
山
岸
幹

男
、
本
野
俊
夫、
土
谷
明
夫、
林
立、
池
永
清
一
で
あ
っ
た
。

終
戦
後、
世
情
混
迷
の
中
に
あ
っ
て
青
年
活
動
は
必
ず
し
も
活
発
と
は
い
え

な
か
っ
た
し
、
民
主
主
義
が
高
調
さ
れ
て
自
由
主
義
が
流
れ、
青
年
団
も
自
由

加
入
と
な
り
運
営
も
困
難
が
あ
っ
た
。

昭
和二
十
八
年
八
月、
青
年
団
の
振
興
強
化
の
声
が
盛
り
上
り、
団
則
を
改

正
し
て
再
発
足、
団
員
を
勧
奨
し
こ
こ
に
面
目
を
一
新、
そ
れ
以
来
各
種
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

団
長

初
代
内
野
長
盛

三
代
中
野
治
夫
々
三
年

四
代
大
橋
広
義

六
代
石
川

二
代
新
森二三

十
四
昭
和三
年

三
年

誠

1111

"1

壹
年

二
年

11 "

元
" "

三ール
二
代
神

清
〃

三
11 11 "
二八!
三六!
二四ク

四
代
森
村
綱
広
宮
内
英
而

六
代
河
野
伝

八
代
坂
下
薫

10代
佐
木々
栄
吉

三
代
佐
藤
恒

一四代
勝
俣
求

心
三四
ク 二
代
菅
原
武
彦
大
正
五・
九

三・
二・

三14.11.17

一〇・
四・一九

明
治膠・2三10
少
四四・二

・三

ミ
大
正
一〇・
四・二0

四
代
宮
武
丑三
郎

11〃〃〃

昭和
六・四・三

"

六
代
十
河
与
太
郎

元・二〇・三1

昭
和三
年
度
二
代
中
村
泰二

森
村
綱広

昭
和
二
年

小
一
年

五
代
社
内
外
治
〃
三
年

東
部
青
年
団
(字
名
改正
以
前
は
東
裡
)

東
部
青
年
会
が
結
成
さ
れ
た
の
は
大
正
六
年
六
月
十
四
日
で、
酒
井
利
太

郎、
前
田
吉
蔵、
桑
原
島
之
進ら
有
志
の
発
起
に
よ
り
出
発
し、
会
員
を
正
会

員、
賛
助
会
員、
特
別
会
員
の三
種
に
分
け、
会
長
に
は
も
と
屯
田
兵
で
あ
っ

た
酒
井
利
太
郎
が
就
任
し
た
。

昭
和二
年、
滝
川
町
連
合
青
年
団
の
下
部
組
織と
し
東
部
青
年
団
と
改
称
し

た
。本
団
に
は
青
年
の
集
合
す
る
適
当
な
建
物
が
な
く、
青
年
集
会
所
の
建
設
の
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育

た
め、
雪
お
ろ
し
、
砂
運
び
、
排
水
掘
な
ど
に
団
員
総
出
で
資
金
を
蓄
積
し
、

昭
和
七
年、
部
落
と
協
力
し
「東
部
青
年
倶
楽
部」
を
建
設
し
た
。

終
戦
後、
昭
和二
十
一
年
組
織
を
新
た
にし
、
東
部
青
年
同
志
会
と
し
て
再

出
発、
同
年
十
月
二
日、
女
子
青
年
を
吸
合
し
、
新
し
く
東
部
青
年
団
を
結
成

し
、
以
来
農
村
青
年
と
し、
新
し
い
世
代
へ
の
修
養
の
場
と
し
た
。

歴
代
団
長

酒
井
利
太
郎

三
谷
直
三

秋田
富
蔵

善
一

島
沢

田
辺
則
雄

桑
原
秀
幸

空
知
太
青
年
団

大
正
十
年二
月
二
日
創
立
で、
初
代
団
長
は
山
田
谷
鶴

で
あ
り
、
そ
の
後
も
存
続
し
て
い
た
が、
書
類
散
逸
し
て
い
て
詳
細
を
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

西
部
青
年
団

区
域
も
狭
く
団
員
数
も
少
な
か
った
が、
大
正
六
年
六
月

小
野
与
太
郎
ら
の
努
力
で
、
西
部
青
年
会
を
創
立、
次
い
で
西
部
青
年
団
と
改

称
し
存
続
し
て
い
た
が、
太
平
洋
戦
争
が
烈
し
く
な
った
こ
ろ
か
ら
、
い
つと

は
な
し
に
消
滅
し
た
。

滝
川
市
街
地
青
年
団

団
長
小
野
与
太
郎、
貞
広
春
治、
西
川
滝
雄、
宮
本
政
男、
藤
井
早
高、
岡
内
杉
一
郎

大
正
九
年
結
成、
市
街
地
青
年
団
員
は
相
当
数
に

の
ぼ
っ
て
い
る
が、
職
業
の
関
係
で
団
結
す
る
こ
と
が
困
難
で、
各
種
競
技
会

の
時
に
そ
の
特
技
を
も
つ
青
年
が
参
加、
優
れ
た
成
績
を
挙
げ
る
程
度
で
あ
っ

た
。昭
和
の
は
じ
め
市
街
青
年
団
の
結
束
を
固
め
盛
り
あ
げ
て
い
き
た
い
も
の
と

神
部
五
郎
を
団
長
に
推
し
、
華
し々
い
ス
ター
ト
を
し
て
人
の々
期
待
を
も
た

れ
た
が、
健
康
す
ぐ
れ
ず
間
も
な
く
引
退、
次
い
で
坪
田
政
七、
古
館
梅
太
郎

が
相
つ
い
で
団
長
に
就
任
し
た
が、
見
る
べ
き
活
躍
も
な
く
、
い
つ
と
は
な
し

に
解
散
し
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
十
四
年
度
末
団
員
数

滝
の
川
青
年
団
八
二

東
部
青
年
団

一
八

幌
倉
青
年
団
三
七

西
部
青
年
団
六

空
知太
青
年
団
一二一

合
計

一五
六

滝
川
町
連
合
女
子
青
年
団

明
治
に
な
っ
て
女
性
の
自
覚
と、
男
子
青
年
団

か
ら
の
刺
激
と
が
あ
い
ま
っ
て、
処
女
会、
あ
る
い
は
少
女
会
の
名
に
よ
っ
て

各
地
に
組
織
さ
れ、
本
町
でも
滝
の
川、
幌
倉
に
そ
の
組
織
を
み
た
。

大
正
十
五
年
十
一
月
十
一
日、
内
務、
文
部
両
省
の
訓
令
に
よ
り、
女
子
青

年
の
修
養
機
関
と
し
て
女
子
青
年
団
の
振
興
を
促
進、
滝
川
に
あ
っ
た
処
女
会

も
女
子
青
年
団
と
改
称、
昭
和
四
年
三
月
十
五
日、
女
子
青
年
団
を
統
一
し

て
、
滝
川
町
連
合
女
子
青
年
団
の
結
成
式
を
第
一
小
学
校
で
挙
行
し
た
。

滝
の
川
女
子
青
年
団
七
四

幌
倉
女子
青
年
団
三
八

昭
和
十
四
年
末
団
員
数

滝
川
女
子
青
年
団
八
二

合
計

一九
六

滝
川
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

太
平
洋
戦
争
の
終
結
に
よ
っ
て
「滝
川
町

連
合
青
年
団
」
は
事
実
上
解
散
に
な
っ
た
が
、
各
単
位
団
体
は
自
主
的
に
青
年

活
動
の
必
要
を
認
め、
再
出
発
へ
の
基
礎
を
固
め、
滝
の
川
青
年
団、
東
部
青

年
団、
明
星
青
年
団、
東
滝
川
青
年
団、
池
の
前
青
年
団
が
発
足、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
を
展
開
し
た
。

明
星
青
年
団
長
近
藤
輝
雄
ほ
か
滝
の
川、
東
部
な
ど
の
団
長
相
図
り
、
青
年

団
の
連
絡
を
密
に
し、
そ
の
向
上
を
は
か
る
よ
う
推
進
し、
昭
和
二
十
六
年
十
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一月
三
日、
前
記
五
団
体
が
加
盟
し
、
全
町
統
一
の
活
動
を
開
始
し
た
。

歴
代
会
長

初
代
近
藤
輝
雄

三
代
佐
木々
栄
吉
〃
三
〃

五
代
佐
藤

七
代
大
橋
弘
芳
ク
ゴ
ク

九
代
赤
川
昌
弥
〃
壱モ〃

恒
ク
三
〃

二
代
岩
村

〃
元完

"

三
代
吉
田
敏
昭
々
四
ノ
三

一
代
社
内
智
昭

ク
四
ぐ

一
代
山
田
義
輝
か
四五!

一八代
岡
内
秀
二
郎
4
哄
〃

青
年
団
活
動
は
主
と
し
て
農
業
地
域
に
お
い
て
継
続
さ
れ
て
い
た
が、
農
業

構
造
改
善
に
よ
る
近
代
化
が
進
む
に
つ
れ、
青
年
層
の
離
農
が
増
加
し
、
単
位

団
体
は
団
員
減
少
で
運
営
困
難
と
な
り
、
幹
部
の
熱
心
な
対
応
策
も
効
な
く、

単
位
団
体
の
解
散
・
離
合
が
相
つ
ぎ、
地
域
や
名
称
な
ど
変
遷が
あ
っ
た
が、

詳
述
す
る
記
録
が
な
い。

昭
和
四
十
年
か
ら
四
十
六
年
ま
で
の
単
位
団
は、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

北
滝の川、

東
滝川、

池の
前、
東町。

2
江
部
乙
青
年
団

青
年
団
は
明
治
の
中
ご
ろ
か
ら
あ
っ
た
が、
青
年
団
体
は
古
く
か
ら
組
織
さ

れ
て
い
た
も
の
で
、
昔
神
社
を
中
心
に
し
た
若
連
中
と
か
方
限
(ほうき

り)
と

か
若
衆
組
と
か
称
え
ら
れ
た
青
年
団
体
が
あ
り、
武
士
道
を
中
心
と
し
て
は
会

津
の
白
虎
隊、
薩
摩
藩
の
健
児
社
の
よ
う
に
有
名
な
青
年
団
体
が
組
織
さ
れ、

そ
れ
ら
は
共
通
興
味
を
中
心
に、
各
自
の
生
活
味
を
豊
富
に
取
り
入
れ
修
養
・

研
鑚
し
努
力
し
扶
け
合
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
年ご
ろ
か
ら
若
連
中
以
外
に
各
種
の
団
体
が
生
ま
れ、
何
青々
年

会
な
ど
と
い
う
集
ま
り
が
で
き
て、
種
修々
養
に
努
め
社
会
事
業
を
担
当
し
て

い
た。
そ
し
て、
大
正
四
年
の
訓
令
が
出
る
に
至
っ
て、
各
町
村
に
お
け
る
青
年
団

の
発
達
は
長
足
の
進
歩
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

本
町
で
は
初
め
江
部
乙
青
年
会
と
し
て、
明
治
四
十
三
年
四
月
十
日
北
辰
小

学
校
に
お
い
て
発
会
式
を
挙
げ、
会
則
を
決
め
初
代
会
長
と
し
て
亀
田
信
雄
が

推
さ
れ、
共
同
耕
作、
夜
学
会、
共
同
事
業、
武
術
会
の
開
催、
講
習
会、
祭

典
幇
助
等
の
事
業
を
行
っ
た
。

青
年
団
体
存
立
の
目
的
は、
青
年
の
修
養
機
関
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で、
青

年
は
青
年
団
活
動
の
中
に
あ
っ
て、
健
全
な
る
国
民、
善
良
な
る
公
民
と
し
て

の
素
養
を
修
得
す
る
に
あ
る
。
社
会
の
趨
向、
時
代
の
変
遷
を
認
識
し
、
品
性

の
陶
治
を
図
り、
知
識
の
向
上
に
努
め、
体
力
を
増
進
し
技
能
を
磨
き、
実
生

活
に
適
切
な
智
能
を
体
得
し
て
、
自
分
の
家
庭
を
整
え、
質
実
剛
健
克
く
国
家

の
進
運
に
協
力
し
得
る
素
養
を
つく
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
と
し
た
。

大
正
四
年
一
月
全
村
を
三
区
域
に
分
け
各
区
に
支
部
長
を
設
け、
こ
れ
を
統

轄
且
つ
代
表
す
る
こ
と
と
し
、
大
正
七
年
一
月
人
口
増
、
団
員
数
増
加
に
よ
り

七
支
部、
そ
の
後
十
二
年
に
は
一
時
六
支
部
制
を
と
っ
た
が
、
昭
和
四
年
十
二

月
に
再
び
七
支
部
制
と
な
った。

大
正
十
一
年
一
月、
自
治
的
団
体
運
営
が
よ
い
と
の
意
見
に
よ
り、
団
則
を

変
更
し、
団
長
以
下
各
役
員
を
団
員
中
から
こ
れ
を
選
出
す
る
こ
と
と
し
た。
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そ
の
後、
満
州
事
変
・
日
華
事
変
に
突
入
す
る
非
常
事
態
に
な
り、
昭
和
十

三
年
一
月
、
総
会
の
議
に
よ
り、
従
来
の
男
子
青
年
団
と
女
子
青
年
団
を
合
併

統
一し
、
時
代
に
適
応
す
る
理
想
的
団
体
を
育
成
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
一決

し
た
。
当
時
は
父
兄
の
間
に
強
硬
に
反
対
す
る
者
も
あ
り、
経
営
に
は
非
常
な

苦
心
が
あ
った
。

か
く
て
、
女
子
青
年
団
と
合
併
に
よ
り
、
青
年
団
活
動
も
活
気
を
呈
し、
団

員
の
加
入
も
益
増々
加
し
、
一ヵ
年
を
出
で
ず
し
て
団
員
五
〇
〇
名
を
数
え
る

に
至
っ
た
の
で、
昭
和
十
四
年
一
月
団
則
を
変
更、
従
来
の
支
部
制
を
分
団
制

と
し
、
各
単
位
分
団
の
自
主
的
活
動
を
強
化
す
る
方
法
が
講
ぜ
ら
れ、
そ
の
後

部
落
町
内
会
が
設
け
ら
れ、
連
合
会
組
織
が
設
け
ら
れ
た
の
で、
分
団
地
域
も

こ
れ
に
従
っ
て
組
織
替
え
が
行
わ
れ、
そ
の
数
も
増
加
し
て
一三
分
団
に
分
け

ら
れ
た
。

終
戦
に
よ
っ
て
一
時
青
年
団
も
自
然
解
散
の
よ
う
な
状
態
と
な
った
が、
昭

和
二
十
年
九
月、
日
本
再
建
の
重
任
を
背
負
う
も
の
は
青
年
以
外
に
な
い
と
協

議
の
結
果、
数
回
会
合
を
重
ね、
同
年
十
一
月
初
代
団
長
に
進
藤
勇
を
推
せ
ん

各
分
団
ご
と
に
分
団
員
を
獲
得
す
る
こ
と
と
し
、
再
生
江
部
乙
青
年
団が
設
置

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

江
部
乙
女
子
青
年
団

大
正
十
年
三
月
十
日、
江
部乙
処
女
会
と
し
て
呱

々
の
声
を
挙
げ、
会
則
を
議
決
し
初
代
会
長
に
永
満
利
八
が
推
さ
れ
た。

そ
の
目
的
と
す
る
所
は、
女
性
の
心
身
の
陶
冶
を
図
り
、
品
性
を
高
め、
技

芸
及
び
知
能
の
修
得
に
努
め、
も
っ
て
良
妻
賢
母
た
る
素
地
を
養
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

大
正
十
五
年
十
一
月
、
内
務
・
文
部
両
大
臣
の
訓
令
に
基
づ
き
、
女
子
青
年

三
代
土
田

の
修
養
機
関
と
し
て、
女
子
青
年
団
の
振
興
を
図
り、
忠
孝
の
本
義
を
体
し
、

婦
徳
の
涵
養
に
努
め、
実
生
活
に
適
切
な
知
能
を
研
磨
し
、
勤
倹
質
実
の
風
を

興
し
、
体
育
を
重
ん
じ
健
康
を
増
進
し、
情
操
陶
冶、
趣
味
の
向
上
を
図
り
、

公
共
的
精
神
を
養
い、
社
会
の
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
強
調
し、
進
め
ら
れ

て
き
た
。

こ
こ
に
お
い
て
全
国
的
に
も
女
子
青
年
団
成
立
の
機
運
と
な
り
、
本
町
で
も

全
町
一
丸
と
す
る
女
子
青
年
団
の
組
織
を
企
図
し
、
昭
和
三
年
四
月
十
五
日
総

会
を
開
き、
江
部
乙
女
子
青
年
団
を
組
織
し
た
が、
そ
の
後
、
昭
和
十
三
年
に

至
り
発
展
的
に
こ
れ
を
解
消
し
て、
男
子
青
年
団
と
合
併
す
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。

歴
代
団
長

初
代

一
ノ
瀬
運
次
郎

三
代
岩
橋
浅
次

五
代
前
田
梅
次
郎

七
代
長
井
利
夫

九
代
進
藤

二
代
松
浦
盛
次 勇

三三代
森
井

一五代
宇
川

秋

一七代
川
端
昇
一

正
之

三
代
太
田
哲
成

三
代
太田

二
代
太
田
哲成 哲成

秀
雄

!

〃11 11

!
元
年
度

四
年度
聖
年
度

翌五年
度

二四代
三
代
川
島

三
代
川
島

中
屋

泰 泰 務
〃 11

"

四〇年度
四
年
度

四四年
度

哭
年度
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昭
和二
十
四
年、
中
空
知
青
年
団
体
協
議
会
に
加
盟
し
た
が、
二
十
五
年
に

は
中
青
協
を
脱
会
し
北
空
知
青
年
団
体
協
議
会
に
加
盟、
同
年
江
部
乙
町
青
年

団
体
協
議
会
と
改
称
す
る
。
三
十
四
年
川
端
昇
一
北
青
協
委
員
長
に
就
任。

昭
和
四
十
三
年
北
青
協
を
退
会
し
て
中
空
知
青
年
団
体
協
議
会
に
再
び
加
盟

し
た。
昭
和
四
十
七
年
川
島
泰
が
中
青
協
会
長
を
つ
と
め
て
い
る
。

新
し
い
歩
み
を
始
め
て
か
ら
滝
川
市
と
合
併
す
る
ま
で
の
概
況
を
み
る
と、

研
修
の
た
め
の
社
会
学
級
参
加、
先
進
地
視
察
、
産
業
技
術
交
換、
農
村
問
題

研
究
大
会、
農
業
生
産
性
近
代
化
な
ど
の
取
り
組
み、
奉
仕
面
で
は、
幼
桜
の

移
植、
殺
虫
駆
除
剤
全
町
散
布、
招
魂
祭
・
祭
典
へ
の
協
力、
公
園
花
壇
の
作

製
な
ど、
体
育
面
で
は
北
青
協
陸
上
大
会
開
催、
全
国
青
年
大
会
陸
上
選
手
の

出
場、
全
道
柔
道
大
会、
聖
火
リ
レ
ー
な
ど、
ま
た
組
織
に
つ
い
て
は
昭
和
三

十
二
年
従
来
の
六
部
制
から
三
部
制
に
削
減
し
活
動
の
徹
底
を
計
り、
三
十
五

年
理
事
制
を
改
め
常
任
委
員
制と
し
、
青
年
団
運
営
の
行
き
づ
ま
り
脱
皮
に
当

た
っ
た
な
ど
、
活
動
の
展
開
と
優
れ
た
実
績
の
数
を々
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。し
か
し
青
年
団
運
営
上
の
最
大
の
悩
み
は、
年
々
弱
体
化
し
て
い
る
青
年

団
の
立
て
直
し
、
団
員
数
の
激
減、
分
団
活
動
の
停
滞
を
い
か
に
解
決
す
る
か

に
あ
る
よ
う
だ
。
そ
の
要
因
を
挙
げ
る
と
、
青
年
団
活
動
の
多
く
は、
農
業
地

域
の
青
年
が
中
心
と
な
っ
た
こ
と
、
こ
の
中
の
活
動
家
を
中
心
に
地
域
の
若
者

が
集
団
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
こ
れ
が
農
業
の
近
代
化、
農
業
構
造
改
善
な

ど
の
推
進
に
伴
い、
逐
次
農
業
従
事
者
の
中
から
若
年
層
が
他
産
業
に
転
移し

農
村
在
住
青
年
が
減
少
し
、
さ
ら
に
上
級
学
校
進
学
が
恒
常
化
し
、
卒
業
後
就

職
の
た
め
農
村
・
農
家
か
ら
離
れ
る
若
者
が
激
増、
地
元
に
職
場
の
少
な
い
青

年
層
を
も
流
出
せし
め
るこ
と
が、
最
大
の
傾
向
と
い
え
る
。

江
部乙
の
場
合、

一四
連
合
の
行
政
区
に
一
つず
つ
分
団
が
あ
った
が、
戸

数
の
少
な
い
所
は、
分
団
が
消
滅
の
運
命
を
た
ど
り、
近
隣
の
分
団
に
吸
収
統

合
や
二
、
三
の
分
団
が
合
併
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

青
少
年
活
動
の
重
要
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
基
盤
と
な
る
団
員
の
減
少
は
い

か
ん
と
も
で
き
ず
、
青
連
協
幹
部
の
多
大
な
働
き
か
け
の
中
で、
現
在
そ
の
活

動
を
継
承
し
て
い
る
。

3
滝
川
市
青
年
団
体
協
議
会

昭
和
四
十
六
年
滝
川
市
と
江
部
乙
町
の
統
合
合
併
が
あ
り
、
江
部
乙
町
青
年

団
体
協
議
会
会
長
川
島
泰
と
滝
川
市
青
年
団
の
滝
川
市
青
年
協
議
会
会
長
岡
内

秀
二
郎
と
の
間
で、
青
年
団
合
併
の
話
し
が
進
め
ら
れ、
同
年
十
月
五
日
滝川

市
青
年
団
体
協
議
会
統
合
準
備
委
員
会
を
設
置
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
十
九

日
、
滝
川
市
青
年
団
体
協
議
会
が
結
成
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
六
年
に
は、
伝
統
あ
る
江
部
乙
町
青
年
団
の
陸
上
大
会
を
合
同
で

開
催、
滝
川
市
青
年
体
育
大
会
の
始
ま
り
と
な
り、
活
動
目
標
と
し
て
は、
時

間
厳
守
、
サー
ク
ル
活
動
の
推
進、
女
子
活
動
の
強
化
に
努
め、
サ
ー
ク
ル
と

し
て
は
水
稲
部、
果
樹
部、
家
政
部
の
三
グ
ル
ープ
が
あ
り
、
ま
た
加
盟
単
位

会
と
し
て、
北
斗、
旭、
江
北、
東
陽、
大
雪、
商
工
青
年、
旧
滝
川
青
協
の

七
団
体
が
あ
り、

一七〇
名
近
く
の
会
員
数
で
組
織
さ
れ
て
い
た
。

四
十
七
年
に
は
江
部
乙
町
青
年
団
体
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
た
商
工
青
年
部

の
脱
会
、
旧
滝
川
青
協
が
改
名
し
た
若
樹
青
年
会
の
六
単
位
会
に
よ
る
活
動
と
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な
っ
た。
ま
た、
こ
の年、

滝
川
市
青
年
団
体
協
議
会
設
立
祝
賀
会
が
行
わ
れ

主
な
行
事
と
し
て、
陸
上
大
会、
ダ
ン
ス
講
習
会、
神
社
墓
地
清
掃、
芸
能
発

表
会、
敬
老
会
送
迎
協
力、
冬
期
研
修、
中
空
知
青
年
大
会
の
開
催
が
あ
り
、

翌
四
十
八
年
八
月二
十
四
日
に
は
全
日
本
青
年
弁
論
大
会
が
滝
川
で
開
催
さ

れ
、
ま
た
新
し
く
滝
青
協
収
穫
祭
の
行
事
が
も
た
れ
る
な
ど
を
は
じ
め、
各
単

位
会
の
活
動
推
進
と
市
民
意
識
の
向
上
、
グ
ルー
プ
活
動
に
力
を
入
れ、
青
年

と
し
て
の
意
欲
と
会
員
相
互
の
協
力
と
親
睦
を
密
に
し
な
が
ら、
地
域
社
会
の

建
設
と
青
年
の
生
活
向
上
に
努
力
し
た
。

昭
和
五
十
年
三
月
二
十
日
、
滝
川
市
青
年
会
議
設
立
準
備
委
員
会
が
設
置
さ

れ、
滝
川
市
青
年
団
体
協
議
会、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
商
工
青
年
学
園
の
市

の
三
青
年
団
体
が
集
ま
り、
市
内
青
年
と
の
継
り
と
交
流
親
睦
を
深
め、
青
年

の
豊
か
な
創
造
力
と
た
く
ま
し
い
実
践
力
を
結
集
し、
地
域
社
会
活
動
の
進
展

を
図
り、
明
る
く
住
み
よ
い
郷
土づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
結

成
さ
れ、
三
月二
十
八
日
設
立
総
会
が
行
わ
れ
て
、
初
代
会
長
に
滝
青
協
の
藤

田
利
雄
が
選
出
さ
れ
た
。

ま
た、
若
樹、
旭
両
青
年
会
が
会
員
減
少
に
伴
い
退
会
し
、
加
盟
単
位
会
は

江
部
乙
地
区
の
四
団
体
と
な
り
、
会
員
数
も
七
〇
名
弱
と
な
っ
た
た
め
役
員
の

苦
労
も
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
が、
そ
の
努
力
が
実
っ
て
五
十
一
年
に
は、
東

滝
川
地
区
に
若
草
青
年
会、
北
滝
の
川
地
区
で
紅
陵
青
年
会
が
発
足
加
盟
し

た
。昭
和
五
十
二
年
度
会
員
数
も
約
百
二
十
名
と
な
り、
産
業
グ
ルー
プ
が
五
つ

の
研
究
グ
ルー
プ
に
分
か
れ、
青
年
と
し
て
実
習
と
実
践
を
高
め
生
活
の
向
上

を
図
っ
た
。

滝川市青年団体協議会組織図

北海道青年団体協議会

中空知青年団体協議会

滝 川 市 青 年 団 体 協 議 会

画会 長
副 会 長

事 務 局

体 育 部理 事 会

文 化 部

産 業 部

新
江
北
青
年
会

若
草
青
年
会

紅
陵
青
年
会

東
陽
青
年
会

大
雪
青
年
会

北
斗
青
年
会

滝 川 市 青 年 会 議

勤 労 青 少 年 ホ ー ム

商工学園プラタナスの会

昭
和
五
十
三
年
に
は、
中
空
知
青
年
体
育
大
会
が
滝
川
市
で
開
か
れ、
総
合

準
優
勝
に
輝
き、
第
六
回
北
海
道
青
年
祭
も
滝
川
市
文
化
セン
タ
ー
で
開
か
れ

二
日
間
の
日
程
で
各
支
庁
の
青
年
団
が
集
い、
文
芸
を
通
し
親
睦
を
深
め
て、

成
功
の
内
に
幕
を
閉
じ
た
。
こ
の
際
、
演
劇
の
部
で
滝
川
の
「ゆ
う
べ
お
っと

雪
の
夜
ば
な
し」
が
優
秀
賞、
最
優
秀
舞
台
美
術
賞
を
受
け、
滝
川
市
青
協
の

大
き
な
栄
誉
と
思
い
出
と
な
る
と
思
う
。

今、
滝
川
市
青
協
は
直
面
す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
対
処
し、
解
決
法
を
全

会
員
で
見
い
出
し、
若
者
の
力
と
願
い
を
結
集
し
て
青
年
の
教
養、
生
活
を
高

め
、
良
き
郷
土
社
会
建
設
へ
の
意
欲
と
熱
情
を
高
め
て
い
る
。

会
長
(滝
川
・
江
部乙
合
併
以
降)
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中
村

五
代
山
本
正
信
〃
五ニ〃〃
互
"

豊
昭
和四
年
度

二
代
加
藤

初
代

繁
"

七
代
北
野

滝
川
市
青
年
会
議

三代
藤
田
利
雄
♪
四九
〃

織
は、
滝
川
市
青
年
団
体
協
議
会
の
項
に
述
べ
て
あ
る
の
で
省
略
す
る
。

※
中
空
知
青
年
団
体
協
議
会
長
山
本
正
信
昭
和
三
年
度

四
代
中
西
重
雄
々
五
々

六
代
八
代
木
幡
孝
雄
♪
五四ク

小
橋
健
吾
ク
モ
〃 〇

実
昭
和
咒
年
度

<
中
青
協三
十
周
年
記
念
誌
>

昭
和
五
十
年三
月
二
十
八
日
設
立、
そ
の
目
的、

組

歴
代
会
長

初
代
藤
田
利
雄
昭
和
五・
三三天

二
代
菅
原
真
理
子
昭
和
吾・
三

滝
川
青
年
連
絡
会

「滝
川
の
若
い
声
を
結
集
し
よ
う
」
と
市
内
の
勤
労

青
年
や
農
業
青
年、
そ
れ
に
青
年
会
議
所
を
包
含
し
た
滝
川
青
年
連
絡
会
が、

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
十
三
日
発
足
し
た
。

市
内
に
は
現
在、
江
部
乙
地
区
を
中
心
と
す
る
農
業
青
年
の
「滝
川
市
青
年

団
体
連
絡
協
議
会
」、
市
内
中
小
企
業
に
働
く
若
者
が
毎
週
金
曜
日、
演
劇
や

茶
道
な
ど
の
クラ
ブ
活
動
を
行
っ
て
い
る
「商
工
青
年
学
園
」、
そ
れ
に
各
サ

ー
ク
ル
活
動
を
行
っ
て
い
る
「勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
」
が
あ
る
。

こ
の
三
団
体
は
四
十
八
年、
道
の
指
導
で
「滝
川
市
青
年
会
議
」
を
結
成、

交
流
を
図
る
こ
と
に
し
た
が
、
翌
年
か
ら
道
の
補
助
金
五
〇
万
円
が
削
ら
れ、

活
動
も
停
滞
気
味
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
五
十
三
年
九
月
、
北
海
道
青
年
祭
が

滝
川
市
で
開
か
れ、
ホ
ス
ト
役
を
滝
川
の
青
年
達
が
務
め
た
こ
と
か
ら
活
動
が

活
発
に
な
り、
滝
川
青
年
会
議
所
か
ら
も
交
流
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
り、
連

絡
会
結
成
へ
一気
に
話
が
進
ん
だ
。

連
絡
会
は
年三
回
(六
月、
十一月、

二月)
会
議
を
開
く
ほ
か、
青
年
層
の声

を
滝
川
の
町
づ
く
り
に
反
映
さ
せる
活
動
を
行
って
い
くこ
と
にし
、
事
務
局

を
青
年
会
議
と
青
年
会
議
所
が、
交
代
で
受
け
持
つ
こ
と
に
し
た
。

青
年
祭

市
内
の
若
者
の
祭
典
“第
一
回
青
年
祭
"
が
昭
和
五
十
四

年
十
一
月二
十
五
日、
市
勤
労
青
少
年
ホー
ム
で
開
か
れ、
昨
年
復
活
し
た
ホ

ー
ム、
フ
ェ
ステ
ィバ
ル
に、
農
村
青
年
で
構
成
す
る
市
青
協
も
加
わ
り
、
青

年
祭
実
行
委
員
会
を
結
成、
約
二
百
五
十
人
の
若
者
が
参
加、
芸
能
発
表、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョン
、
バ
ザ
ー
な
ど
で
楽
し
ん
だ
。

滝
川
市
農
業
協
同
組
合
青
年
部

昭
和二
十
四
年
四
月
一
日、

終
戦
後
の
混

迷
か
ら
新
農
村
建
設
へ
の
自
覚
に
ふ
る
い
立
っ
た
農
村
青
年
七
〇
名
(内
女子一

○
名)
が
糾
合
し
、
農
協
青
年
部
創
立
総
会
を
開
き
新
し
い
発
足
を
み
た
。

し
か
し
当
初
は
自
己
研
修
に
重
点
を
置
き、
相
互
研
究、
修
養
に
つ
と
め
て

い
た
。
ま
た
当
時
部
員
の
経
済
状
態
も
比
較
的
豊
か
で
あ
っ
た
た
め、
青
年
部

と
し
て
も
農
協
運
動
に
あ
ま
り
関
心
を
持
た
ず
過
し
て
き
た。

昭
和
二
十
九
年
の
冷
害
に
よ
っ
て、
経
済
は
著
し
く
窮
迫
し
、
農
協
に
対
す

る
依
存
度
が
大
き
く
な
り、
青
年
部
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
学
習
運
動
か
ら
農
協
運

動
に
目
ざ
め、
そ
の
事
業
の
協
力
推
進
へと
方
向
転
換、
そ
の
活
動
も
よ
う
や

く
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

創
立
後
一
〇
年
、第二

段
階
に
入
っ
た
青
年
部
は、
新
し
く
加
入
す
る
者も
多

く
な
り、

一層
強
力
に
結
集
し、
研
修
会、
視
察
な
ど
は
も
ち
ろ
ん、
農
事
改

良
に
対
す
る
講
習
会
、
品
評
会
、
生
産
費
調
査、
農
機
具
の
使
用
実
験
な
ど
、

そ
の
活
動
間
口
を
拡
大
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後、
農
協
の
要
請
に
よ
り
羊
毛
の
集
荷、
家
の
光
の
普
及、
簿
記
講
習

会
を
開
く
など、

農
協
強
化の
一翼
を
担
い、
あ
る
い
は
営
農
計
画
の
推
進、

第
二
章
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育

農
地
に
対
す
る
実
験、
農
業
簿
記
の
普
及
徹
底
な
ど
、
そ
の
活
動
は
い
よ
い
よ

拡
大
し
積
極
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。

農
業
構
造
改
善
、
米
の
生
産
調
整、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク、
稲
作
転
換
等、
農

業
を
と
り
ま
く
種
々
の
変
転
に
た
え
な
が
ら、
新
し
い
農
業
へ
の
取
組
み
こ
そ

農
民
に
与
え
ら
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
り、
そ
の
解
決
こ
そ
急
務
で
あ
る
と
す

る
現
実
に、
い
か
に
対
処
す
る
か、
青
年
の
責
任
は
ま
た
重
い
。

歴
代
部
長

初
代
川
井
信
一
昭
和云
年
度

幹
男
ク
芸六〃

六
代
山
岸

三
代
山
岸

五
代
山
本
政
弘
ク
二八〃

七
代
木
戸
清
一
ク
ミ
ク

八
代
宮
森
英
正
ク
三
〃

幹
男

ク
ニル〃

九
代
石
川

勉
ク
三
〃

二
代
見
沢
正
直
ク
三四〃

三
代
見
沢
正
直
ク
芸
〃

一五代
見
沢
正
直
〃
デ
ミ

一六代
佐
藤

一七代
古谷

一九代
細
川
光義

三
代
細
川
光
義

三
代
赤
川
昌
弥
〃
五
〃

江
部
乙
町
農
業
協
同
組
合
青
年
部
(昭
和三
三
年三
月二
七
日
創
立)

初
代
部
長
森
井
正
之
と
八
五
名
の
部
員
が、
農
業
協
同
組
合
運
動
を
通
じ
、

農
村
青
年
の
文
化
と
教
養
を
高
め、
生
産
の
増
強
と
社
会
的、
経
済
的
地
位
の

向
上
を
図
り
、
明
朗
な
農
村
建
設
を
目
的
と
し
た
。

当
時、
農
村
青
年
運
動
の
中
核
は、
農
民
同
盟
青
年
部
で
あ
り、
こ
れ
が
改

組
し
て
農
協
青
年
部
と
な
っ
た
も
の
で、
こ
の
青
年
部
の
ほ
か
に
水
稲
研
究、

果
樹
研
究、
酪
農
研
究
の
独
自
グ
ルー
プ
が
あ
り、
来
る
べ
き
自
営
に
備
え
て

専
門
の
栽
培
技
術
の
修
得、
研
究
に
努
力
し
て
い
た
が、
農
業
の
前
途
を
思
考

し、
次
代
の
組
合
員
で
あ
り
か
つ
農
業
経
営
の
中
核
で
あ
る
者
と
し
て、
協
同

精
神
の
も
と
、
総
合
的
農
業
発
展
の
た
め
理
想
郷
建
設
を
目
指
し
、
一致
合
体

し
て
農
業
青
年
部
と
し
発
足
し
た
も
ので
あ
る
。

事
業
の
概
要
と
し
て、
既
設
(水稲・

果
樹・
酪
農)
研
究
部
の
活
動
継
続
実

施
、
農
協
役
員
と
部
員
と
の
懇
談、
東
北
先
進
地
農
業
の
視
察、
研
究
、
農
業

問
題
研
究
月
例
会
、
農
業
構
造
の
改
善
、
整
備
講
習
会
等
を
実
施
し
て
い
る
。

歴
代
部
長

初
代
森
井
正
之

三
代
大
川
平
吉

〃〃

四三
ク 〃

デ四0
シ

!
五
代
佐
々
木
幸
治

五五三四

!
六
代
池
田
勲

少 昭
和
芸
年
度11

〇五三
"1 11 元宅

四七
!

11

七
代
大川

稔

徴
兵
検
査

戦
前
は
男
子
が
満二
〇
歳
に
達
す
る
と
必
ず
徴
兵
検
査
を

受
け
ね
ば
なら
な
か
っ
た。
徴
兵
検
査
は
男
子
が
一人
前
の
成
人
と
し
て
取
扱

わ
れ
る
か
否
か
の
関
門
で
あ
る
と
考
え、
こ
の
関
門
を
通
る
た
め
青
年
は
心
身

共
に
鍛
え
修
養
に
励
み、
甲
種
合
格
に
な
る
こ
と
を
男
子
の
名
誉
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
甲
種
合
格
者
を、
在
郷
軍
人
分
会
が
集
め
壮
丁
教
育
と
称
し
、
学

科
と
実
科
に
わ
け
訓
練
を
実
施
し
た
。
第
一
乙
種、
第
二
乙
種
に
合
格
し
た
者

は
補
充
兵
役
に
服
す
る
義
務
が
あ
り、
在
郷
軍
人
分
会
は
軍
隊
内
の
見
学
あ
る

い
は
教
練
の
実
際
を
見
学
さ
せ
る
など
、
教
練
の
部
を
実
施
し
軍
隊
観
念
の
養

成
に
努
め
た
。
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二
代
佐
古

誠
昭
和
二
年
度

三 二七
!

10代
木
戸
清
一

ノ
三
〃

一四代
峰
村

〃

寛
三代

宮
森
英
正
ク
エ
ッ

恒
昭
和元
年
度 〃

三四

〃〃

四0シ

藤
井
忠
志
〃

〃
一八代

藤
井
忠
志
々
昭
!

三
代
照
井
清
一

〃

四九
!

昭
和
咒
年
度

昭
和三
年度 11

三代

一
代
猪口

邦
彦

四
代
後
藤
英一

昭
和
三
年
度11

二
代
石
田
利
雄

四
代

国
島
賢
治

ハ

進
ク
四
! 〃〃

ぐ
四三
か

昭
和
窒
年
度

四七
!

第
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第
二
章
社
会
教
育

成
人
式

終
戦
後
は
徴
兵
検
査も
なく、

男
子
青
年
た
ち
は
社
会
混

迷
の
中
に
漠
然
と
年
を
重
ね、
成
人
に
な
っ
た
感
激も
な
く
過
し
て
き
た。

昭
和二
十
四
年
一
月
十
五
日、
民
主
的
国
家
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
、
成

人
に
な
っ
た
こ
と
の
自
覚
を
持
た
せ、
こ
れ
を
み
ん
な
で
祝
福
し
、
成
人
に
な

っ
た
者
は、
そ
の
責
任
を
認
識
し、
豊
か
な
教
養
と
知
識
を
身
に
つ
け
、
自
主

的
か
つ協
力
的
行
動
を
す
る
よ
う
祈
念
す
る
意
味
で、
全
国
い
っせ
い
に
一月

十
五
日
を
「成
人
の
日
」
と
定
め、
昭
和
二
十
四
年
第
一
回
の
成
人
式
が
行
わ

れ、
そ
の
後、
成
人
式
は
毎
年
継
続
実
施、
青
年
の
新
し
い
出
発
と
し
て
住
民

こ
ぞ
っ
て
激
励
祝
福
し
て
き
た
。

若
人
が
お
と
な
へ
仲
間
入
り
し
多
く
の
権
利
が
与
え
ら
れ、
義
務
が
課
せ
ら

放一

成 人 式 (昭和52年)

れ、
責
任
あ
る
社
会
人
と
し
て
そ
の
一

歩
を
踏
み
出
す
「成
人
の
日
」
も
ア
ト

ラ
ク
シ
ョン
と
し
講
演
会
を
は
じ
め、

音
楽
演
奏、

レ
コ
ー
ド
コ
ン
サー
ト、

ま
た
カ
ル
タ大
会、
グ
ルー
プ
話
し
あ

い、
フ
ォ
ー
ク
ダン
ス、
N
H
K
青
年

の
主
張
聴
取
な
ど
、
種
思々
考
を
加
え

実
施
さ
れ
て
き
た
が、
昭
和
四
十
八
年

ご
ろ
か
ら
簡
素
で
意
義
深
い
も
の
に
と

バ
ン
ド
演
奏
を
聴
い
た
り、
歌
集
で
合

唱
し
た
り
、
合
唱
を
聴
い
た
り
と
い
う

肩
の
こ
ら
な
い
も
の
へと
な
っ
て
い

る
。
最
近
で
は、
市
民
憲
章
の
朗
読、

481
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育

第
九
編
教

式
辞、
祝
辞、
謝
辞
(二
〇
歳の誓

い)
を
述べ
た
り
な
ど
と
短
時
間、
簡
素
な

中
に
も
有
意
義
な
式
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

滝
川
の
青
年
学
級

昭
和二
十
八
年
八
月
、
青
年
学
級
振
興
法
の
制
定
が

な
さ
れ
た
が、
滝
川
で
は
同三
十
五
年
度
か
ら
勤
労
青
年
の
健
全
な
育
成
発
達

を
は
か
る
た
め、
教
育
委
員
会
主
催
の
も
と
に
青
年
学
級
を
実
施し
た
。
毎
月

一回
、
主
と
し
て
農
村
青
年
を
対
象
に
農
業
関
係
の
問
題
を
中
心
に
検
討、
会

場
も
一
定
し
て
い
な
い
が、
東
町
会
館、
東
滝
川
支
所、
北
滝
の
川
保
育
所、

農
協
本
部、
池
の
前
の
各
地
を
会
場
に、
各
一
週
間、
毎
日
午
後
七
時
か
ら
十

時
ま
で
の三
時
間
で
あ
っ
た
。

農
業
青
年
学
級
は、
昭
和三
十
六
年
に
月二
回
実
施
で
進
め
て
き
た
が、
三

十
九
年
から
は
月
一
回、
他
は
不
定
期
で
あ
った。

四
十
六
年
から
は、
十
一

月
か
ら
二
月
ま
で
の
期
間
に
随
時
行
う
こ
と
と
な
り
、
名
称
も
農
業
青
年
教
室

と
な
っ
た
。

な
お、
将
来
自
営
農
民
に
な
る
農
村
青
少
年
男
女
に
対
し
、
社
会
人
と
し
て

の
人
格
を
陶
冶
し
、
近
代
農
業
の
知
識
技
能
を
修
得
さ
せ、
理
想
の
農
業
者
を

育
成
す
る
目
的
に
よる
、
滝
川
農
業
学
園
が
開
設
さ
れ
た
の
は、
昭
和
四
十
年

七
月
一
日
、
中
学
卒
業
生
を
対
象
の
普
通二
年
課
程
を
設
け、
四
十
五
年
度
ま

で
、
毎
月
(合
宿
を
含
む)
実
施、
学
園
長
に
は
教
育
長
が
当
た
っ
た
。

商
工
青
年
学
園

昭
和
三
十
六
年
滝
川
市
商
工
会
議
所
の
協
力
を
得
て、

教
育
委
員
会
が
開
設
し
た
「
商
工
青
年
学
級
」
が
そ
の
前
身
で、
中
学
校
卒
業

生
で
市
内
に
就
職
し
て
い
る
青
年
を
対
象
と
し
、
有
能
な
店
員
と
な
る
た
め

の、
学
習
の
場
で
あ
っ
た
。
当
時、
滝
川
市
内
の
店
は
一
の
付
く
日
が
定
休
日

で
あ
っ
た
の
で、
学
級
は
こ
の
休
み
の
日
に
開
か
れ、
教
養
を
高
め
る
も
の、

地
域
へ
の
働
き
か
け、
連
帯
感
を
高
める
等バ
ラ
エ
テ
ィー
に
富
ん
だ
も
の

で
、
制
度
化
さ
れ
な
い
時
の
中
学
卒
業
生
学
習
の
場
で、
各
地
か
ら
注
目
さ
れ

た
。昭
和
四
十
一
年
から

「滝
川
商
工
学
園
」
を
「
商工
青
年
学
級
」
の
実
績
を

ふ
ま
え
、
学
園
生
一
〇
七
人
、
本
科、
技
能、
専
修
の三
ュー
ス
を
も
っ
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。
四
十
六
年
ご
ろ
ま
で
の
商
工
学
園
は、
補
習
的
学
習
要
素
の
強

い
も
の
で
あ
っ
た
が、
高
校
卒
業
生
の
急
増、
対
象
者
の
拡
大、
担
当
者
の
交

替
な
ど
で
、
補
習
的
学
習
を
主
体
と
す
る
も
の
か
ら
、
ふれ
あ
い
を
求
め
社
会

性
を
育
て
るも
の
へと
大
き
く
変
化し
た。
学
園
生
の
主
体
性
は
コー
ス
の
選

定、
そ
の
運
営、
特
別
活
動
の
企
画
など
年
重々
ん
ぜ
ら
れ、
集
う
楽
し
さ
を

求
め
る
方
向
に
む
け
て
進
ん
で
お
り、
学
園
長
は
教
育
長
で
四
十
八
年
以
降
は

一
学
級
を
も
っ
て
運
営、
現
在
に
至
って
い
る
。

な
お、
この
他
に
昭
和二
十
六
年
に
成
人
学
級
の
開
設
が
あ
り、
そ
の
後、

成
人
講
座
が
あ
っ
た
り、
スポ
ー
ツ
教
室
、
音
楽
教
室
、
料
理
教
室、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
学
級
コ
ー
ラ
ス
学
級
な
ど
と
、
そ
の
時
点
と
要
望
の
中
に
社
会
教

育
の
中
に
も
進
め
ら
れ、
昭
和
四
十
八
年
こ
ろ
よ
り
、
青
年、
婦
人、

一
般、

そ
し
て
生
涯
教
育
の
重
要
性
に
立
ち
高
令
者
学
級、
乳
幼
児
教
育
学
級。
市
民

に
親
し
ま
れ、
知
識
技
能
を
養
い
気
軽
に
参
加
で
き
る
市
民
講
座
な
ど
、
幅
広

く
学
級、
講
座
の
開
設
が
な
さ
れ
て
い
る。
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第
六
節
婦
人
団
体

1
終
戦
ま
で
の
推
移

大
日
本
愛
国
婦人
会

日
清
戦
争
は
日
本
の
勝
利
に
終
わ
り
、
幾
多
忠
君

愛
国
の
勇
士
を
輩
出
し
た。
し
か
し、
戦
争
の
悲
惨
は
戦
争
後
に
あ
った
。
働

き
手
を
失
っ
て
生
活
苦
に
あ
え
ぐ
遺
族
た
ち
、
寒
さ
に
凍
え
る
老
人
あ
り
、
赤

子
を
懐
い
て
飢
に
泣
く
妻
女
あ
り、
戦
傷
に
よ
っ
て
手
足
を
失
い
不
具
と
な
っ

た
廃
兵
が
あ
っ
た。
こ
れ
ら
不
幸
な
人
に々
対
し
国
は
救
援
の
道
を
講じ
て
は

い
た
が、
な
お
遺
憾
の
点
多
く
十
分
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

こ
の
痛
ま
し
い
現
実
を
静
か
に
見
つ
め、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
奥
村
五
百

子
は
考
え
た
。

出
征
軍
人
が
後
顧
の
憂
い
な
く
、
真
に
国
家
の干
城
と
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
、
さら
に
一
般
国
民
の
志
気
を
振
いた
た
せ
る
に
は
、
女
性
の
力
が
必
要

と
、
決
然
と
立
っ
て
老
の
身
を
忘
れ
街
頭
に
叫
び、
つ
い
に
明
治
三
十
四
年

「大
日
本
愛
国
婦
人
会」
を
設
立、
こ
れ
を
全
国
に
普
及
し
た
。

明
治三
十
九
年
九
月
「大
日
本
愛
国
婦
人
会
北
海
道
支
部
」
創
立
総
会
が
開

か
れ、
滝
川
に
お
い
て
も
大
竹
幸
子
、
小
野
と
き
、
広
部
ヤ
オ、
松
野
尾
た
か

な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
奔
走、明

治
四
十
四
年
に
は
特
別
会
員
三
七
名、普

通
会

員
一〇
三
名
計
一
四
〇
名
に
達
し
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
戦
病
死
者
の
遺
家
族

並
び
に
廃
兵
の
救
護
に
努
め
た
。
こ
の
こ
ろ
の
分
会
長
は
大
竹
幸
子
で
あ
る
。

し
か
し
郷
土
に
即
し
た
救
済
事
業
を
な
す
に
は、
ど
う
し
て
も
地
方
的
組
織

が
必
要
で
あ
る
の
で、
大
正
三
年
四
月三
日、
こ
れ
ら
婦
人
が
団
結し
「滝
川

町
火
防
婦
人
会」
を
結
成、
大
正
七
年三
月
滝
川
町
婦
人
会
と
改
称
し
た
。

歴
代
会
長

初
代
大
竹
幸
子

大
日
本
国
防
婦人
会
滝
川
分
会

昭
和
六
年
九
月
十
八
日
満
洲
事
変
ぼ
っ
発

し
て
以
来、
国
際
情
勢
が
異
常
な
緊
張
を
続
け
た
が、
銃
後
に
お
け
る
婦
人
の

活
動
が
大
き
く
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
り、
全
国
的
に
婦
人
団
体
を
一本
化
し

て
昭
和
十
二
年
九
月
三
日、
大
日
本
国
防
婦
人
会
が
結
成
さ
れ、
滝
川
町
婦
人

会
も
合
流
し
て
下
部
組
織
と
な
り、
滝
川
分
会
と
改
称、
会
員
を
各
戸
に
拡
大

し
銃
後
婦
人
団
体
と
し
て
会
員
は
協
力
一
致
し
て
邦
家
の
た
め
に
努
力
し
た
。

歴
代
会
長

初
代
小
野
と
き

昭
和
十
六
年
新
し
く
愛
国
婦
人
会
が
結
成
さ
れ、
ま
も

な
く
同
下
部
組
織
と
し
て
滝
川
分
会
が
結
成
さ
れ
た。

そ
の
後、
国
防
婦
人
会
と
愛
国
婦
人
会
の二
本
建
は、

非
常
事
態
の
国
防
力
を
弱
め
る
と
し
て、
昭
和
十
七
年
二

明
治
三
十
九
年

大
日
本
愛
国

婦
人
会

滝
川
町
火
防

大
正
三
年

婦
人
会

滝
川
町

大
正
七
年

幌
倉
分
会

北
海

二
〇
〇

八
〇
〇

滝
川
町
分
会

支
部

道

婦
人
会

愛
国

昭
和
十
六
年

分
会

滝
川
町

滝
川
町

北
海
道

大
日
本

昭
和
十
七
年

分
会

支
部

婦
人
会
昭

終 戦

二
十
年

大日本婦人会胸章

第
二
章
社
会
教
育

滝
川
町
分
区

北
海
道
支
部

婦
人
会

大
日
本
国
防

昭
和
十
二
年

支
部

北
海
道

婦
人
会
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九
編
教

育

月
十
二
日
、
さ
ら
に
改
め
て
一
本
化
し、
大
日
本
婦
人
会
が
結
成
さ
れ
、
滝
川

分
会
も
で
き
銃
後
の
活
動
を
続
け
た
が、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
と

と
も
に
自
然
解
散
と
な
っ
た。

有
功
章
会
員三
五
名
特
別
維
持
会
員二
名
特
別
会
員
五
〇
名
通
常
会
員
四
三
〇
名

計
五
一〇
名

江
部
乙
婦
人
会

明
治三
十
七
年
九
月、
日
露
の
交
戦
酣
と
な
り
、
一
家

の
柱
石
と
頼
む
壮
年
男
子
の
応
召
出
征
す
る
者
が
多
く
、
留
守
家
族
の
中
に
は

悲
惨
な
境
遇
に
呻
吟
す
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
れ
でこ
れ
ら
の
救
済
援
護
に
愛
の
手
を
差
し
伸べ
、
出
征
軍
人
を
し
て
後

顧
の
憂
な
く
国
家
の干
城
と
し
て
の
責
務
を
果
し
得
る
よ
う
に
全
国
を
区
域
と

す
る
愛
国
婦
人
会
が
結
成
さ
れ
た
の
で、
各
市
町
村
で
も
委
員
区
を
設
け
る
こ

と
に
な
り
、
当
時
江
部
乙
は
滝
川
町
に
属
し
て
い
た
関
係
上、
委
員
区
も
滝
川

町
委
員
区
の
中
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
四
十
二
年
四
月
分
村
独
立
し
た

が
、
明
確
な
組
織
が
な
か
った
の
で、
大
正
三
年
北
辰
小
学
校
に
て
江
部
乙
委

員
区
と
し
て
第
一
回
総
会
を
開
き
区
長
の
選
出
を
行
っ
た
。

大
正
三

二
代
中
村
た
み
大
正一〇・

五
藤

初
代
山
崎

三
代
上
田
ふさ

五
代
米
野
ト
キ
昭和三

・八
大
正
一五・

四
四
代
大
崎ツ
ル
エ
昭
和
三・三

昭
和一五・六

六
代
鞍
田
芳子

終
戦
ま
で

愛
国
婦
人
会
委
員
区
の
事
業
は、
主
と
し
て
遺
家
族
及
び
傷
病
兵
等
の
救
護

が
目
的
で
、
そ
の
事
業
範
囲
も
余
り
に
も
狭
義
に
過
ぎ
る
感
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
婦
人
の品
性
陶
冶、
知
識
の
向
上、
救
済
扶
助
的
事
業
及
び
公
共
的
一
般
事

業
を
行
う
目
的
を
も
っ
て
全
村
を
区
域
と
す
る
婦
人
団
体
が
組
織
さ
れ、
昭
和

三
年
四
月
七
日
第
一
回
総
会
を
公
会
堂
に
て
開
き
会
則
を
議
決
し
た
。

そ
の
後
四
月
十
四
日
北
辰
小
学
校
に
お
い
て
再
び
総
会
を
開
き、
正
副
会
長

及
び
役
員
選
挙
を
行
った。

こ
れ
が
江
部
乙
婦
人
会
の
前
身
で
あ
る
。

本
会
は
概
ね
満
洲
事
変
ぼ
っ発
当
時
ま
で
は、
愛
国
婦
人
会
委
員
区
と
は
別

個
な
立
場
で
活
動
を
続
け
て
き
た
が、
満
洲
事
変
に
引
き
続
い
て
日
華
事
変
と

な
り
銃
後
の
完
璧
な
守
り
が
重
要
視
さ
れ
る
段
階
と
な
っ
た
の
で、
名
称
は
依

然
二
つ
に
分
か
れ
て
い
た
が、
そ
の
活
動
は
一
本
化
す
る
よ
う
に
努
め、
実
質

的
に
は
一
本
の
態
形
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
会
員
は
ほ
と
ん
ど
全
村
の

主
婦
が
加
入
そ
の
数
は
一、
〇
〇
〇
名
を
超
え
て
い
た
。

満
洲
事
変
を
契
機
と
し
て
、
日
本
の
国
防
様
相
も
一
変
し
、
重
大
化
の
方
向

に
あ
っ
たの
で、
当
時
陸
軍
将
校
婦
人
な
ど
の
間
に、
国
防
婦
人
会
が
組
織
さ

れ
る
よ
う
に
な
り、
そ
の
組
織が
全
国
化
し、
政
府
も
こ
れ
を
奨
励
す
る
よ
う

に
な
っ
た
が、
江
部
乙
婦
人
会
は
そ
の
ま
ま
の
形
態
で、
必
要
に
応
じ
国
防
婦

人
会
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
総
会
の
承
認
を
得、
特
別
国
防
婦
人
会
の

組
織、
結
成
は
行
わ
ず
、
各
役
員
全
員
そ
の
ま
ま
に
国
防
婦
人
会
役
員
を
兼
ね

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年、
戦
争
終
結
と
共
に
婦
人
会
は、
新
た
な
会
則
を
制
定
し、
再

び
江
部
乙
婦
人
会と
し
て
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
自
主
的
活
動
を
展
開
し
、

新
た
な
事
業
へ
の
取
組
み
を
始
め
た。

満
洲
事
変
から
終
戦
に
至
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
婦
人
会
の
業
績
は、
特
に

偉
大
な
も
の
が
あ
り
、
と
う
て
い
筆
舌
に
尽
し
得
な
い
が、
主
な
も
の
を
挙
げ

る
と
出
征
将
兵
の
激
励
及
び
凱
旋
将
兵
の
歓
迎
慰
労、
応
召
留
守
家
族
の
慰
安

及
び
援
農
の
労
力
奉
仕、
国
防
献
金
の
募
集、
飛
行
機
献
納
資
金
の
募
集、
廃

品
回
収
と
そ
の
活
用、
託
児
所
の
開
設
と
援
護、
婚
礼
の
経
費
節
減
と
貸
衣
裳

な
ど
で
あ
っ
た
。
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2
新
た
な
る
婦
人
会
活
動
(終
戦
後)

滝
川
市
婦
人
会

終
戦
後
の
混
乱
で
一
時
解
散
の
形
に
あ
っ
た
が
、
昭
和

二
十
一
年、
杉
村
哲
子、
山
本
そ
で、
北
川
キ
ク
、
大
野
ヒ
デ、
横
野
文
ら
相

は
かり
、
敗
戦
の
世
相
の
激
変
で
婦
道
の
退
廃
す
る
を
歎
き、
文
化
日
本
再
建

の
一
翼
を
担
う
た
め、
婦
人
会
再
建
に
奔
走
し、
同
年
八
月
一日
第三
小
学
校

に
お
いて
創
立
総
会
を
開
き、
滝
川
町
婦
人
会
が
新
し
く
誕
生
し
た
。

こ
の
会
は、
婦
徳
を
磨
き
会
員
相
互
の
親
睦
と、
よ
り
良
い
家
庭
を
つ
く

り、
社
会
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
の
目
的
に
賛
同
す
る
町
内

の
婦
人
を
会
員
と
し
、
主
な
行
事
と
し
て
は、
大
正
十
四
年
四
月二
十
日
か
ら

継
続
の
乳
幼
児
健
康
診
断
が
あ
り、
こ
れ
は
一
時
中
断
も
あ
っ
た
が、
昭
和二

十
五
年
再
開
し
毎
月二
十
日
に
実
施
し
て
い
る
ほ
か、
毎
年
五
月
五
日
「
赤
ち

ゃ
ん
コ
ン
クー
ル」
を
行
い
健
康
優
良
児
の
表
彰
を
実
施
し
て
き
た
。

こ
の
他
、
各
種
講
習
・
講
演
会
の
開
催、
奉
仕
活
動、
研
修
視
察
を
は
じ
め

二
十
五
年
から
は
敬
老
会
の
主
催
・
協
力、
二
十
六
年
から
文
化
祭
協
力、
三

十
四
年
か
ら
は
婦
人
体
育
祭
参
加
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た、
主
な
事
業
と
し
て
は、
昭
和
二
十
九
年
から
市
婦
連
協
創
立
促
進、

翌
三
十
年
婦
連
協
創
立、
加
盟
。
三
十二
年
「こ
ば
と
保
育
園」
の
開
設
と
運

営
。
昭
和三
十
七
年
よ
り
交
通
安
全
運
動
に
協
力、
街
頭
進
出
を
始
め
る
。
三

十
九
年
よ
り
新
卒
業
就
職
激
励
会
に
協
力
、
昭
和
四
十
二
年
度
よ
り
「
こ
ば
と

保
育
園
」の
市
営
移
管
、昭
和
四
十
四
年
十
一
月
四
日
待
望
の
婦
人
会
館
完
成、

こ
の
運
営
に
当
たる
な
ど
、
諸
事
業
の
促
進・
協
力・
推
進
に
努
め
て
き
た。

労
者
の
慰
労、
敬
老
会、
婚
礼
経
費
節

会 員 数

昭21 1,775人 昭33 800人 昭47 857人

22 1,236

34 800

50 538

23 1,266

35 717

51 550

28 1,125

38 818

53 500

30 795

40 913

31 844

41 1,002

32 865

46 853

第
二
章
社
会
教
育

歴
代
会
長

三
代
武
田
セイ

〃
芸
〃
セニ

11

11

五
代
武
田
セ
イ
ク
二九〃

七
代
田
子
ヒ
サ
ク
三
〃

八代
神
部
て
る
子
ク
三
〃

神
部
富
美
子
ク
言
〃

六
代
芳
村

き
み

り
言
々

四
代
原
岡
照
子
々
元八〃

10代
三
代
田
子

ヒ
サ
ク
芸
〃

一四代
香
西

き
く

ク
元
〃

篠
島
き
よ江

ク
ツ
〃

一六代八
代
花
摘
治
子
♪
四五〃

二
代
香西

きく
〃 〃

咒四九〃

三
代
真
田
和子利
江

〃

111111 1111

吾 五�
11 1111

二
代
川
越

二
代
田
子

ヒサ
昭
和二
年

ぐ
二五
!

九
代
新
谷

二
代
武
田
セ
イ

ク
三
ノ

11
11

三
代
井
出
芳
子

11

四0シ 11

一五代
神
部
富美子

四一!

一七代
神
部
一伃

四四!
四三
!

〃〃

!
四六!

和
子

四七〃
一九代

真
田

三
代
河
内
菊
代
〃
五〇〃

三
代
保
田
ス
ギ
ク
三
〃

江
部
乙
町
婦
人
会

終
戦
後
の
混

乱
、
い
ま
だ
か
つ
て
な
き
敗
戦
の
現
実

の
中
で、
冷
え
切
った
よ
う
な
心
に
鞭

打
ち、
い
ち
早
く
立
ち
上
っ
て、
公
共

の
た
め、
諸
種
の
事
業
に
積
極
的
な
協

力
を
も
っ
て、
伝
統
あ
る
江
部
乙
婦
人

会
の
再
発
足
を
し
た
の
は
、
昭
和
二
十

一年
の
九
月
で
あ
っ
た
。

戦
歿
軍
人
遺
家
族
の
慰
安、
開
拓
功

初
代
山
本
そで

ク
三三〃

澄子
〃
三
ク

昭
和三
年
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育

約
の
た
め
の
貸
衣
裳
を
は
じ
め、
研
修
・
親
睦
・
社
会
奉
仕
等
の
事
業
が
進
め

ら
れ
た
が、
昭
和三
十
五
年
規
約
を
改
正、
主
婦
の
教
養
を
高
め
地
位
の
向
上

を
図
り
、
あ
わ
せ
て
地
域
社
会
の
た
め
貢
献
す
る
を
目
的
に、
講
演
会、
講
習

会
、
研
修
会
及
び
座
談
会、
研
修
旅
行
の
実
施、
新
生
活
運
動
の
推
進、
社
会

奉
仕
や
保
健
育
児
に
関
す
る
事
業、
そ
の
他
必
要
な
事
業
な
ど
を
行
う
た
め、

歴
代
会
長
を
中心
に、
ひ
た
む
き
な
実
践
が
進
めら
れ
た
。

昭
和二
十
六
年
よ
り
東
陽
地
区
に
支
部
を
設
け、
独
立
し
た
形
で
運
営
さ
れ

て
き
た
が、
時
代
の
推
移
に
伴
い
全
町
婦
人
が
大
同
団
結
し
、
明
る
い
郷
土づ

く
り
に
協
力
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
声
が
起
こ
り、
三
十
六
年
四
月
よ

り
東
陽
地
区
が
発
展
的
解
消
を
し
、
全
町
一
本
の
婦
人
会
組
織
と
な
っ
た。

激
動
す
る
時
代
に
生
き
る
婦
人
と
し
て、
ま
た
地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
る

団
体
と
し
て
、
常
に
全
町
婦
人
の
連
携
と
協
力
の
も
と
に、
研
修
を
深
め、
会

員
の
親
睦
と
融
和
を
図
り
、
明
る
く
住
み
よ
い
郷
土
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
、

又
祝
祭
日
の
国
旗
掲
揚
と
、
時
間
の
励
行
を
重
点
に、
地
域
課
題
の
積
極
的
取

組
み
を
推
進、
か
つ
て
収
益
金
に
よ
っ
て
建
設
し
た
「愛
の
鐘
」
の
響
き
の
よ

う
に
我
が子
の
幸
せと
、
主
婦
と
し
て
家
庭
の
安
全
平
和、
社
会
浄
化
の
祈
り

が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

歴
代
会
長
(昭
和
十
三
年
四
月
以
降
終
戦
ま
で
国
防
婦
人
会
江
部
乙
分
会
長
を
兼
任)

初代
上
田

ふさ
昭
和
三・
四

三
代
黒
田
タ
ッ

五
代
米
野
トキ

三
・
八

七
代
玉
置
テ
ル
ク
三
・
九

九
代
手嶋

二
枝
ノ
二三・
八

二
代
森
本
文
子
ク
三
・
四

三
代
高
橋
芳
枝
々

七・
二

四
代
高
見
ノ
ブ

二
代
中
村
タミ

六
代
鞍
田
芳
子
!

八
代

11
野
田

の
ぶぶ

10代
大
崎つ
る
ゑ
ク
三七・
四

三
代
神
原
ふじ

ゅ
四・
四

三三・
四

四五・
四

一四代
山
本
文
子

ク
咒
・
四～
磊
年
現
在

※
東
陽
支
部
長

初
代
増
田
ゆ
き

三
代
増
田
ゆ
き
(再
任
)

昭
和二
十
九
年
四
月
十
日、
東
町
五
二
区
で
会
員
数
六
六

名
の
婦
人
会
が、
農
村
婦
人
と
し
て
の
教
養
を
高
め、
生
活
の
合
理
化
を
図
り

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め、
明
る
く
楽
し
い
農
村
建
設
の
一端
を
担
っ
て
い
こ

う
と
ス
ター
ト
し
た
。
と
こ
ろ
が
翌
三
十
年
四
月、
滝
川
町
農
協
婦
人
部
が
結

成
さ
れ
た
の
で、
一本
化し
合
流
の
意
見
も
出
て
き
た
が、
結
局
存
続
し
て
二

本
化
で
進も
う
と
、
独
自
の
立
場
で
敬
老
会、
講
演
会、
各
種
講
習
会、
見

学、
研
修
旅
行
、
レ
ク
リ
エー
シ
ョ
ン
な
ど
を
毎
年
の
行
事
と
し
て
き
た
。

歴
代
会
長

二
代
藤
井
千
代
昭
和
三
・三
年
度

四
代
宮
森
と
よ

り
言

ハ

坂
下
婦
人
会

昭
和
二
十
九
年
八
月
二
十
三
日、
東
一
丁
目
坂
下
を
地
域

社
会
と
す
る
農
村
婦
人
会
が、
婦
人
の
修
養、
生
活
の
改
善
向
上
を
図
り、
明

る
い
農
村
建
設
に
協
力
し
よ
う
と
結
成
さ
れ
た
(会員二

八
名)。

昭
和
三
十
年
滝
川
町
農
協
婦
人
部
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
も
、
手
を
と
り
つ
つ

も
二
本
建
の
ま
ま
で
進
み、
毎
年
敬
老
会、
講
演
会、
視
察、
研
修
旅
行、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
事
と
し
て
き
た
。

歴
代
会
長

初
代
増
子
た
か
し
昭
和元
年

二
代
桑
原
千
代
美
昭
和
三
年

三
年

四
代
法
島
きよ
き
ク
三
年

六
代
清
野
八
重
子
々
言
年

池
の
前
婦
人
会

池
の
前
地
区
が
滝
川
町
に
編
入
し
た
の
は、
昭
和
二
十

三
年
七
月
一
日
の
こ
と
で、
太
平
洋
戦
争
中
も
新
十
津
川
村
国
防
婦
人
会
第
二

四
区
連
合
班
と
し
て
活
躍、
終
戦
と
と
も
に
一時
休
止
し
て
い
た
。
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"1
11

一五・
六

九・
四

昭
和
六・
三

三
代
白
田
ハ
ツ
ヱ
か
三
年

五
代
三
浦
スゲ
ヲ
ク
言
年

二
代
藤
江
み
よ

四
代
岡
本
ハ
ツ

第
九
編
教

東
町
婦
人
会

"

初
代
国
兼
節
子
昭
和三
・三
・三
年
度

三
代
田
辺
トシ
子
ク
三



昭
和
二
十
八
年
一
月二
十
日、
民
主
日
本
の
再
建
は
婦
人
の
力
で
と
い
う
声

が
高
ま
り、

一同
会
館
に
集
ま
り
「
池
の
前
婦
人
会」
と
し
て
出
発、
同
年
二

月
十二
日
発
会
式
を
行
い、
農
村
婦
人
の
地
位
向
上、
生
活
の
合
理
化、
会
員

相
互
の
親
睦、
各
種
講
習
会、
講
演
会、
研
修
旅
行、
見
学、
レ
ク
リ
エー
シ

ョン
、
敬
老
会
な
ど
を
毎
年
行
事
と
し
て
お
り
、
滝
川
農
協
婦
人
部
結
成
後
も

二
本
建
で
や
っ
て
い
た
。

歴
代
会
長

初
代
岩
本
き
よ
昭
和
元
年

三
代

垣
野
か
ず
る
こ
三
年

三
年

六
代
池
田
礼
子

ク
三
年

壹
年

夕
製
主
婦
会

昭
和
三
十
年
四
月
十
日
、
滝
川
農
協
婦
人
部
が
結
成
さ
れ

た
時、
そ
の
傘
下
に
加
わ
っ
て
い
た
が、
三
十
二
年
三
月
夕
作
婦
人
部
が
独
立

し
て
「
夕
製
主
婦
会」
が
発
足
。
家
族
組
合
連
絡
協
議
会
を
も
ち、
夕
張
製
作

所
で
働
く
家
族
の
組
合
を
つ
く
り
、
連
絡
協
調
し
て
相
互
の
幸
福
の
た
め
社
会

福
祉
の
向
上
に
努
め
た
。

会
長
福
田
キ
ク
会
員
一
〇三
名

滝
川
市
農
業
協
同
組
合
婦
人
部

滝
川
農
業
協
同
組
合
を
中
心
と
し
て、
農

村
婦
人
の
地
位
向
上、
生
活
の
合
理
化
を
図
り、
あ
わ
せ
て
農
村
文
化
の
発
展

を
期
す
る
目
的
を
も
っ
て、
昭
和
三
十
年
四
月
十
日
農
村
婦
人
に
よ
る
団
体
が

発
足
し
た
(会員

四
九四
名)。

主
な
事
業
と
し
て
は、
料
理、
洗
濯
、
保
健
衛
生、
家
計
簿
な
ど
の
講
習

会
、
見
学
旅
行
の
実
施、
農
協
事
業
への
協
力
、
計
画
貯
蓄
(月
掛、
玄
米
一
俵
)

の
実
施
な
ど
で
あ
っ
た
。

第
二
章
社
会
教
育

そ
の
後、
計
画
生
活
を
提
唱
し
て、
生
活
物
資
共
同
購
入
に
よ
る
家
庭
経
済

の
節
減、
農
村
文
化
の
向
上
推
進
に
よ
る、
よ
き
主
婦
と
し
て
の
教
養
の
高
揚

家
庭
の
和
楽
を
図
り、
多
難
な
農
業
経
営
の
一
翼
を
担
い、
部
員
協
力
団
結
を

強
化
し
て
い
る
。

昭
和
四
十
六
年
に
は、
市
内
北
滝
の
川
を
地
域
と
す
る
「北
婦
人
部」
の
発

足、
市
婦
連
協
に
は
四
十
七
年
から
単
独
加
盟
し
た
が、
五
十二
年
か
ら、
滝

川
農
協
婦
人
部
に
戻
り、

一団
と
し
て
加
盟
中
で
あ
る
。

歴
代
部
長

三
代
兼
田
和
子

"

初
代
中
村
輝
子
昭
和三
年

三
年～
現
在

北
婦
人
部
長

咒
年

四〇年
二
代
谷
口
ヤ
ス子

五
年

心
咒
年

=
五
年

初
代
堀
美
代
子

〃

三
代
兼
田
和
子
ク
三
年
～
現
在

江
部
乙
町
農
業
協
同
組
合
婦
人
部

農
家
の
生
活
改
善
と
経
済
の
合
理
化
は

農
村
婦
人
の
力
で
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
組
織
的
な
活
動
が

必
要
と、
農
協
婦
人
部
を
結
成
し
目
的
達
成
を
図
ろ
う
と
の
結
論
を
得
て、
昭

和二
十
九
年
十
二
月
十
四
日、
農
協
役
員
会
に
お
い
て
結
成
方
策
が
議
定
さ
れ

各
部
落
から
二
名
な
いし
三
名
の
代
表
者
が
選
ば
れ、
昭
和
三
十
年
三
月
二
十

六
日、
農
協
運
動
を
通じ
、
農
村
婦
人
の
文
化
と
教
養
を
高
め、
社
会
的
に
も

経
済
的
に
も
地
位
の
向
上
を
図
り、
も
っ
て
明
朗
な
る
農
村
を
建
設
す
る
を
目

的
と
し
て
「江
部
乙
町
農
協
婦
人
部
」
が
結
成
さ
れ
た
。

主
な
る
実
践
事
項
と
し
て
は、
会
員
相
互
の
連
絡
を
密
にし
、
農
協
運
動
の

推
進
に
努
め
る
。
農
村
婦
人
の
文
化
の
向
上
と
生
活
改
善
を
図
る
。
そ
の
他
目

的
達
成
に
必
要
な
事
項
を
か
か
げ、
諸
事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。
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二
代
林

ミ
ツ
昭
和
三
年

二
代
杉
原
栄
子

年
三

〃 昭
和元
年

四
代
山
本
静
江

々
三
年

五
代
波
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ゆ
き
♪

七
代
前
田
繁
子
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育

第
九
編
教

な
お、
市
婦
連
協
に
は
昭
和
四
十
七
年
以
降
加
盟
し
た
が、
当
時
の
部
員
数

は
七〇
一
名
で
あ
っ
た。

歴
代
部
長

1111

!

初
代

一
木

よ
し

三
代
津
留
崎
た
江

四一・

五
代
森
浦
貞
子

七
代
中
島
キ
ミ子

四九・
三

11 11

九
代
葛
原
歌
子

滝
川
市
母
子
会

昭
和
三
十
四
年
四
月
よ
り
道
及
び
市
嘱
託
の
「母
子
相

談
員
」
を
福
祉
事
務
所
に
置
き、
事
務
処
理
の
ほ
か
生
活
扶
助、
生
業
援
助、

児
童
福
祉、
医
療、
住
宅、
再
婚、
離
婚、
家
事
紛
争、
母
子
年
金、
そ
の
他

母
子
福
祉
資
金
貸
与
な
ど
の
相
談
に
応
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
年
八
月
母
子
家
庭
の
声
が
高
ま
り
、
母
子
会
設
立
準
備
が
な
さ
れ、
市
婦

人
会
、
ロー
タ
リー
クラ
ブ
会
員
な
ど
の
協
力
を
得、
昭
和
三
十
五
年
四
月
に

結
成
さ
れ
た
。

そ
の
構
成
は
母
子
世
帯
未
亡
人
、こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
を
も
っ
て
組
織
さ
れ、

母
子
家
庭
及
び
未
亡
人
家
庭
の
生
活
を
擁
護
し
、
そ
の
福
祉
を
増
進
す
る
を
目

的
と
し
て
、
会
員
相
互
の
修
養
扶
助、
講
習、
講
演
会
等
の
開
催、
生
活
身
分

相
談、
職
業
補
導、
就
職
斡
旋、
子
弟
の
育
英、
育
児
の
相
談
等
の
業
務
が
行

わ
れ、
研
修
会、
研
修
旅
行、
物
資
販
売、
臨
時
売
店、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

喫
茶
コー
ナー
開
設、
貸
付
金、
母
子
金
庫
と
母
子
会
借
付
金
運
用
な
ど
を
事

業
と
す
る
。

市
婦
連
協
に
は、
設
立
の
昭
和
三
十
五
年
以
降
加
盟
、
ま
た
昭
和
四
十
六
年

か
ら
江
部
乙
母
子
会
が
合
併、
全
市
で
一
団
体
と
な
る
。

合
併
後
の
事
業
と
し
て
は
、
母
子
福
祉
対
策
と
し
て
生
活
と
職
業
の
斡
旋、

母
子
家
庭
生
活
資
金
貸
付、
寡
婦
福
祉
貸
付
、
滝
川
母
子
会
よ
り
会
員
へ
の
貸

付、
地
域
活
動
推
進
と
加
入
促
進、
相
互
扶
助
親
睦、
奉
仕
活
動
協
力、
事
業

基
金
造
成
の
た
め
の
物
資
販
売
(市
役所
内
売店)、

各
種
研
修
会
の
参
加
。

ま
た、
自
主
促
進
事
業
と
し
て、
家
庭
奉
仕
員
養
成
講
習、
調
理
師
講
習
、

歴
代
会
長

初
代
小
田
中
キ
ヌ
コ

会
員
昭瓮

(一一〇)
昭
四
(一
五〇
)

滝
川
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

市
内
に
お
け
る
各
種
婦
人
団
体
の
連
絡
を

密
に
し
、
そ
の
向
上
を
図
る
を
目
的
と
し
て、
昭
和
三
十
年
五
月
設
立
、
当
時

の
加
盟
団
体
は
滝
川
町
婦
人
会
(会長
田子
ヒサ、

会員七
七〇
名)、
農
協
婦
人
部

(部
長
林ミ
ツ、
会員
五二
五名)、夕

張
製
作
所
主
婦
会
(会
長
福田きく、

会
員二
五
名)、

種
畜
場
婦
人
会
(会
長
岸
田
ト
シ子
、
会
員
四
八
名)で

あ
っ
た
。

そ
の
後
、昭
和
三
十
三
年
に
は
母
と
女
教
師
の
会
(会
長
清
水
愛子、

会
員
三
〇
名
)

三十
五
年
に
は
母
子
会
(会
長
小
田
中
キ
ヌ
コ、
会
員
四
五
名)
が
加
盟
し
た
。

歴
代
会
長

昭
和三
年
度

昭
和三
～
云
年

二
代
芳
村
き
み
昭
和三
年
度

四
代
田
子
ヒ
サ
昭
和
壹
～
年
度

昭
和三
十
六
年、
め
ま
ぐ
る
し
い
社
会
の
変
転
と
と
も
に、
市
内
に
発
足
し

た
新
婦
人
団
体
と
の
大
同
団
結
を
図
る
た
め、
既
存
の
婦
連
協
は
発
展
的
に
解

散
し、
滝
川
市
婦
人
会、
農
協
婦
人
部、
夕
張
製
作
所
主
婦
会
(昭
和
四
〇
年
脱
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二
代
寺
崎よ
し
の

三七・

四
代
阿
部
栄
子
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三

四三・
四

四一・

四 三 四

吾
現
在

五三・
四

10代
野
村

ロ
ヒヒロ

!

1111

昭
和
言
・

三
七・

1111

六
代
藤
岡テ
ッ子

四七・
三

11 11

!
四七・

四
四九・
四

四三・
三

八
代
湯
浅
茂
子

五一・
三

和
裁
師
養
成
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

"111

五三・三
五一・
四

四二・

四 三 四

昭
和
三
・
壺
・
三 四

昭
和
三
年
五〇年

二
代
福
田
朝
野

昭吾
(一
八〇)

昭
吾
(一
七〇
)

昭
和
五
年
吾四年
現
在

初
代
田
子
ヒ
サ

三
代
武
田
セイ



退
)、
母
子
会、
母
と
女
教
師
の
会
、
み
ど
り
主
婦
会
、
地
区
労
家
族
会
連
絡

協
議
会
の
七
単
位
団
体
が
加
盟
し
、
新
滝
川
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の
結
成
が

な
さ
れ
た
。

会
長
林

ミ
ツ

昭
和
四
十
一
年、
婦
連
協
代
議
員
会
に
お
い
て、
社
会
通
念
上
の
団
体
活
動

を
行
う
た
め
に、
空
婦
連
・
道
婦
連
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
(市
婦
人
会、
農

協
婦人
部、
母
子
会)
に
よ
っ
て、
従
前
ど
お
り
の
滝
川
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議

会
を
運
営
す
る
こ
と
が
協
議
決
定
承
認、
以
上
の三
団
体
を
「市
婦
連
協
」、

母
と
女
教
師
の
会
、
み
ど
り
主
婦
会、
地
区
労
家
連
協
の
三
団
体
を
「市
婦
連

会
」
と
称
し
て
い
た
。

現
行
市
婦
連
協
規
約
は、
昭
和三
十
六
年
五
月
一日
に
制
定
、
四
十
七
年
五

月
十
日、

一部
改
正
し
た
も
の
で、
事
務
局
を
教
育
委
員
会
に
置
き、

「加
盟

団
体
相
互
の
緊
密
な
連
絡
協
調
に
よ
り、
婦
人
の
地
位
と
教
養
の
向
上
を
は
か

り、
明
る
い
社
会
の
建
設
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
」。

ま
た、
こ
の
会
の
目
的
達
成
す
る
た
め
、
団
体
相
互
の
連
絡
情
報
交
換、
団

体
共
通
の
全
市
的
事
業
の
企
画
及
び
実
施、
他
団
体
と
の
連
絡
提
携、
そ
の
他

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
四
十
六
年
か
ら
話
を
進
め
て
い
た
江
部
乙
町
婦
人
会、
江
部
乙
町
農
協

婦
人
部
は
四
十
七
年
合
併、
町
母
子
会
は
昭
和
四
十
六
年
滝
川
市
母
子
会
に
合

併
、
そ
の
時
か
ら
婦
連
協
に
加
盟
し
た
。

歴
代
会
長

初
代
小
田
中
キ
ヌ
コ

ミ
ツ

"心
四四
〃

四

五
代
香
西
キ
ク

六
代
堀
美
代
子

七
代
山
本
文
子

ヘ
五
～
五四〃

" "

五〇ク

現
在

所属団体(昭53年度)

滝
川
市
母
子
会

滝
川
市
婦
人
会

江
部
乙
町
婦
人
会

滝
川
農
協
婦
人
部

三
五〇
人

江
部
乙
農
協
婦人
部
一
七
〇
人

六
二
五
人

四
四
八人

五
〇
〇
人

3
「
愛
の
鐘」・
そ
の
他

現
在
滝
川
消
防
署
江
部
乙
支
署
屋
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「愛
の
鐘
」
に
つ

い
て、
そ
の
由
来
を
述べ
る
。

こ
の
鐘
は、
江
部
乙
町
婦
人
会
が
昭
和
四
十
二
年
七
月
十
七
日
、
江
部
乙
町

に
寄
贈
し
た
も
ので
、
取
付
け
の
全
経
費
を
会
が
負
担
し
て
い
る
。

江
部
乙
町
は
昭
和
三
十
五
年
三
月
七
日、
関
係
機
関
団
体
代
表
者
の
積
極
的

な
動
き
に
よ
り、
青
少
年
問
題
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、
青
少
年
の
指
導
育
成

保
護
及
び
矯
正
に
関
す
る
総
合
的
な
対
策
の
樹
立
に
つ
い
て、
必
要
な
事
項
を

調
査
協
議
す
る
と
と
も
に、
そ
の
実
践
を
期
す
る
こ
と
に
な
り、
校
外
生
活
指

導
員
一
四
七
名
を
委
嘱
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
展
開
し
て
各
種
の
運
動
を

続
け
た
。

昭
和
四
十
二
年
度
よ
り、
前
記
協
議
会
は
条
例
設
置
の
「青
少
年
問
題
協
議

会
」
と
な
り
、
青
少
年
健
全
育
成
活
動
は
続
行
さ
れ、
こ
れ
ら
活
動
の
中
で
日

常
青
少
年
の
心
に
訴
え
る
何
か
が
望
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

町
婦
人
会
は、

「愛
の
鐘
」
の
設
置
を
計
画、
三
ヵ
年
間
資
金
の
造
成
に
努

め、
そ
の
寄
贈
が
な
さ
れ
たも
の
で、
当
初
町
役
場
屋
上
に
設
置
さ
れ、
そ
の

後
昭
和
四
十
九
年
に
は
消
防
支
署
の
竣
工
に
よ
り、
そ
こ
に
移
設
さ
れ
て
今
日

三
代
林

11

昭
和
四
・
翌
年
度

二
代
神
部
一伃

昭
和四
年
度

四
代
真
田
和
子
ク
四大～
四セ〃
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一年
度



第
九
編
教

育

江
部
乙
町
婦
人
会

愛の鐘の音が流れる放送塔

に
至
っ
て
い
る。

鐘
の
音
は
ウ
ェ
ス
トミ
ン
寺
院
の
鐘
の
音
で、
鐘
の
吹
鳴
時
刻
と
そ
の
意
味

は
次
の
と
お
り
で、
午
前
七
時三
〇
分
「
今
日
も
元
気
で
励
み
ま
し
ょう
」、
午

後
五
時三
〇
分
(夏)

午
後
四
時三
〇
分
(冬)

「楽
し
い
家
庭
に
帰
り
ま
し
ょ

う
」、
午
後
九
時
「
お
休
み
な
さ
い
」
(母ち

ゃ
ん
九
時運
動
を含
む)。

青
少
年
情

操
教
育、
緊
急
連
絡、
行
事
の
協
力
放
送
にも
利
用
さ
れ
て
い
る。

婦
人
会
館
(滝
川
市
大
町
一‒‒八

)

「こ
ば
と
保
育
園
」
が
市
営
移
管
と
な
り、
よ
り
所
が
な
く
な
っ
た
の
が
発

端
で、
婦
人
会
館
の
建
設
を
志
ざ
し
て二
年
有
余、
市
理
事
者
及
び
議
会
へ
の

請
願
が
採
決
に
な
っ
た
の
は、
昭
和
四
十
三
年
三
月
二
十
七
日
で
あ
っ
た
。

待
望
の
婦
人
会
館
が、
市
内
婦
人
団
体
活
動
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
大
町
二

三
一
番
地
に、
工
事
費二
三
五
万
円
を
も
っ
て、
木
造
モ
ル
タ
ル
平
屋
、
面
積

一
一五
・
五平
方
メ
ー
ト
ル、
会
議
室
・
調
理
室
など
の
ほ
か、
多
目
的
に
活

用
で
き
る
よ
う
建
設
さ
れ、
完
成
祝
賀
の
喜
び
を
も
っ
た
の
は、
昭
和
四
十
四

年
十
一
月
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。

市
内
婦
人
団
体
代
表
者
に
よ
る
運
営

委
員
会
が
管
理、
婦
人
団
体
な
ど
の
集

会
、
料
理
講
習
会
な
ど
に
開
放
し
て
い

る
。滝
川
市
婦
人
ボ
ラン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

昭
和
四
十
五
年二
月
二
十
日、
会
員

わ
ず
か
七
名
で
あ
っ
た
が、
そ
の
規
約

第
二
条、
人
間
愛
、
隣
人
愛
に
立
っ
て

滝
川
市
に
お
け
る
相
互
扶
助
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
は
か
り
、
明
る
い
家
庭
と
地
域
の
福
祉
づ
く
り
に
寄
与
す
る
。
第

三
条、
前
条
の
目
的
達
成
の
た
め、
各
種
社
会
福
祉
機
関
団
体
と
連
絡
を
密
に

し
奉
仕
活
動
を
行
う
。
こ
の
目
的
達
成
を
め
ざ
し
た
クラ
ブ
に、
善
意
に
み
ち

た
市
民
か
ら
、
年
ボ々
ラ
ン
テ
ィア
の
輪が
広
が
り、

一〇
年
の
成
長
と
と
も

に、
会
員
も
二
二
四
名
と
な
っ
た
。

会
員
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほど
、
そ
の
連
絡
は
た
い
せ
つ
で
あ
る
。
地
区
毎

に
ま
と
め
役
の
幹
事
を
置
き、
連
絡
が
末
端
ま
で
届
く
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

ば
か
り
で
な
く、
機
会
を
と
ら
え
て
の
研
修、
行
事
へ
の
参
加
に
は
会
員
の
胸

に
市
の
花
つ
つじ
を
あ
し
ら
っ
た
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
お

互
い
を
知
り、
親
し
く
語
り
合
え
る
場
は、
な
ご
や
か
な
中
に
も
大
き
な
熱
情

と
理
解、
協
力
を
培
っ
て
い
った。

地
域
の
ニー
ド
把
握、
諸
団
体
と
の
懇
談、
そ
れ
ら
の
中
か
ら、
クラ
ブ
と
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し
て
適
当
な
奉
仕
の
場
を
出
し
あ
い、
そ
の
実
践
活
動
を
繰
り
ひ
ろ
げ、
チ
ャ

リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
の
開
催、
そ
の
純
益
は
福
祉
活
動、
子
供
た
ち
に
当
て
ら
れ

た
。昭
和
四
十
九
年
か
ら
の
図
書
館
奉
仕、
五
十
年、
道
で
は
当
市
の
み
「老
人

の
為
の
明
る
い
町づ
く
り
推
進
都
市
」
の
指
定
を
受
け
「福
祉
村」
の
建
設、

五
十
三
年
二
月
、
滝
川
冬
ま
つ
り
に
協
賛
の
「ま
ご
こ
ろ
売
店
」
の設
営
、
同

年
三
月
「在
宅
要
介
護
老人
短
期
入
園
制
度
」の
請
願
な
ど
で、
年
間
行
事
と
し

継
続
し
て
いる
こ
と
は、
各
種
募
金
活
動
へ
の
協
力、
当
市
民
が
世
話
に
な
っ

て
い
る
他
市
町
施
設
職
員
に
クリ
ス
マ
ス
カー
ド、
入
所
者
へ
の
慰
問
年
賀

状
、
六
月
と
十二
月
の
「奉
仕
デ
ー
」
活
動、
以
前
実
施
し
た
収
容
施
設
慰
問

を
切
替
え、
市
内
近
隣
市
町
村
の
文
化
施
設
見
学、

一日
研
修
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。会
長
武
田
セイ

〃
五
四
現
在

昭
和
四
五
・
二
・
二〇
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